
て分類 したものである。 これらの時期は異質なもので明確にできないが、松山Ⅳ期以降になろうか。

22～ 27は 脚部の接続部内面の径が広いもので、 とりあえずγ2と して分類時に分けたものであ

る。 これらは、脚部径が大きく短い一群 (22～ 24)と 長い一群 (25～ 27)に細分できるものであ

る。脚部の短いものは、低脚杯又は脚杯椀の可能性も考えられるが明確なことは判らない。 また、

時期についても不明である。脚部が長いものは、完形品が無いので良く判らないが、あまり広がら

ない形態のものと思われる。時期は松山Ⅳ期以降のものであろうか。

28～30は脚部内面がすぼまるものであり、分類時にγ3と したものである。 また、 これらの脚部

は、厚みがあるものである。時期的には、良く判らないが、松山Ⅳ期頃と思われる。

高JTh(脚部)(図 184)脚部として分類 したものは、脚端部まで残ってお り、接続部が無いもので

ある。分類は脚端部の形態から行い、端部に面を持ったり肥厚させたりする一群 (1～ 6)と 端部

がそのままで終わる一群 (7～ 12)に大きく2つ に分けている。

1～ 6は端部に面を持つもの (1～ 3)と 端部内面が月巴厚するもの (4～ 6)と にさらに細分さ

れる。 また、端部に面を持つものは、脚部の裾が大きく屈曲し水平方向に広がるものばかりである。

時期は、良く判らないが、 1～ 3が松山Ⅱ期～Ⅲ期頃、 4～ 6が松山Ⅲ期～Ⅳ期 と考えられる。

7～ 12に ついても細分され、器壁が薄 くてシャープなもの (7～ 9)と 厚いもの (10～ 12)に

分けられる。 これらの時期は厚いもの力誹目対的に新 しい可能性が考えられるが、不明である。時期

は、松山Ⅲ期～Ⅳ期であろうか。

低脚の高杯 (図185)低脚の高lThと は、脚部が高杯と低脚杯の中間の高さであるものについて、 と

りあえず今回呼んでいる。 これらは胎土力Ⅵ青製され、作 りも丁寧な 1、 2と 雑な3と に分けられる。

また、 3は高杯とするよりは、脚杯の椀などの別の器種になる可能性を含んでいる。 これらの時期

は 1と 2が松山Ⅳ期頃、 3が松山Ⅳ期以降であろうか。

低脚邦 (図185)低脚杯は弥生時代後期後葉に出現する器種であるが、竹ノ崎遺跡からは、古墳時

代以降のものが出土している。 また、 ここで記述する低脚杯には、脚付椀と分類 した方が適切なも

のも含んでいる。分類は脚部の径に注目して細分していたが、掲載時に若干変更 している。

第184図 出土土師器実測図〇(高lTh)(S=1:3)
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4は弥生時代後期からの系譜を引 く典型的な低脚杯である。遺跡からは、全形の判るものは 1点

だけ出土 している。 この土器の時期は松山 1期新段階頃と思われる。

185図 5～ 9の低脚杯は、 4と は異なり非常に杯部が深 く脚部が大きいものである。時期的にも

4よ り新 しいものと推測される。 また、 これらは脚部の径力Mヽ さめのもの (5～ 7)、 大きめのも

の (8)、 特異なもの (9)と に細分可能なものである。 これらの時期は松山Ⅱ期～Ⅳ期 と考えら

れる。

185図 10～ 23は低脚杯の脚部である。 これらは脚部の径 と厚さで 3つ に細分することが可能であ

る。

10～ 13は脚部の径力Ⅵ さヽく、短いものである。これらは弥生時代後期からの低脚杯に近い脚部の

形態を持つものであるが、 4と 同じような杯部になるかどうかは不明である。時期はおそらく松山

Ⅱ期～Ⅲ期と考えられるが、確証はない。

9

第185図 出土土師器実測図⑦(低脚高lTh。 低脚lTN)

0                   10cm

(S=1:3)
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14～ 18は脚部の径が大きめであり、いわゆる「低脚杯」とは異なるものと考えられる。 また、 こ

れらの杯部は 5～ 8に近い形態をとるものと想像される。時期は松山Ⅱ期～Ⅳ期と推測される。

19～ 23も 脚部の径が大きめのものであるが、器壁が非常に厚い一群である。 また、23は他の低脚

杯とは、異なる形態をとるものであり、例外的なものである。 これらの時期は赤色顔料が塗布され

たものが多いことから、松山Ⅳ期前後と思われる。

邦 (図186)杯は当初分類時に口縁形態から大きく4つ に分類 し、掲載時に口径・器高も考慮にい

れて若千変更した。変更した分類は基本的に大形のもの (1, 11～ 28)と 小形のもの (2～ 10)と

に分け、端部の形態、器高 (深 さ)で細分 した。時期は、古墳時代中期後半と推測される。

1はやや大形のネで、口縁が直立するもので、須恵器蓋杯の模倣と思われるものである。 これは、

すべて赤色顔料が塗られている。時期は松山Ⅳ期 と思われる。

2～ 4は小形のもので端部が外に折れるものである。 これらは内湾した口縁が端部付近で折れる

2と 、回縁が厚 く先端部が若干外に折れる 3、 4と に細分される。時期は明確にできないが、松山

Ⅲ期～Ⅳ期 と考えられる。

5、 6は小形でやや深めのものであり、口縁が直立気味で底部との境に稜が付 く個体である。時

期は松山Ⅲ期～Ⅳ期 と思われる。

7～ 10は 河ヽ形で、口縁が内湾して立ち上がる椀形のものである。 これらは口縁端部が直立するタ

イプ (7、 8)と しないタイプ (9、 10)と に細分可能である。時期は松山Ⅲ期～Ⅳ期のものと考

えられる。

11～ 13は大形のもので、日縁端部カント反するものである。時期は明確にはできないが、松山Ⅲ期

～Ⅳ期と思われる。

14～ 22は大形で深 く、口縁が内湾して立ち上がる椀形ものであるが、22はあまり九みを帯びない

ものである。 また、 この一群の内面には全個体ではないが、比較的多い割合でヘラによる暗文が施

されている。 これらは、器壁の薄いもの (14～ 19)と 厚いもの (20、 21)の とに2つ に細分可能

なものである。 さらに厚いものは、やや胎土が粗い印象を受ける。時期的には、松山Ⅲ期～Ⅳ期と

考えられる。

23～ 26は大形で浅い器形のものである。 これらの器形を見ると内湾するもの (23～25)と外に

広がるもの (26)に細分可能なものである。 また、端部を見ると内側に折れるもの、外側に折れ

るものなどあり、細分の可能性を持つものであるが、分けなかった。 これらの時期はおそらく松山

田期のものと考えられる。

186図 27と 28の郭は、大形で浅い形態のものであるが、 これまでの分類に入らない異形のもので

ある。時期は松山Ⅲ期～Ⅳ期であろうか。

|
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その他の邦 (187図 1～ 9)これまで述べてきた杯は、古墳時代中期に属する杯であったが、古墳

時代後期以降の杯も若干ではあるが、出土している。

1～ 4は、すべて赤色顔料が塗布された杯である。いわゆる畿内系のネと呼ばれるものであるが、

搬入品ではなく、在地で製作されたものと考えられる。 1は、小形のもので口縁が内湾する杯であ

る。畿内で言う飛鳥Ⅱのものと思われ、 7世紀中葉頃と推測される。 2は口縁カウト狽1に折れる杯で、

8世紀後半頃のものと推測される。 3は高台付の杯で飛鳥Ⅳ～Vに対応すると思われ、 7世紀後葉

～8世紀初頭と考えられる。 4は杯底部の破片であり、ヘラ描きで「井」と記されている。時期の

詳細は不明であるが、 7世紀以降と推測される。

5～ 9は、底部を回転糸切りによって切り離している杯である。全体の判る5は、底部から外方

に向かって開く個体であり、 10世紀頃と推測される。 6～ 9のネについては、底部のみであること

から時期については、明確に判らないが、平安時代頃であろうか。

鉢 (187図 10～25)こ こで掲載している鉢は、時期的には古墳時代中期に属するものと考えられる

ものである。当初の分類では口縁端部が外折するもの (10～ 15)と 、 しないもの (16～ 25)に大

雑把に2つ に分けている。それを掲載時に全体の形態などから細分している。

10～ 13は 口縁部力ψ卜折するタイプで、回径も比較的近似している。ただし、 10は大形であり口縁

端部も他のものより折れないものである。これらの時期は、おおよそ松山Ⅲ期頃と考えて良いので

はなかろうか。

14、 15は あまり口縁部カウト折しないもので、口縁部径力Mヽ さく、深い鉢である。これらの時期は

松山Ⅲ期～Ⅳ期と推測される。

16～ 19は 口縁端部が真っ直ぐで球形に近い形態の一群であり、大きさも似かよっているものであ

る。ただし、 19は九みのない器形であり、やや分類からはずれるものである。これらの時期は、松

山Ⅲ期～Ⅳ期と推測される。

20は どの分類にも入らない形態のものである。やや高杯の形態にも似ているが、胎土、色調が異

なるものである。時期は不明である。

21～ 24は 口縁部が垂直に近く立ち上がる平底の鉢である。これらの法量は一定していないが、図

化したものを見る限りでは、大形 (24)中形 (22、 23)河 形ヽ (21)と 三段階の法量のものが存在

している。また調整を見ると、回縁部外面には、 ヨコハケが施されていることなど共通する点が認

められる。これらの時期は松山Ⅲ期～Ⅳ期と推測される。

25は 口縁部が垂直に立ち上がるものであるが、21～ 24の ものとはやや器形が異なるものである。

時期は松山Ⅲ期～Ⅳ期に属するものであろうか。
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甑 (図188～190)甑は、完形品として復元できたものはなく、全体の形態について検討は不可能

であつた。そこで、分類は口縁部 (図 188)、 底部 (189図 1～ 6)、 把手 (189図 7～ 11、 190図

1～ 8)の各部に分類 して、それぞれ細分 している。

甑 (口縁部)(図 188)口縁部は、その形状によって分類 し、口縁端部付近で若千外折するもの (1

～ 5)、 日縁部が外側に大きく屈曲するもの (6～ 8)、 口縁部が真っ直 ぐで屈曲しないもの (9)

の 3つ に分けた。 これらの中で 6～ 101こ ついては、甑と分類 したが、甕である可能性が存在 してい

る。時期的には 5世紀後半～ 7世紀代頃が考えられる。

甑 (底部)(189図 1～ 4)甑 の底部は、一般的に底部に中心に円孔を穿ちその周 りに円了しや半円

形の了しを穿つタイプ (A)、 底部に 1本の桟を渡すタイプ (B)、 底部がなくて側面に円孔を穿つタ

イプ (C)の大きく3つのタイプが存在 している。 また、それぞれのタイプは、おそらくA― B一

Cの順で変遷していると思われる。竹ノ崎遺跡では、そのいずれのタイプの甑も出土しているが、破

片のものが多 く詳細については不明な点が多い。

1～ 4は、 Bタ イプの桟の破片である。長さ、幅などが異なるものが存在するが、調整はナデに

よって仕上げられている。 これらの時期は、松江市福富 I遺跡の出土例から推測した場合、出雲 1

期の須恵器と共伴 していることから、松山Ⅳ期または出雲 1期以降と考えられる。そして出雲 4期

頃まで存続するタイプと思われるが、不明確な点である。

5は、 Aタ イプの底部であり、孔の形状、数などは不明である。時期は松山Ⅲ期～Ⅳ期と考えら

れる。

6は器壁側面に円孔を穿つCタ イプの破片である。 このように器壁側面に円孔を穿つタイプの時

期は、東出雲町渋山池遺跡の出土例から推沢1した場合、出雲 4期以降の須恵器と共伴することは確

実なようである。 よって、古墳時代後期以降と思われる。

甑 (把手)(189図 フ～11、 190図 1～ 8)甑 の把手は、大きめのものとやや小振 りなものが存在

している。ただし、大形のものと小形のものが明確に分かれるというわけではなく、大まかに分け

たものである。 また、把手の接続方法は、本体の器壁に貼 り付けるもの、本体の器壁に孔を穿ち、

把手を差 し込むものの 2つの技法が存在 している。

189図 7～ 11、 190図 1は、大形の把手である。 7～ 9は、把手を貼 り付けて接続するタイプの

ものであり、 10～ 11、 190図 1は、把手を差 し込んで接続するタイプのものである。 また、 12と 13

は接続方法が不明なものである。

190図 2～ 8は小形の把手である。接続方法が分かるものは少数であるが、 2は貼 り付けて接続

するタイプで、 4は差込式のものである。なお、 8は甑の把手と考えているが、やや異形なもので

別器種の把手である可能性が存在する。

把手状製品 (190図 9～15)甑の把手と考えられる破片以外にも把手状の製品が存在する。

9、 10は形状は甑の把手に類似 しているが、非常に小形のものである。 これらは、一つの可能性

として小形の甑の把手と考えることもできるが、良く判らないい。

11は環状の把手として復元できそうな把手状の製品である。器種については不明である。

12は外面に対応するかのように内面が窪む把手状の製品である。器種については不明である。

13は環状の把手の破片である。非常に小形の器種と想像されるが、良く判らない。胎土や色調は、

弥生土器よりは土師器で見られるものに似通つている。
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190図 14、 15は 、真っ直ぐに近い棒状の製品であるが、若千弧を描くものである。これらは、

の底部に渡す桟である可能性が考えられるが、小片であり良く分からない。
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寵 (図 191、 192)竃 は、完形品として復元できるものは、存在 しなかった。そこで、回縁部、底

部、庇に分けて検討した。 また、時期は 6世紀後半～奈良時代頃までと推測され、細かな時期につ

いては、今後の課題である。

寵 (国縁部)(191図 1～ 3)竃 は、口縁部片だけでは特定することは本来困難なものと推測され

るが、 とりあえず器壁が厚いもので、特に頸部が厚いものを亀の口縁と判断している。 もちろん器

壁の薄いものでも竃の可能性があり、 これまで甕と判断したものの中には、竃の口縁部が含まれて

いることは十分に考えられる。 1と 2は器壁の厚いもので、口縁内面にヨコハケがある等、調整も

似ているものである。 3はやや器壁が薄いもので、甕の口縁の可能性もあるものである。

寵 (底部)(191図 4～ 7)亀 の底部は破片のものばかりであり、焚き口との関係等について明ら

かなものは存在 しない。

4と 5は底部の端都が広がるものであり、製作時に自重によって広がつたものと思われる。 6は

底部内面を削 りによって面取 りしているものである。 7は底部端部付近の外面をナデによって平滑

に仕上げたものである。

寵 (庇 )(191図)竃 の庇は、上部の軒庇が焚き口全体に沿って付いているものである。なお、今

回の記述では、名を正面から見た場合での左・右で行う。

1は軒庇である。 2～ 4は軒庇から焚き口の右サイドにかけてのコーナー付近の破片である。ま

た、 3と 4は焚き国の面が残存 している。 5～ 9は軒庇から焚き回の左サイ ドにかけての破片であ

る。 10と 11は焚き回の右サイ ドの庇である。

土製支脚 (図192、 193)土製支脚は、前面に甕などを受ける2つの突起が付いたものが出土して

いる。 このような土製支脚は、 6世紀後半から奈良時代頃まで存在 しているようである。また、出

上 した土製支脚は背面の形状から分類 している。

192図 1、 2は背面に円子とを穿つものである。 また、円孔が穿たれている個体はすべて前面まで

貫通 している。

192図 3～ 6, 193図 1は、背面に突起が付 くタイプである。いずれの個体 も基本的に外面ナデ調

整によって仕上げられている。 また、裾部分の内面を上方に窪ませているのが普通であるが、 6の

個体は著 しく大きく窪ませたもので、ケズリが認められるものである。

193図 2は背面が突起ではなく、方形の鍔状の突起が付 くタイプである。

193図 3は下方部分の破片であるが、裾部分が大きく広がる個体である。 4は小形の上製支脚で

ある。

土錘状製品(194図 1)形 状が土錘に類似 した土製品が、 1′点出上している。基本的に形状は、土

錘 となんら変わるものではない。 しかし、一方の端部の面にヘラ状工具による斜格子文が認められ

ており、土錘と判断することを保留 している。 この斜格子文は、他のパーツと接合するために刻ま

れたものである可能性も存在 しているが、詳細は不明なものである。

土製品(194図 2～ 4)2は 円孔の穿たれている土製品である。 これは、紡錘車の可能性も存在す

るが、破片であり良く分からないものである。

3は径 6 Hlm程の円孔が少なくとも4つ穿たれている土製品である。これがどのような性格のもの

かは、不明である。
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第193図 出土土師器実測図⑮(土製支脚)(S=1:3)
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195図 4は、土器片に二次的に円子しが穿たれている破片である。 これについても詳細については、

不明なものである。

第194図 出土土師器実測図④(土製支脚)(S=1:3)
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7.須 恵器 (図 196～224)

須恵器は、古墳時代～平安時代までのものが量の多少はあるが、それぞれの時代のものが出上し

ている。出上 している器種は、蓋杯、皿、鉢、高杯、区、壷・瓶類、甕、器台などがあり、一般

的な器種から特殊なものまで見られた。なお、各出土須恵器の編年的な位置付けについては、出土

した須恵器の時期幅を網羅した一貫した編年案が存在 していないことから困難ではあるが、大谷晃

二の編年条と安来市高広遺跡での編年案を併用 しながら記述 していきたい。

邦蓋 (図196～199)杯蓋は、出雲 1期 ～出雲 8期、 さらに高広ⅣB期頃までの各時期のものが出

上 しており、蓋杯が出現 してから消滅するまでのものがそれぞれ出上 している。

杯蓋は、基本的に須恵器出現以降存在する杯の蓋 (杯 H蓋 )、 小形の無高台の郭とセットのつま

み付 き蓋 (杯 G蓋 )、 高台付の杯とセットのつまみ付 き蓋 (郭 B蓋)の大きく分けて3種類のもの

が出土している。以下各種類ごとに検討 したい。

lTh H蓋 (図196、 197)こ の種の蓋は、多数出土しているが、天丼部まで完全に復元できるものが

少ないことから、厳密な意味での大谷晃二の編年案で行われた型式分類が適用できなかった。 この

ことから、蓋杯口縁部の形態を主に注目して分類 した。

196図 1～ 7は、大谷のAl型にほぼ対応するものである。 1～ 4は端部を外面に反らせ面を作

り、そこに沈線を入れたものである。 5、 6は端部を反らせず、沈線を入れたものである。 7は口

縁端部が欠損 しているが、おそらくこのタイプのものであろう。 これらの時期は出雲 1期 と推測さ

れる。

196図 8～ 121よ 大谷のA2型 に対応するものである。肥厚 した口縁端部に沈線を入れ段状に仕上

げているものである。時期は出雲 2期 と推測される。

196図 13～ 25は、大谷の△ 2型及びA3型に対応するものと思われる。 これらも肥厚 した口縁端

部に沈線を入れ段状に仕上げているが、 13～ 25と 比較してやや上方に沈線を入れており、また段が

やや緩いものである。 これらは回径の大小で分かれるものであり、大形のもの (13～ 16)と やや

小形のもの (17～25)と に分けられる。 また、この大小 2つの一群を比較すると、大きい一群に

は、肩部の稜をしっかり作 り出しているものが多く、口径力朔 さヽい一群より古い様相を認めること

ができる。 これらの時期は出雲 2期～ 3期 と推測される。

196図26～30は、大谷のA3型におおよそ対応すると思われる。 これらの回縁端部にも沈線を入

れ段状にしているがこれまでのものより緩 く、肩部は沈線によって稜が作 り出されているものだけ

である。時期は出雲 3期～4期 と推測される。

197図 1～ 9は、大谷A4型に対応するものである。 これらは口縁端部よりやや上方に沈線を入

れているものである。時期は出雲 4期 と推測される。

197図 10～ 11は 、大谷貪4型に対応するものである。 これらは、回縁端部に沈線を入れないもの

で単純にまるくおさめたものである。時期は出雲 4期 と考えられる。

197図 12～ 27は 、基本的に大谷A7型に対応するものであるが、一部大谷☆ 5型、A6型、A8

型のものが含まれている可能性がある。 これらは天丼部の回転ヘラ削 りが認められないもので、 ま

た肩部の稜も退化 したものである。なお、口径の大きいものから順に掲載しているが、最大のもの

が15.8cm、 最小のものがll。4c14である。 ところで、大谷A7型 とA8型は口径の大小によって分け

られており、大谷のA8型は口径10cm前後まで小型化 したものである。今回、図化 した個体から見
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る限り、竹ノ崎遺跡ではA8型にあてはまる杯蓋は存在しないのかもしれない。そうであれば、

れらの蓋の時期は、出雲 5期 におさまるものと考えられる。

第196図 出土須恵器実測図①(lTN蓋 )

0                    10cm

(S=1:3)

-230-



杯G蓋 (198図 1、 2)こ の種のつまみ付 きでかえりのある小形の蓋は、非常に出土個体数が少な

く、セットになる杯 Gも 対応 して少ない。前述 した郭H蓋の小型化 した型式 (大谷のA8型 )も 出

上していないことから、竹ノ崎遺跡では全体的に河ヽ型の蓋イの出上が少ないこと力WJる 。なお、出

上 したものはつまみが欠損 しているが、おそらく乳頭状か擬宝珠状のつまみが付いたものと考えら

れる。 なお、 こられの型式は大谷のC型であり、時期は出雲 6b～ 6d期 (高広 ⅡB期 )と 考えら

れる。

23

24

兆
27

第197図 出土須恵器実測図②(lTh蓋 )

0                   10Cm

(S=1:3)
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邦 B蓋 (198図 3～33、 199図)こ の種類の蓋は、高台付の杯とセットになる蓋である。 これらは、

大形で輪状つまみが付 きかえりがあるタイプ(大谷Bl型 )、 大形で輪状つまみが付 きかえりがない

タイプ (大谷B2型 )、 かえりがなく宝珠つまみが付 くタイプ、宝珠つまみが付き口縁端部が屈曲

し平坦なタイプの大きく4つ に分けることができる。

輪状つまみ蓋 (かえり有)(198図 3～ 9)大 谷のBl型に対応する。 これらは、器高や輪状つま

みの形状などで細分できる可能性 もあるが一括 している。時期は高広ⅢA期 と推測される。

輪状つまみ蓋 (かえり無)(10～ 20)かえりがなく口縁端部が下方に垂直に折れ曲がった一群であ

り、大谷のB2型に対応 し、一部B3型を含んでいる。これらも細分可能なものであるが一括した。

なお、 13は天丼部を静止糸切 りによって切 り離している。 これらの時期は、ほぼ高広ⅢB期 と考

えられる。

輪状つまみ片 (21～33)輸状つまみの形状は多種多様であり、天丼部の切 り離しも静止糸切 りの

もの (22、 23)や 回転糸切 りのもの (28)が存在 している。 また、つまみの上端部を見ると外側

に折れる個体 (21)、 面を持つ個体 (22～ 28)、 面を持たない個体 (29～ 33)が存在する。今回有

効な分類を行わなかったが、今後検討が必要であろう。時期は高広Ⅲ期～ⅣB期である。

宝珠状つまみ蓋(199図 1～11)宝珠状のつまみが付 く蓋は、基本的に日縁端部を下方に折 り曲げ

るものであるが、輪状つまみの蓋と比べ短い。 また、器高も扁平であつたり口縁が屈曲した形態で

ある。 これらは、口縁端部の特徴からいくつかに細分される。なおこの杯蓋の時期は、ほぼ高広Ⅳ

B期 と考えられる。

199図 1、 2は、下方に折 り曲げられた口縁端部が長いものである。ただし、 2は 日縁付近が屈

曲したものである。

199図 3～ 11は 、折 り曲げられた口縁端部が短いものであるが、日縁端部の形態や器高などで細

分されるものである。 3は非常に扁平なタイプ、 4は器高が高 く口縁付近で屈曲するタイプ、 5と

第199図 出土須恵器実測図④(つ まみ付蓋)(S=1:3)
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6は日縁付近が屈曲し、 またタト傾する面を持つタイプ、 7～ 9は口縁付近が屈曲し、端部の面がま

るく口縁端部が短 く沈線状のタイプ、 10は 口縁付近の屈曲が弱 く全体的にまるいタイプ、 11は 口縁

端部がほとんど無 く沈線状のもので、 また口縁付近が屈曲しないで真っ直ぐのびるタイプである。

以上宝珠状つまみの杯蓋は様々なものがあるが、口縁端部の長さが短いものほど時期的に新 しいも

のと推測される。

その他の蓋(199図12)12の蓋は、天丼部の縁辺部に突帯あるいは環状のつまみが付いたものであ

り、類例の少ない異形の蓋である。 この種の蓋はこれ 1点のみ出上 している。 また、口縁端部はか

えりがなく、口縁付近では若干屈曲し面を持ったものである。 このような形態の蓋は、いまのとこ

ろ出土例を知らないが、類似 したものとして、出雲国庁跡で出土 しているものが近い。その蓋は天

井部の縁辺部に突帯がめぐり、輪状つまみが付 くものである。ただし、蓋の形状や器高が異なって

いるものである。時期はとりあえず、高広ⅣB期 と考えてお く。

杯 (図200～205)杯は、蓋と同様に出雲 1期 ～出雲 8期、そして高広ⅣB期 までの時期のものが

出上している。 また、その器形の種類は須恵器出現から存在する杯 (郭 H)、 無高台でつまみ付き

の蓋とセットの小形の杯 (杯 G)、 蓋とセットの高台付の杯 (杯 B)、 蓋とセットにならない無高台

の杯が存在している。

邦 H(図 200、 201)こ の形態の杯は、多数出土している。分類は、立ち上がりの形状、口径、底

部の調整に着目しておこなった。

200図 1～ 5は、大谷Al型にほぼ対応する杯身であり、端部の形状から2つ に細分される。 1

～ 2は、立ち上がり端部に面があり、そこに沈線を入れているものである。一方、 3～ 5は立ち上

がり端部の内面側に沈線を入れ段状に仕上げているものである。 これらの時期は、出雲 1期 と推定

される。

200図 6～ 8は、大谷A2a型に対応するものと思われる杯身である。立ち上がり端部に沈線を入

れて段状に仕上げているものであるが、 1～ 5の杯身に比して不明瞭なものである。時期は出雲 2

期と考えられる。

200図 9～ 21は、大谷A2b型 又はA3型 に対応する杯身である。特徴は立ち上が りの端部に段

が存在していない点であり、 また、立ち上がりがある程度高いものである。 これらは立ち上がりの

傾斜で 2つ に細分され、立ち上が りが垂直に近いもの (9～ 12)と 立ち上が りが内傾するもの (13

～21)が存在する。 この 2者では立ち上が りが垂直に近いものが古い様相を持っている。時期は出

雲 2期～出雲 3期 と考えられる。なお、 10の 杯身の中からは滑石製の小玉が出土している。

200図 22～ 24は立ち上がりが欠損 しているが、大谷のA2型、 A3型に対応する杯身と考えてい

るものである。

201図 1～ 10は基本的に大谷A4型に対応する杯身であるが、大谷△ 5型、A6型のものも一部

含まれている可能性がある。 これらは立ち上がりが内傾 し、 これまで述べてきた杯身に比して立ち

上が りが低いものである。時期は出雲 4期 と考えられる。

201図 11～ 32は、基本的に大谷A7型 に対応する杯身であるが、大谷A5型 ,6型 。8型のもの

が含まれている可能性がある。 これらは、底部の回転ヘラ削 りが認められない点が一番の特徴であ

り、立ち上がりも内傾 して低いものである。なお、口径の大きい個体から順に掲載しており、最大

のものが13.8cm、 最小のものが9.6cmである。図化した個体を見る限り、口径力Mヽ さい29～ 32は、大
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谷A8型に相当するものかもしれない。時期は出雲 5期～ 6期 と考えられる。

杯 G(202図 1、 2)無 高台でつまみ付蓋とセットとなるこの種の杯は、非常に個体数が少ないも

のである。なお、大谷の分類ではC型に相当し、時期は出雲 6期 と考えられる。

ただし、出土した個体はヘラ切 り後にヘラ削 り調整を施すものであるが、 2は底部を静止糸切 り

によって切 り離し、周辺部を回転ヘラ削 り調整している。この 2の杯については、 これまで糸切 り

ミ ー

幸

0                     10cm

第200図 出土須恵器実測図⑤(lTh身)(S=1:3)
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第201図 出土須恵器実測図⑥(lTh身)(S=1:3)
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によって切 り離す例がないことから、杯Gと することが問題であるかもしれないが、胎上、色調そ

して底部の回転ヘラ削 り等を見る限りでは、一般的な杯 Gと なんら変わることがない。 このことか

らネ Gは、糸切 りが採用される7世紀後葉頃 (出雲 8期、高広ⅢB期)の時期を考えた方が良さそ

うである。そうすれば、その時期にも杯Gが製作された可能性が考えられるが、例外的な個体とも

考えられ、今後の出土例から厳密に検討 しなければならない。

無高台の邦 (202図 3～図203)こ こで述べる器形の林は、セットの蓋が存在 しない杯である。 こ

れら出土 した杯は、基本的に高広Ⅳ期を中心とした時期が考えられる。

202図 3～ 12は 回縁部がやや内湾して立ち上がり、厚みが変わらない杯を一括したものであり、個

体差が見られる。掲載した個体の底部の残存 しているものは、回転糸切 り痕が認められる。時期は

高広ⅣA期 と推測される。

202図 13～ 19は 、口縁部が内湾して立ち上が り端部が肥厚するタイプの杯である。掲載 した個体

は、底部を回転糸切 りによって切 り離 したものである。 これらは、器高、口径等比較的近似 してい

るが、やや18と 19は異なる器形である。時期は高広ⅣA期頃と考えられる。

202図20～ 26イよ、回縁部が内湾して立ち上が り、端部が月巴厚 し外面に若千屈曲するタイプの杯で

あるが、個体差が多いものである。掲載した個体では、底部回転糸切 りである。時期は高広ⅣA期

と推測される。

203図 1～ 7は口縁が内湾して立ち上がり、端部カント面に屈曲するもので、前述の202図 20～ 26の

杯に比 して、タト面により屈曲したものである。 また、特に 1は屈曲が激しいものであり、他のもの

とはやや異なる。 これらの郭は、器高が浅いもの (2～ 12)と 深いもの (13～ 17)に細分するこ

とができ、器高が浅いものは比較的口径も近似する。掲載した個体では底部回転糸切 りであ り、時

期は高広ⅣA期 と考えられる。
(註 26)

なお、 この種のlThは 、屈曲が明瞭なものの方が古いという指摘があり、ここで述べる 1～ 7の郭

が202図 20～ 26の杯より古 く位置付けられるのかもしれない。

203図 18～ 24は、日縁が直線的で外方に広がり、口縁端部がシャープな杯である。 これらの掲載

した個体の底部は、回転糸切 りである。 また、口縁の広がりによって細分でき、若干広がる個体 (18

～23)と大きく広がる個体 (24)と に分けられる。 この細分 した2者では、口縁が大きく広がる

個体の方が新 しく位置付けられ、時期は前者が高広ⅣA期、後者が高広ⅣB期に相当するものと思

われる。

203図 25～ 27は、これまでの無高台の杯とは異なる器高が深い杯である。25は椀形のもので、口

縁端部に2条の沈線が施され、底部周辺には回転ヘラ削 りが認められる。時期は高広Ⅲ期頃と推測

される。26は、口縁端部付近がシャープ、外面に稜が認められる杯である。時期的な位置付けが難

しいが、高広ⅢB期前後であろうか。27は、口縁が内湾して立ち上がり肥厚する口径が大 きい杯で

ある。 これも時期的な位置付けが難 しいが高広Ⅳ期を中心とした時期であろうか。
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第202図 出土須恵器実測図⑦(lTh)(S=1:3)
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0                   10cm

第203図 出土須恵器①(lTh)(S-1:3)
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無高台lTh底部 (図204)出 土 している無高台の杯底部は、口縁部の立ち上が り等からある程度細分

可能であるが、一括 している。底部の切 り離 しを見ると静止糸切 りのもの (1～ 3)、 回転糸切 り

のもの (4～ 9)、 不明なもの (10、 11)が存在する。 これまで述べた無高台杯では、静止糸切 り

の個体は見られなかったが、口縁が欠損 しているものを検討した場合、静止糸切 りの個体も存在す

るようである。

郵 B(高台付の邦)(図205)こ れらは高台が付いた杯であり、基本的に蓋がセットになるのもの

と考えられるが、 どの蓋の型式とセットになるのかは不明である。なお、全体の形状が分かる程図

化できる個体は少ない。分類は口縁の形状、高台の位置を目安にしておこなった。

205図 1～ 4は、口縁が内湾して立ち上がる杯であり、高台は底部の内側に付 くものである。な

お、 これらは細分も可能であるが、図化できるものが少数であるので一括 している。また、底部の

調整は静止糸切 りのもの (3)と 回転糸切 りのもの (4)が存在 し、時期的にも幅があるものと

思われる。時期的には、回縁があまり上方に立ち上がらない 1が古 く、 3、 4の順に新しく位置付

けられると思われるが、概ね高広ⅢA期～ⅣA期 と考えられる。

205図 5～ 7は、口縁がやや外方に向かって直線的に立ち上が り、高台が底部のタト周に付いた杯

である。時期は、高広ⅣB期 と推測される。205図 8と 9は、口縁カント方に向かって直線的に立ち

上がり、深い杯である。底部が存在 していないので不明な点があるが、高台は底部の外周に付 くも

のと推測される。時期は高広ⅣB期 と思われる。

205図 10～ 26は、高台付のネ底部である。 これらは高台の位置で大きく2つ に分けることできる。

10～ 22は高台が底部の内よりに付けられている杯である。 この中では、口縁部の立ち上がり等か

ら11が最も古い可能性がある。 また、底部の切 り離しは10～ 13が静止糸切 り、 14～ 16が回転糸切

り、 17～ 22が不明なものである。時期は高広ⅢA期～ⅣA期 と思われる。

23～ 26は 高台が底部のタト周に付けられている杯である。26はやや器壁が厚いもので、特殊なもの

である。 これらの時期は高広ⅣB期 と推測される。
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第204図 出土須恵器実測図③(lTh底部)(S=1:3)
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皿(図206)皿は、高広ⅣA期から出現する器形であるが、竹ノ崎遺跡では、高広ⅣA期～V期頃

のものが出土している。器形は、高台の付くものと付かないものの2種類が存在している。

＼        `

10cm

第206図 出土須恵器実測図①(皿 ) (S=1:3)
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高台付皿 (206図 1～17)高台付の皿は、大形のサイズ (1～ 13)と小形のサイズ (14～ 17)に

2つのサイズに分けることができる。 また、高台の付 く位置によつて細分され、底部の外周につく

ものが、内側に付 くものより時期的に新 しいものと推測される。

1～ 4は、底部の内側よりに高台が付 く皿である。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部カントに

若干折れる形態である。掲載 したものでは底部の切 り離 しは、回転糸切 りである。時期は高広ⅣA

期と推測される。

5～ 7は、底部のタト周に高台が付けられられた皿である。全形の分かる個体は1のみである力S、 口

縁部の形態は、高台が内側に付 く皿とあまり変わらない。時期は高広ⅣB期 と推測される。

8は、口縁部があまり立ち上がらないで直線的な皿であり、あまり見られない形態である。底部

は回転糸切 りである。時期は高広Ⅳ期と思われる。

9～ 12は皿の口縁部である。 これらの中で、 12はやや見られない形態の皿であるので、他の器種

である可能性が存在する。時期はどれも高広Ⅳ期と思われる。

14～ 17は小形の皿であるが、 16と 171よ 口縁部が欠損 してお り、皿以外の器種である可能性があ

る。 これらも高台の付 く位置によって細分され、底部の内狽1に付 くもの (14、 16)と 外側に付 く

(15、 17)も のがある。高台が内側に付 く14は 高台が内傾 して踏ん張 り、口縁部は外狽1に開くもの

である。時期は高広ⅣA期 と思われる。高台カント周に付 く15は 高台が直立し、口縁部が直線的に外

に開くものである。 また、口縁端部が若千屈曲している。時期は高広ⅣB期 と考えられる。

無高台の皿(206図18～ 28)高台の付かない皿も、大形のものと小形のものにサイズで分類される

可能性があるが、今回は一括 した。分類は、口縁部の形状に主に注目しておこなった。

18と 19は 、やや口径が大きめで回縁が内湾して立ち上がる皿である。 これらの底部は、18がヘラ

切 り後に回転ヘラ削 りで仕上げられ、 19は 回転糸切 りである。なお、 18は盤と呼んだ方が適切であ

るのかもしれない。時期は高広ⅣA期 と推測される。

20～ 26は、やや口径力調 さヽめで口縁部が直線的になる皿である。 これらは、口縁部の形態と底部

の切 り離しから2つ に細分される。 20と 21は、回縁部が内湾気味に立ち上がる皿であり、底部は静

止糸切 りである。時期は高広ⅣA期 と推測される。22～ 261よ 、口縁部が直線的に外に広がる皿であ

り、底部は回転糸切 りである。時期は高広ⅣA期 と推測されるが、前述した20、 21の 皿よりやや新

しく位置付けられる一群である。

27は口縁部が大きく外に広がり、口縁部先端が細 くなる皿である。 また、底部は回転糸切 りであ

り、底部のタト周が設置部分であり、平坦なものではない。時期は高広ⅣB期 と考えられる。

28は皿の口縁である。無高台の杯と思われるが、高台の付 く皿である可能性も存在する。

高杯 (図207～209)高杯は、出雲 1期～出雲 6期頃までのものが出土しているが、全対の形が分

かるものは、極めて限られている。高郭の種類は、大谷の低脚無蓋高杯△型、長脚無蓋高杯A型・

B型の 3種類が出土 している。

低脚無蓋高lTh A型 (207図 1～20)こ の器形の高杯は、出雲 1期 から存在 しており、透かしが 1段

の無蓋高杯である。なお、杯部のみの破片では、長脚無蓋高杯B型 と区別がつかないものであるの

で、別に一括 して掲載 している。

207図 1～ 3は、大谷Al型の杯部である。 これらは杯部の中程に突帯を巡らし、櫛描の波状文

が施されている。時期は出雲 1期 ～ 2期 と推測される。
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4～ 9は高杯の脚部である。脚端部の形状で大きく分けられ、外面に稜をもつもの (4)と 稜が

ないもの (5～ 9)が存在する。また、前者は大谷Al型、後者は大谷A2型に相当するものと思

われる。 これらの時期は出雲 1期 ～ 2期 と推測される。

10と 11は完形に復元できた高杯である。杯部は稜のない内湾するもので、脚端部外面は外傾又は、

直立する面をもつものである。 また、透かしは2方で、三角形と切れ目がセットになっている。 こ

れらは大谷A5型であり、時期は出雲 5期前後と推測される。

12～ 201ま 大谷A3型～A6型の高郭脚部である。 これらは、脚端部外面に内傾または直立する面

を持つものである。 また透かしの方向で細分され、 4方向のもの (12)、  3方向のもの (14、 15)、

2方向のもの (16～20)に分けられる。 なお、13は 2方向か 4方向なのか明確にできないが、お

そらく2方向のものと推測される。図化 した脚部の透かしの形状を見ると、 4方向と3方向のもの

は方形であり、 2方向のものは三角形である。大谷の分類では、 4方向と3方向のものはA3型で

あり、出雲 3期～4期 と考えられ、 2方向のものはA4型又はA5型に相当し、出雲 4期～出雲 5

期頃と思われる。

長脚無蓋高lTh B型 (207図21～25)こ の器形の高杯は出雲 3期から出現 しており、 2段透かしでネ

部が大きいものである。なお杯部は低脚無蓋高杯A型 と一括 して記述する。 よって、 ここでは2段

透かしの脚部について述べる。

21と 22は、大谷B2型又はB8型の高杯脚部である。 これらは3方向に透かしがあるもので、脚

端部外面は内傾又は直立する面をもつ。透かしの形状は、 21が三角形で22が方形である。時期は

出雲 4期～ 5期 と推測される。

23は大谷B5型の高杯脚部である。透かしは下段のものしか分からないが、方形である。時期は

出雲 5期 ～ 6期 と推測される。

24、 25は透かしの方向が不明な脚部である。

邦部 (低脚 A・ 長脚 B型)(208図 1～19)こ こで記述する低脚無蓋高杯A型または、長脚無蓋高

杯B型の外部は、出雲 3期以降の時期が考えられるものである。 これらは、不部の形状から大きく

2つ に分けられる。

1～ 3は杯口縁部と杯底部の境が明瞭であり、突帯や沈線が認められる一群である。ただし、 2
は突帯や沈線が無 くやや新 しい器形である。 これらは、大谷低脚A3・ A4型 (長脚Bl～ B3型 )

の郭部と考えられる。時期は出雲 3期～ 5期 と推測される。

4～ 19は杯口縁部と杯底部の境が不明瞭なもので、杯口縁が内湾する一群である。 これらは、大

谷の低脚A5～ A7型 (長脚B4～ B6型 )の杯部と考えられる。 また、杯口縁端部の形状から2

つに細分される。 5～ 10の杯部は端部が若干外反しシャープなものであり、 11～ 19の杯部は端部が

外反しないでまるいものである。なお、 この一群の不部の時期は出雲 5期～ 6期 と推測される。

その他の邦部 (209図20)20は 、大谷の分類 した高杯とは系譜の異なる形状の外部である。 これ

は杯部口縁が垂直に近く屈曲するものであり、杯部は浅いものと想像される。 また、高杯ではなく

盤の可能性 も存在 している。時期については、良 く分からない力S、 7世紀以降のものか。

接続部 (低脚 A・ 長脚 B型)(208図 21～ 30)低脚無蓋高杯A型または、長脚無蓋高杯B型の高杯

の接続部は、時期的に出雲 3期以降が考えられるものである。分類は透かしの方向と形状で分けら

れる。 なお、 301ま 透かしの方向と形状が不明なものである。
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第207図 出土須恵器実測図⑫(高邪)(S=1:3)
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21と 22は 、 3方向に透かしが見られるもので、方形と三角形のものがある。大谷の低脚△3型 (長

脚B2・ B3型)の高杯に相当するものである。時期は出雲 3期～ 5期 と考えられる。

23～27は、 2方向に方形透かしが見られるものである。大谷の低脚A4・ A5型 (長脚B5型 ?)

の高杯に相当するものと思われる。時期は出雲 4期～ 5期 と推測される。

28と 29は、 2方向の三角形透かしのものである。大谷の低脚A4・ A5型 (長脚B5型 ?)の

高杯に相当するものである。時期は出雲 4期～ 5期 と推測される。

長脚無蓋高lThA型 (209図 )こ の器形の高杯は出雲 3期から出現するものである。 2段透かしであ

る点はB型 と同じであるが、郭部が小形で口縁部が直立するものである。

209図 1、 2の脚部では、脚端部外面の形状と透かしで細分されるものである。 1は脚端部が外

傾 して 3方向の方形透かしがあるものである。 これは大谷の長脚A2・ ☆ 3型に対応し、時期は出

雲 3期～4期 と推測される。 2は、脚端部外面がやや内傾 して 2方向の方形透かしがある。大谷の

長脚A5。 A6型に対応 し、時期は出雲 4期 ～ 5期 と推測される。

3～ 8は透かし方向、形状が分からない脚部である。 これらは脚端部外面の形状で、直立するも

の (3～ 5)と 内傾するもの (6～ 8)に三分される。

9、 10は杯部である。 9は杯底部と口縁部の稜が明確で、刺突文が施され、古い様相を持つが、

例のない形状であり、時期については不明である。 101ま大谷A5型以降の郭部であろう。

11、 12は接続部である。 11端突文が施され、 12は 2方向の方形透かしがあるものである。

13、 14は径の細い脚部である。 13は切れ目の 3方向透かしが見られ、 14は 透かしが不明なもの

である。 これらは大谷のA7型 と想像され、時期は出雲 5～ 6期 と思われる。

15は小形で 3方の方形透かしの脚で、脚端部タト面が明瞭な面を持たないやや異例のものである。

第209図 出土須恵器実測図⑭(高不)

0                   1ocm

(S=1:3)
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醒 (210図1～14)盟 は、出雲 1期 ～ 6期頃までのものが出上 しているが、全体の形が分かるもの

はなく、ある程度様子が半Jる ものも少なかった。

l、 2は口縁である。 これらは、端部の形状等から大谷A4型～A8型に相当するもと思われる。

時期は出雲 3期以降と思われる。

3～ 14は 口縁部が欠損 している腿である。 これらは大形のもの (3～ 5)と小形のもの (6～

14)に分けられる。

大形のものは大谷の型式にないものであるが、他の器種との共伴事例等を見ると、おおよそ出雲

1期 ～2期の時期が考えられる

小形のものは、頸部が短 く大きいことや波状文が丁寧であることから、 7が最も古い器形であり、

大谷Al型又はA2型 に相当すると考えられる。時期は出雲 1～ 2期 と推測される。

小形の 8～ 14は 、頸部が細い器形であり大谷A5型以降のものである。 8と 9は頸部に波状文が

あるもので、大谷A5型 と考えられ、時期は出雲 3期～4期 と思われる。 10は胴部に刺突文がある

ことから大谷A5～ 6型 と考えられ、出雲 3期～ 5期 といった時期と思われる。 11は胴部片である

ので詳細は判らないが、刺突文があるので大谷A5～ 6型に相当するものと思われる。 121ま 胴部、

頸部伴に文様がないので大谷A7型に相当し、時期は出雲 5期前後と推測される。なお、 13と 14は

底部である。

直口重(210図15～ 17)直口壷として判別できるものは3点存在する。大谷の型式分類では検討さ

れていないので、位置付けは困難な器種である。 15と 16は胴部の形態は異なるが、調整はカキメで

はなく、回転ナデである。 このような調整のものは横穴墓の共伴事例を見る限りでは、出雲 4期～

5期頃に多いので、時期もそのあたりと思われる。 171よ 口径が大きい口縁部である。 この個体の時

期的な位置付けについては不明である。

短顕童 (210図 18～20)短頸壷は、大形のもの (18)と 小形のもの (19、 20)が出上 している。

いずれの個体も蓋とセットで焼かれていることが、顎部の状態で判るものである。 これらは、時期

的な位置付けが明確にできないものであるが、だいたい古墳時代後期以降のものと考えられる。

長顕瓶 (頸部)(210図 21～23)長顕瓶は、出雲 5期頃から見られる器種である。21～ 23は、長

頸化 した頸部力沙卜反するタイプのものであり、大谷 4型以降のものと推測される。 よって、時期は

出雲 7期以降 (高広ⅢB期)の ものと推測される。

壺・瓶類回縁 (211図 1～12)こ こで取 り上げるものは、長頸瓶、平瓶、提瓶、長頸壼、直口壺

広口壼等の口縁部である。口縁部は、口縁端部が単純な筒状のもの (1～ 9)と 面を持つもの (10

～12)に大きく2つ に分けられる。なお、 これらの時期は詳細は判らないが、概ね出雲 4期以降の

ものがほとんどと考えられる。

1～ 9の単純な口縁部は、国径によって細分され、小さいもの (1～ 6)と 大きいもの (7～ 9)

が存在する。口径力Ⅵ さヽいものは長顎瓶、提瓶、平瓶等の器種である可能性が考えられるものであ

る。 1は長顎瓶の口縁であり、大谷 1～ 3型 と推測されるが、他のものは特定できない。日径が大

きいものは、直口壷や他の壷の口縁と思われる。 この中で、 9はやや内湾気味の口縁で端部が内側

に折れるものであり、壷類以外の可能性 も考えられる。

10～ 12の 口縁部は、いまひとつ全体の器形がイメージできないが、三と考えて良いのではなかろ

うか。
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第211図 出土須恵器実測図○(壺・瓶類口縁。高台付底部)(S=1:3)
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重・瓶類高台付底部 (211図13～22)高台の付いた壼・瓶類底部は、基本的に胴部が膨らむタイ

プと考えられるが、22のみは胴部が膨 らまない長胴のものであり、他のものとは器形が異なるもの

であり、時期的にも最も新 しいと推測される。

13～ 21は、長顎瓶または、長頸壼の底部と推測されるもので、 13～ 16は 長頸瓶の底部と断定で

きるものである。 13～ 15は、おそらく胴部の肩が張るもので大谷 3型～ 5型に相当するものと考え

られ、時期は出雲 6期以降のものと推測される。 16は :同部が球形に近いものであり、大谷の 2型 と

思われ、時期は出雲 5期～ 6期 と考えられる。 また、 17～21の底部では21の底部に糸切 り痕が認め

られことから、 これらの中では相対的に新 しいものと思われる。

22は 内傾する高台に長い胴部がつ くものである。 このような器形の壼は、あまり類例がないが、

東出雲町渋山池遺跡の上坑出上の壷が類似 している。 この渋山池遺跡の壺は、平安時代前半頃、実

年代では 9世紀末～10世紀前半頃と考えられてお り、22の壺もその前後の時期 と思われる。

重・瓶類底部 (図212)壼・瓶類の高台の付かない底部は、長顎瓶、長頸壼、直口重等の器形が

想定されるものである。 また、平底のもの (1～ 6)、 九底のもの (7～ 9)、 糸切 り底のもの (10

～14)に大きく3つ に分けることができる。

第212図 出土須恵器実測図⑦(壺・瓶類底部)(S=1:3)
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第213図 出土須恵器実測図○(提瓶。平瓶・横瓶類)(S=1:3)
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212図 1～ 4は、平底でヘラ切 りによる切 り離 しが行われた底部であり、基本的に胴部下半はヘ

ラ削 りであるが、 6のみナデ調整である。 これらは、時期的な位置付けは難しいが、おおよそ出雲

4期以降のものと推測される。

212図 7～ 9は、九底の底部である。 9は胴部上半にカキメを施 した大形の壼である。 これらの

時期は、だいたい出雲 4期～ 6期頃と思われる。

212図 7～ 9は糸切 り痕が認められ底部である。11以外は静止糸切 りである。 これらの時期は糸

切 りであることから、出雲 8基以降または、高広ⅢB期以降と推測される。

提瓶 。平瓶・横瓶 (図213)1～ 2は、提瓶の把手付近の破片である。両者とも把手の退化 した形

態のものである。 1は カギ状の把手であり、大谷の「ウ型」の把手に相当するものである。時期は

出雲 3～ 4期 と推測される。 2は退化 した環状の把手であり、大谷の「 2型」の把手であり、時期

は出雲 3期～ 5期 と思われる。

3は平瓶の把手である。これは肩部の張った扁平な器形の平瓶に伴う把手と考えられる。このよ

うな器形の平瓶は、宍道町山守免遺跡 3区SB03や古曽志平廻田 1・ 2号窯跡灰原等から出土して

おり、その事例から見て高広ⅣB期 ～V期前後の時期が想定される。

4～ 7は横瓶である。いずれも全体の器形が判らないものである。横瓶は、横穴墓の出土事例か

ら出雲 5期頃から出現する器種であるから、 4～ 7も その時期頃と推測される。

把手付き壺 (図214)こ こで言う把手付き壺としたものは、「双耳壷 (瓶 )」 「三耳壷 (瓶 )」 等と

呼ばれている壺で、膨らまない長胴の胴部に扁平な把手が付くものである。 1は、把手付近の破片

であり把手の上下に各 1条の沈線が巡るものである。把手の形状は破片であり不明であるが、円形

の子しが1つ空く形状と推測される。この壷の時期は、出雲地方で完形の出土例が見られないことか
(註 30)

ら明確に位置付けることは不可能であるが、畿内の出土例等を参照にすると平安京Ⅱ期古～Ⅱ期新

(9世紀中葉～後葉)頃に見られることから、おおよそこれぐらいの時期が想定される。

10cm

第214図 出土須恵器実測図⑩(把手付壺) (S=1:3)
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その他 (図215)こ れまで述べてきた器種で、あまリー般的でない器形のものについて、 ここで述

べておきたい。

1～ 5は蓋であるが、有蓋高杯や壷の蓋と推測されるものである。 1はつまみの付いた蓋であり、

おそらく有蓋蓋杯とセットになるものと考えられる。時期はおそらく出雲 1期 と推測される。

2～ 4は、杯蓋と明確な違いがないものだが、天丼部に見られるカキメから有蓋高杯、壷の蓋と

して判断した。時期は、類似 した蓋杯の時期から推測して出雲 3期～4期頃と考えられる。 5は口

縁端部の内面力羽巴厚する蓋である。杯蓋と異なり肩部の稜がないものであり、壼類の蓋と判断した。

時期については良く判らない。

6～ 10は壼瓶類、 または甕の口縁と推測されるものである。いずれも単純な口縁であり、外に広

がるものである。時期については不明である。

11は鉢と推測される器形のものである。口縁端部はシヤープで、底部は手持ちヘラ削 りである。

類例がないもので詳細については判らない。

12と 13は脚部と思われるものである。 どちらもタト面に段が付 くタイプのものである。全体の器形

は良く判らない力S、 脚付壷等の脚に類似 しており、その可能性が考えられる。時期については、良

く判らない。

14は 、やや器壁の厚い口縁部である。その端部には、面があり沈線が入り窪むものである。後述

する大形の鉢である可能性も考えられるが、やや異なるものである。時期については不明である。

高邦形器台 (図216)1、 2は、高杯形の器台の大きく広がる脚部である。 1、 2は同一個体で

ある可能性が高いが、 良く分からない。

1は、 3条の沈線で区画された上段と下段の部分である。上段、下段とも5方向千鳥に三角形透

かしがあり、波状文で装飾されている。

2は面をもった脚端部である。端部付近には、 2条の沈線で稜が作られ、その上に波状文が施さ

后¨片 為

7

ヽヽヽ入
‐３

/

:3)第215図 出土須恵器実測図⑩(壼。その他器種)

0                   10Cm
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れている。

このような高杯形の器台は、出雲地方では、

7例出土 している。その遺跡は、松江市乃木

二子塚古墳、石屋古墳、安来市大坪 3号墳等

の遣跡である。須恵器の時期は、出雲 1期～

3期の時期として考えられている。また、216

図の器台とよく似た接続部から脚が広がる器

形のものは、出雲 1期～ 2期であるから、 こ

の時期 と考えて問題はないものと思われる。

さらに、脚部が大きく広がる形態の器台は、畿

内の陶邑の編年では、陶邑 I形式で見られる

器種であることから、併行関係の点からも矛

盾は生 じないものと考えられる。

2

10cm

また、類例のほとんどは古墳からの出土例   第216図 出土須恵器実測図④(器台)

(S=1:3)
であることから、竹ノ崎遺跡のものは本来は

上方の上野古墳群中の古墳 (未発掘)に伴っていたものが転落した可能性が十分考えられる。

大形鉢 (図217)大形の鉢が 4個体出土 している。 これらは、口縁に向かって大きく開き内湾 して

立ち上がる形態のものであり、底部は九底と推測されるものである。 また、 3の ように把手が付 く

ものも認められ、本来は把手が 1対付けられているものかもしれない。 これらは、口縁部の形態等

から2つ に分けられるものである。

1と 2は 口縁端部に面を持ち、そこに沈線を入れ窪んでいるものである。 また、端部付近外面に

は、 2条以上の沈線を巡らしている。調整はタト面が平行叩きであり、内面に同心円文の当て具痕が

認められる。

一方、 3、 4は口縁端部はまるくて面を持たないものである。 また、外面の沈線は 1、 2に比 し

てより下方に巡 り条数も少ないものであり、内面の当て具痕も放射状のものが認められる。 さらに

器壁 もやや薄いものである。

これらの大形鉢の類例は、松江市福富 I遺跡、玉湯町岩屋遺跡、松江市連行遺跡等があり、その

うちの玉湯町岩屋遺跡では、高広ⅣA期の杯類と共伴 している。 このことから竹ノ崎遺跡出上のも

のも高広Ⅳ大期前後の時期が想定される。

中形甕 (図 2¶ 8)こ こで扱う甕は、頸部が短いタイプの奏であり、口径が20cm前後のものを指 して

いる。 これらの時期は、概ね出雲 4期以降のものと推測されるものである。 また、口縁端部の形状

で大雑把であるが 2つ程に分類される。

218図 1～ 3は、口縁端部がシャープで尖 り気味のものである。 1は 口縁部が外に大 きく屈曲す

るもので、 2と 3はあまり屈曲しないものである。

218図 4～ 8は口縁端部がシヤープでないものであり、面があつたりまるくおさめているものであ

る。 4は 日縁部が外に屈曲するものであり、 6と 8はあまり屈曲しないで、頸部は直立 しない形態

のものである。 また、 7は複合口縁があまり明瞭でなく、頸部から滑らかに口縁になるものであり、

他のものより相対的に新しい時期のものと推測される。
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大形甕 (図219、 220図 1)こ こでの大形甕は、頸部が長 く大きく開く形態のもので、頸部に波状

文を施しているものである。 また、今回図化 したものは、概ね出雲 4期以降の時期が想定されるも

のである。

これらの甕は、回縁の形状で一応 2つ に分けられる。

Ξ
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第217図 出土須恵器実測図②(大鉢)
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219図 1～ 3は、口縁部の稜がシャープなものであり、頸部との境にしっかりした段が付 くもの

である。 1は、沈線で三段に区画された顕部に波状文を施すものである。

219図 4、 7～ 9,220図 1の口縁部は、口縁の稜部があまり突出しないで頸部との段が付かない

ものである。 この中で 7～ 9は、段が最も明瞭でないものであり、他のものより時期的に新 しく位

置付けられるものと考えられる。

なお、 219図 6, 10は頸部の破片である。

甕胴部片 (220図 2～ 5、 221図)こ れらは甕の胴部片であるが、外面は平行叩きであ り、内面は

同心円の当具痕が認められるものである。 2～ 4は内面の同心円当具が細いものであり、 221図の

ものは太いものである。

て∞
0                   10cm

第218図 出土須恵器実測図④(中形菱)(S=1:3)
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第219図 出土須恵器実測図②(大形甕)

10cm

(S=1:3)
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0                  20cm

第220図 出土須恵器実測図⑮(大甕・甕胴部)(S=1:6、 1:3)
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ヘラ記号等 (図222、 223図 1～12)底部や天丼部などにヘラ記号が認められる出土品全てを一括

して掲載している。ヘラ記号は、ほとんどのものが、出雲 1期 ～ 6期頃までの蓋杯で確認されてい

る。

なお、223図 7～ 12は 、実測図は、すでにこれ以前の図で掲載したものである。一応図化の段階

で杯蓋、杯身の判断をして掲載 しているが、 どちらの器種になるものか判断に迷うものも存在 し

ており、実際は間違っているものもあると思われる。

222図 1～ 7は、 2本の線で「×」印を書いた蓋杯片である。 222図 8～ 13は 、 3本の線で書か

れたヘラ記号であり、 12の杯底部以外は蓋ネと思われる。222図 14～ 17は 3本線で書かれたヘラ記

号である。すべて蓋杯と考えられるものである。 222図 18～ 27は 1本線で書かれた単純なヘラ記号

である。器種は杯蓋と推測されるが、21は カキメが見られるものであり有蓋高郭等の蓋であるのか

もしれない。222図 28～ 30、 223図 1～ 2は、 1本線のヘラ記号が見られる杯身である。223図 3も

1本線のヘラ記号が認められる重底部である。

0                  1ocm

第221図 出土須恵器実測図④(甕胴部)(S=1:3)
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18

第222図 出土須恵器実測図②(ヘラ記号拓影)
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(S=1:3)
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第223図 出土須恵器実測図④(ヘラ記号・糸切拓影)(S=1:3)

41
(203-23)

-262-



223図 4～ 6は、ヘラ記号ではなく、須恵器の調整痕と文様のある破片である。 4と 5は、蓋杯

の天丼部または、底部のヘラ切 り後の調整痕と思われるものであり、擦痕が認められる。 これらは、

板状かヘラ条のものでナデたものと推測される。 6は、配の胴部片である。沈線と波状文が認めら

れる。

223図 7～ 12は 、すでに図が掲載されている個体の拓影である。 7と 8は杯身の底部である。 7

は2本線で「×」印のヘラ記号が見られ、 8は単純な 1本線のものである。 9は邦蓋であ り、ヘラ

記号かまたは調整痕と思われるものが天丼に見られる。 10は 、輪状つまみが付 くかえりのない蓋で

ある。天丼部で見られるものがヘラ記号の可能性がある。 llは高台付杯の底部である。底部の中心

部付近にヘラ描きの文字と思われるものがあるが、破片であり明確にできない。 12は、高台の付 く

重底部である。ヘラ記号は、中心に「X」 E「 が書かれている。

糸切り拓影(223図 7～ 42、 224図)切 り離 しを糸切 りで行っている杯、蓋、皿、壼等の個体につ

いては、 ここで一括して掲載している。なお、拓影を掲載しているものは、ある程度全体が分かる

ものであつて、摩耗が著しいものや小片は省略した。

223図 13～ 18は 、壷の糸切底である。 13と 15の 底部は静止糸切であり、 14・ 16・ 181ま 、回転糸

切 りによるものである。なお、 17は静止糸切 りによる底部と思われるが、小片のため不明確なもの

である。

223図 19～ 24は、高台の付 く郭の底部であり、高台は底都の内よりに付 くものである。 19と 20は

静止糸切 りによるものと考えられ、20は切 り離 し後にヘラによる擦痕が認められる。21～ 24は、回

転糸切 りによる底部と考えられる。ただし、 22、 241こ ついては、不明瞭な部分があり、静止糸切

りの可能性も残る。

223図 25～ 27も 高台の付 く杯底部であるが、高台が底部タト縁部に付 くタイプである。 3つ とも回

転糸切 りによる底部と考えられる。

223図28～ 421ま 、無高台の杯である。37のみ静止糸切 りと考えられ、他は回転糸切 りによる底部

と考えられる。なお、28～ 33は内湾して立ち上がる杯であり、 34～ 421よ 、直線的に立ち上がる杯

である。

224図 1～ 7は皿底部の糸切 り痕である。 1～ 3が高台の付 く皿、 4～ 7が高台の付かない皿で

ある。切 り離しは、 4が静止糸切 りである可能性があり、他のものは回転糸切 りによるものである。

20a22 9

第224図 出土須恵器実測図⑩(皿拓影)(S=1:3)
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8B鉄 器 (図225)

鉄器は、正確な時期については、包含層からの出上であることから不明であるが、おおよそ古墳

時代後期以降のものと思われる。出上 した器種は、鉄刀、鉄鎌、鉄鏃、鉄釘である。

鉄刀 (1, 2)鉄 刀は2振出上 している。 どちらも欠損 しているものであり、刀身部分のみが出

上している。 1は茎が反つている直刀であり、刃部が中程から欠損しているものである。関はX線

写真から両関と考えられ、背側の方が刃側より浅 く切れ込む不均等な形状である。茎は、先細 りの

形状であり、茎尻は失われている。 また、 目釘孔が一つあけられており、木質の付着から柄本が装

着されていたものと思われる。 2は刃部片であり、 1よ りややしつかりしたものである。木質が付

着 していることから鞘に入つていたものと思われる。

0                              1ocm

第225図 出土鉄器実測図(S=1:2)
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鉄鎌(225図 3)片 刃の鉄器の刃部片であり、 とりあえず鎌と判断したが、刀子などの可能性も十

分に考えられるものである。

鉄鏃 (225図 4)鉄 鏃の鏃身部と思われる破片が出土 している。 これは、鏃身部の先端部が尖らな

い丸いものと考えられ、断面はレンズ状になるものと思われるものである。

鉄釘 (225図 1～10)鉄釘は6本出土している。いずれの個体 も断面が方形のもので、頭部が一端

に折 り曲げられているタイプである。 これらは、完形のものが 5の釘のみであり、全長が分からな

いが、おおよそ10cm以下の小形のものと思われる。

また、 これらの頭部の折れ曲がる部分を見ると、単純に折れ曲がるもの (5、 7)と 胴部との境

にくびれ込みを有するもの (6、 8、 9、 10)の 2つ のタイプが存在している。

9日 石 器 (図226、 227)

石器は、石鏃、石斧、敲石、砥石が出土している。いずれも包含層中の出上であり、正確な時期

が半Jら ないものである。

石鏃 (226図 1～ 3)石 鏃は3点出土 しており、いずれの鏃も両面調整を行っている。 1は平基式

三角形鏃であり、一部に自然面を残しているものである。 2と 3は凹基式三角形鏃であり、 3は幅

と長さの差がないもので、やや丸みをおびた正三角形である。

磨製石斧(226図 4)石 斧は、磨製のものが 1点出土している。石斧は基部が欠損 しているもので、

丁寧に研磨されているものである。 また、欠損部付近には敲打によるものと考えられる痕跡が認め

られる。
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敲石(226図 5、 6)敲 石は 2点出土している。 5は片面と側面の一部に敲打痕が認められるのみ

で、あまり使用されていない状態のものである。一方、 6は両面と側面に敲打痕が明瞭に認められ

るものである。断面は、両面とも敲打されており窪んでいるものであり、側面は、周縁部全体で敲

打痕が認められる。

砥石 (227図)砥 石は、 6点出土している。 これらは大形で扁平なもの (1、 2)と 小形で角柱

状を呈すもの (3、 4、 5、 6)が ある。

1は両面と側面が使用面であり、使用面は平滑なものであり、筋状に擦痕が認められる面もある。

また、 2は片面のみ使用面が認められるものである。

□

―

圃

―

図 國

鰻

一鰻

第227図 出土砥石実測図(S=1:3)
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227図 3～ 6は、基本的に各面とも使用されている砥石である。ただし、 5は残存状況も関係す

るが、 2面での使用が認められた。また、 これらは大形の砥石より肌理の質が細かい石材のもので

ある。

10.可 玉ヽ (228図 1～ 7)

これらの小玉は全て須恵器杯身 (200図 10)内 から発見したものである。また、石材は滑石と思

われ、径6.51m前後のものである。また、穿孔は片面から行われているものと推測される。時期は、

杯身の時期から出雲 2期～3期のものと考えられる。

11.五輪塔 (228図 8)

五輪塔は、頂部付近とほぞ部が欠けている空風輪であり、一石で作られている。これは、完全な

円形のものではなくやや楕円形を呈すものである。石材は、地元で算出されるいわゆる来待石 (凝

灰質砂岩)である。調整は比較的丁寧なものであり、研磨され全体的に平滑である。形態は、空輪

と風輪の径16.5cm前後とほぼ同じもので、空輪は丸みのある曲線を描く宝珠形のものである。ほぞ

部は多角柱のものであり、最大径7.6cm、 残存長5。 2cmである。この五輪塔の時期は、まだ当地域の

十分な検討がなされていないので明確にはできないが、あえて全国的な編年観等から推測すれば、

おおよそ室町時代～安土・桃山時代頃であろうか。

⑪

団

◎

　
⑩
］

③

田

◎

∞

◎

囲
‐

⑧

団

⑩

鯛 0            2.5cm
|

0                              20cm

第228図 出土玉類・五輪塔実測図 (玉・S=1コ 、五輪塔 1:4)

―

―
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第11表 竹ノ崎遺跡 土器 観察表

硼
配

器 種 区 遺構 層位 口径 器 高 最大宿 底 径 形態 文様 の特 徴 調 整 胎 土 色  調

買恵器

蓋郭(不蓋) tA SK02 覆土

(外)回転ヘラケス'り すデ

(内 )回転ナデ ナデ
密 3 mm以下
の砂粒多い

(外 )暗青灰色
(内 )暗青灰色

雪(胴部片) P円

(外)平行タタキ

(内 )同心円状当具痕
密 2 mm以下
の砂粒含む

外

内
灰色

青灰色

露 単純口

尿(外反C) lA PIT6 包含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヘラケス
｀
リ ヨコナテ

1～ 2 mmの砂

粒含む

外

内
淡褐色
淡褐色

148‐02
電(庇 ) ■ yω2 包合層

外

内

ナデ
ナデ

1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )日音褐色

(内 )日音褐色

14303
欝 単純口

尿(外反C) lA SK02 覆土内 口縁直立気味

外

内

ヨコナデ タテハケ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

2～ 4 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

密 単純E
尿(外反D) ■ SЮ 2 覆土

外

内

タテハケ
ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂

粒含む

外

内
淡褐色
淡褐色

卜形甕単純E

尿(外反C) lA SK02 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
り?

1～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色

(内 )淡褐色

14306
ミニチュア

土器 SK02 覆土

外

内
ナデ ハケ

ナデ

l mm以下の砂
粒含む 淡灰褐色

14307
甕 単純E

縁(外反C) ユ SB01 包含層 168 口縁端部内面屈曲

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mIの砂
粒合む

(外 )暗褐色

(内 )暗褐色

甕 単純E

縁(内湾C) l SB01 包合層 頸部強 くナデる

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 1unの 砂
粒含む 淡橙褐色

瓢 ↓巴手 1 包含層 差し込みタイプ

外

内
ナデ ヘラケス

｀
り?

ヘラケズリ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )暗褐色

14310
電(底部) ユ 包含層

底部内面面取り
黒斑

外

内

ハケ 指頭圧痕
ヘラケス

｀
リ エ具痕

l mm以下の砂
粒多く合む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

153‐01
鷺 単純E
ゑ(頸部) PITl 覆土

外

内

”

デ

如

ナ

タテハケ
ヘラケズ リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

153‐02
鷺 単純E
尿(外反C) PIT4 覆土 口縁端部内面ナデる

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

161‐01
頁恵器
不 4

墓

室

穴

玄

横

１

(外)回転・静止ナテ
｀

(内 )回転一部静止すテ 密

(外 )赤褐色
(内 )暗灰色

161‐02
不 4

第2

横穴墓 流入土 129 日縁端部屈曲

外

内
回転ナデ

回転ナデ 密

(外 )赤褐灰色
(内 )灰色

161113
不 4 口縁内湾気味

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )暗灰色

(内 )日吉灰色

霊台付底部 4

(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰褐色

(内 )茶灰色

不 4

穴

面

機

斜 表土 回転糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

畜片 4 表土

(外 )平行タタキ

(内 )同心円状当具痕 密

外

内
淡灰褐色
灰色

密片 4

穴

面

横

斜 表土

(外 )平行タタキ

(内 )同心円状当具痕 密

外

内
灰色

灰色

16201
電文土器
沐 3 西斜面 包合層

(外 )ナ デ

(内 )ヘ ラケズリ ?

1～ 5 mmの砂
粒多く合む

(外 )日音褐色
(内 )褐色

16202
麻生時代中
羽 甕 3 包合層 複線鋸歯文

(外 )ナ デ

(内 )ヘ ラケズリ
l nun大の砂粒

合む
(外 内)淡橙褐
色(断 )灰褐色

露
嗅合口細 包合層

凹線文 3条 変形の孔
が穿たれている。

(外 )ヘラミがキ後ヨサテ

(内 )ヘ ラミガキ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )黒褐色
(内 )黒褐色

甕
複合口縁A 包合層 凹線文 2条

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヘ ラケズリ
2 mm程 の砂粒

合む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

甕

複合口縁A 釉
胡 包合層

凹線文 2条
黒斑

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡黄褐色

163114
甕
複合口腕牡 lD 包合層 凹線文 3条

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナテ
｀ ヘカス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )茶褐色

(内 )茶褐色

16}05
甕
複合口纏 2D 包合層 17

凹線文 2条 板状工具
による刺突文

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 2 mmの砂

粒多く合む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

16>06
甕
複合口翻 包合層 凹線文 2条

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

l lnm大 の砂粒
合む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

163‐ 07
奏
複合口縁A とD 包含層 (198) 為面からの穿孔

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

l mm弱の砂粒
含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

甕
複合口縁A 包合層 」線文 2条

外

内

ヨヨナデ
ヨコナテ

ヾ
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡黄褐窪
(内 )淡責褐窪

密
複合口縁A 包含層 J線文 3条

外

内

ヨヨナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
り?

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

163-10
変
複合口縁A 包含層 159 四線文 4条

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ヘカス'り ?

l mm以下の砂
泣含む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

|
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嗣
配

器 種 区 遺構 層位 口径 器高 衰大径 底径 形態・文様 の特 徴 調   整 胎  土 色  調

甕
複合口縁A 2D 包含層 凹線文 4条

(外 )ナ デ ヨヨナデ
(内 )ヨサデ ペラケス

｀
リ

1皿m程の砂粒
含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

甕
複合口纏ム lC 包含層 凹線文 3～ 4条

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

l mmの砂粒含
む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

16>13
密
妄合口縁B 払 包含層 凹線文 4条

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
り?

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

密
褒合口縁B 包合層 擬凹線文 7～ 8条

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨコナテ
ペラミガキ  ヘラケス

｀
リ

1剛弱の砂粒
含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

欝
褒合日縁B

３
額 包含層 擬凹線文 6条以上

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨヨナデ ペラケス

｀
リ

1～ 2 mm程 の

砂粒合む
(外 )明橙褐色
(内 )明橙褐色

霊
妄合口縁B lD 包合眉 擬凹線文 6条

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨコナデ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm程の

砂粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

甕
妄合口縁B 包合層 擬凹線文 6条以上

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨヨナデ ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

163‐ 18
彗

妄合口縁B 2B 包合層 擬凹線文15条以上
(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨコすデ ヘラケス

｀
り?

l mm前後の砂
粒合む

外

内
淡褐色
淡褐色

彗

妄合口縁B 包合層 177 擬凹線文12条以上
(外 )ヨ ヨナデ (内 )ナ デ後
ヘラミガキ  ペラケス

｀
リ 密

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

16>20
E
褒合口縁B

３

鯨 包合層
凝凹線文13条以上
J線文 9条 刺突文

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

1～ 2 mm程の

砂粒含む

外

内
淡黄褐色
淡責褐色

16321
彗

実合口縁B 包含層 102
擬凹線文 4条 小形
貝殻刺突文 沈線文

(外 )コ コナデ
(内 )ヨヨナテ

｀ ヘラケス
｀
リ

l mm程度の砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

生回土器 2B 跡
朝 包含層

丹塗り
黒斑 ?ス ス ?

(外 )ヘ ラミガキ ?

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

16401
壺

複合口縁B lC 包含層 265
擬凹線文■条
櫛描波状文

(外 )ヘラミがキ ハケ後ヘラミがキ

(内 )ヨサテ
｀
後本ラミカ

｀
キ ヘラケがリ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

164‐02
甕
複合口縁C lA 包含層

擬凹線文をナデ消す (外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

密 1～ 3 nu

の砂粒合む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

甕
複合口縁C 払 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

16404
甕
複合口縁C 包含層

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡赤褐色
(内 )淡赤褐色

16405
質
褒合口縁C lA 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

ヾ
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡赤褐色

露

復合口縁C 包合層

外

内

ヨコナテ
ヨヨナテ

｀
  ペラケス

｀
リ

2 nun大 の砂粒
含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

16407
霊

褒合口縁C lA 包合層 212
外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

ヾ
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

16408
壽
妄合口縁C 包合層 206

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨ コナデ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

璧
宴合口縁C 2D 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡赤褐t
(内 )褐色

16410
甕
複合口縁C 包合層

黒斑 ?

スス ?

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨサテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大 の

砂粒合む

外

内

色

色

褐

褐

黄

橙

16411
甕
複合口縁C 包合層

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

l mm以 下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

16■ 12
甕
複合口縁C

サブト

レンチ 包含層 育部に波状文 5条 ?

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

外

内
淡黄褐雀
淡黄褐窪

壼
複合口縁C 3 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサテ
｀ ヘラケス

｀
り?

2 mm以下の砂
粒合む

(外 )淡赤褐窪
(内 )淡赤褐窪

甕
複合口縁C lC 包合層 スス付着 ?

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

外

内
淡褐色
淡褐色

16聞2
甕
複合口縁C 包含層

貝殻刺突文
ヘラ描沈線文

外

内

ヨコナデ
ヨコすテ

｀
  ペラケス

｀
リ

密 1～ 2 mm

の砂粒含む
(外 )淡黄褐雀
(肉 )淡橙褐窪

甕
複合口縁C 2D 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

16;l14
甕
複合口縁C 包合層 櫛描波状文 6条

外

内
ナデ ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス'リ

l mm程の砂粒

含む
(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

寄
褒合口縁C 包含層 櫛描波状文 6～ 7条

(外 )ヨ ヨナデ
(内 )ヨサデ ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡褐色

16506
欝
妄合口縁C lA 包合層 櫛描波状文 9条

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

l mm大の砂粒
少し含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

165‐07
欝
褒合口縁C 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大の

砂粒合む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄掲色

16508
蓬
褒合口縁C 包含層 212

平行沈線文
波状文19条

(外 )ヨヨナデ ヨコ、夕″ゥ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡責褐色

甕
妄合口縁C lA 包含層 スス付着 ?

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨ コナデ
l mm程の砂粒

合む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色



硼
配

器 種 区 遺構 層位 口径 器 高 貫大経 底径 形態 。文様 の特徴 調 整 胎  土 色  調

宣口重 3

奥

側

谷

西 不明 178 櫛描沈線文 6条
(外 )ヨ コナデ(内 )ヨサデ
ヘラミガキ  ヘラケス

ト
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡黄褐色

16「D ll
重
複合口納 2D 包含層 (136) 丹塗 り

外

内

ヨコナデ
ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒若干含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

銀形土器 2C 包合層

突帯と把手が結合 した

もの

外

内
ナデ
ヘラケズリ

2～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡黄褐色

16;13
赤生土器
[手状の破片 包合層

外

内
ナデ
ナデ

l mm以 下の砂
粒少し含む

(表 )淡橙褐色

(断 )淡橙褐色

Π部
電様あり 包含層 ヘラによる文様

外

内 ヘラケズリ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡赤褐色
(内 )淡橙褐色

同部
丈様あり 包合層 ヘラによる文様

(外 )ナデ

(内 )ナ デ ヘラケズリ
l mm以下の砂
粒多く合む

(表 )暗褐色

(断 )橙褐色

16603
同部
丈様あり ヘラ圧痕文

(外)ハ ケ ヨコハケ

(内 )ヘ ラケズリ
l mm以下の砂
粒多く合む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

166‐ l14
同部
鷲様あり lC 包合層 ヘラによる文様

(外 )ナ デ

(内 )ナデ ヘラケズリ
1～ 2 mmの砂

粒合む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

166‐05
旧部
文様あり 包合層 ヘラ描沈線文 1条

(外 )ナデ

(内 )ナデ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

16606
l同部
文様あり 3 西斜面 包含層 櫛描刺突文

外

内

ヨコハケ
ヘラケズ リ

l mn以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

lΠ部
文様あり 包含層 櫛描刺突文

外

内

ハケ タテクヽケ
ヘラケズ リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡責褐色

(内 )淡責褐窪

l同部
文様あり A 包合層 櫛描刺突文

外

内
ナデ
ヘラケズ リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡橙褐窪

(内 )淡黄褐窪

166‐ 09
lΠ部
文様あり 包合層 節描刺突文

(外)ナ デ タテハケ

(内 )ヘカス
｀
り後ナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡灰褐窪

(内 )淡灰雑

胴部
文様あり lA 包合層 貝殻刺突文

(外 )ナデ

(内 )ヘ ラケズ リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐雀

(内 )淡橙褐窪

胴部
文様あり 包合層 貝殻刺突文

(外 )ナ デ ヘラミガキ
(内 )ヘ ラケズリ

l mm以 下の砂
粒多く含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

胴部
文様あり 2D 包合層 棒状工具による刺突文

外

内

ナデ
ヘラミガキ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐t
(内 )暗褐色

166‐ 13
胴部
文様あり lD 包含層 木口による羽状文

外

内

ナデ
ヘラケズ リ

l mm以下の砂
粒合む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

16$14
同部
竜様あり 包合層 木口による羽状文

外

内

ナデ
ヘラケズ リ

l mn以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡暗褐色

166‐ 15
同部

丈様あり 包合層 ヘラ描 ?羽状文
(外 )ナ デ (内 )ナ テ
ヘラケス

｀
り後ナデ

l mm以下の砂
粒少し合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

166‐ 16
憫部

文様あり 包合層 貝殻刺突文
(外 )

(内 )ヘ ラケズリ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡褐色

166‐ 17
,同部

丈様あり 包合層 貝殻羽状文
(外 )ナ デ (内 )す デ 指頭
圧痕 ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂

粒含む
(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

l同部
文様あり 2D 包含層 貝殻羽状文

(外 )ナ デ ココハケ

(内 )ヘ ラケズリ 密

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

166‐ 19
胴部

文様あり 3 西斜面 包含層 貝殻羽状文

外

内
ナデ
ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

16520
胴部
文様あり 2D 包合層 貝殻羽状文

外

内
ナデ
ヘラケズリ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐窪

(内 )暗褐色

166‐ 21
胴部
文様あり 包含層

ヘラ描刺突文 沈線文・

重弧文婦可状文

外

内
ナデ
ヘラケズリ後ナテ

1～ 2 Шmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡褐色

166‐22
胴部
文様あり 2D 包含層

ヘラ描刺突文 ヘラ描

平行沈線文 丹塗り

外

内 ヘラケズ リ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

16623
同部
廷様あり lA ベルト包合層

貝殻刺突文
ヘラ描平行沈線文

外

内 ヘラケズ リ

l mm以 下の砂
粒含む

(外 )暗褐色

(内 )淡褐色

Π部
廷様あり lD 包合層

ヘラ描平行沈線文 貝
殻鋸歯文 貝殻刺突文

外

内

ハケ ナデ
ヘラケズリ

l mm以 下の砂
粒含む

外

内
淡橙褐連
淡黄褐色

16325
同部
丈様あり 包合層

貝殻刺突文
平行沈線文

(外 )

(内 )ヘラミがキ ヘカス
｀
りP

l mm以 下の砂
粒多く含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

16526
同部
廷様あり 3 西斜面 包合層 櫛描平行沈線文

(外)ナデ

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 2 mmの砂

粒含む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

同部
丈様あり 包合層

櫛描波状文 櫛描平行
沈線文 櫛描波状文

(外 )ナ デ タテハケ

(内 )ナ デ ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒含む

外

内
橙褐色
橙褐色

同部
丈様あり

lD

包含層

ヘラ描沈線文
櫛描波状文

(外 )

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )淡責褐色

(内 )淡黄褐色

16629
阿部
文様あり 包含層

櫛描波状文
平行沈線文

(外 )

(内 )ヘ ラケズリ
2 mm以下の砂
粒少し含む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

166‐ 30
HΠ部
文様あり lC 包合層

櫛描平行沈線文
櫛描波状文 黒斑

(外 )

(内 )ヘ ラケズリ
3 mm以下の砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

-270-



嗣
配

器 種 区 遺構 層位 口径 器高 衰大径 底径 形態・文様 の特徴 調 整 胎  土 色  調

161■1
壺・甕
(底部) 包合層

(外)ハ ケ ナデ
(内 )指頭圧痕 ナデ

2～ 4 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )褐色

壺・甕
(底部) 包含層 黒斑 挙滅により不明

1～ 24mの砂
泣含む

(外 )暗黄褐色
(内 )暗黄褐色

壷・甕
(底部) lC 包含層

(外 )ヘ ラミガキ ナデ
(内 )ヘ ラケズリ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

16144
議・甕
(底部) lD 包含層 スス付着

(外 )ヨコナデ ヘラミガキ
(内 )ナ デ ヘラケズリ

1～ 2 1unの 砂
粒含む

(外 )褐色
(内 )淡黄褐色

16子05
董・甕
(底部) lD 包含層 5 黒斑

(外 )ヘ ラミガキ ナデ

(内 )ヘ ラケズ リ

1～ 2m4の砂
粒含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

16子06
壷・甕
(底部)

ト

チ

プ

ン

サ

レ 包含層
(外 )ナ デ

(内 )ヘ ラケズ リ ?

2～ 3画の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

16i07
壼・甕
1底部) 2D 包含層

(外 )ヘ ラミガキ ナデ
(内 )ヘ ラケズリ

1～ 2 4unの 砂
粒合む

(外 )褐色
(内 )褐色

壼甕
1底部) 包合層 スス付着

(外 )ヘ ラミガキ ナデ(内 )ヘラケガリ
ケガリ後すチ

｀
 指頭圧痕

1～ 2 Hunの砂
泣含む

外

内
褐色
褐色

蓋密
(底部) lD 包合層

外

内

ナデ
ヘラケズリ ?

l mm以下の砂
粒合む

(外 )暗褐色
(内 )淡責褐亡

16子 10
豆・甕
(底部) ユ 包合層 3

(外)ナ デ

(内 )ヘ ラケズリ
1～ 2 nlIの 砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )黄褐色

豆・甕
(底部) lD

サブト
レンチ 包含層

(外 )ヘ ラミガキ ナデ
(内 )ヘ ラケズリ

l mm以 下の砂
粒含む

(外 )暗灰褐雀
(内 )淡褐色

装形器台A lA 包含層 疑凹線文
(外 )ナ デ

(内 )ヘ ラミガキ
l lul大の砂粒

含む
(外 )淡黄褐雀
(内 )淡褐色

16&02
幾形器台A 包含層 252 疑凹線文

(外 )ナ デ
(内 )ヘラミガキ ナデ ?

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )黄褐色
(内 )橙褐色

致形器台B 包含層 凝凹線文
(外 )ナ デ ? ヨコナデ
(内 )ヘ ラミガキ ヨコナテ

2 nm大 の砂粒
合む

(外 )淡黄褐窪
(内 )淡褐色

装形器台B 包合層
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヘ ラケズ リ

2 mm以下の秒
粒含む

(外 )淡黄褐窪
(内 )淡責褐窪

16305
安形器台B 包含層

(外 )ナ デ

(内 )ナ デ ヘラケズリ
l mm大の砂粒

含む
(外 )茶褐色
(内 )茶褐色

安形器台B ■ 包含層 126 端部平坦
(外 )ナ デ (内 )ナテ
ヘラケス

｀
り冷盗Aラ ミカ

｀
キ

l rdn以 下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

茂形器台B
1ト レ

ンチ 包合層 端部平坦
(外 )ナ デ

(内 )ヘラミがキ後ナデ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )淡褐色
(内 )暗褐色

16808
喪形器台B 2A 包含層 端部面あり

(外 )ヨ ヨナデ
(内 )ヨコナテ

｀ ヘラケス
｀
リ

l mm前後の砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

甍
曳合口縁C 然 包合層

口縁端部外折
スス付着

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ 密

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

169‐02
彗
妄合口縁D 3

奥

面

谷

斜 表土 225 黒 斑

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコチデ ペラケス
｀
リ

l nun以下の砂
粒多く含む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

毒
妄合口縁D 2A 包合層 177

口縁端部面あり

黒斑
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ ナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

篭
夷合口縁D 2A 包合層

口縁端部面あり

黒斑
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
1～ 2 mmの砂
粒少し含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

甕
複合口縁D lD 包合層

口縁端部面あり

黒斑
(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨ コナデ
i nun以下の砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙掲色

169‐ 06
壺
複合日縁D 2A ベルト包合層 回縁端部面あり

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

1～ 2 nmの砂
粒少し含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

16907
董
複合口縁D lC

サブト
レンチ 包合層 口縁端部面あり

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ ヨナテ
ナテ
｀
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒少し合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

169‐08
甕
複合口縁E 包合層 口縁端部面あり

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  Aラケス

｀
り?

l mm大の砂粒
含む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

16併09
縁日合

〓護
襲 2D 包含層 口縁端部面あり

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ コナデ

l mm以下の砂
粒少し合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

16}10
縁口合

一工
褒 包合層

口縁端部面あり
黒斑

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡褐色

169‐ 11
霊
哀合口縁E 包合層 口縁端部面あり

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ ヨナデ
1～ 2 Шmの砂

粒合む
(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

16}12
雷
褒合口縁E lD 包含層

口縁端部内面窪む
黒斑

(外 )ヨコナテ
｀ ハケ

(内 )ヨヨナテ
｀ ナテ

｀ ヘラケス
｀
リ

l dun以下の砂
粒含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

16伊13
甕
複合口縁E 包含層

口縁端部に面あり
黒斑

(外 )ナ デ

(内 )ナ デ ヘラケズリ
l mun以下の砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

169‐14
甕
複合口縁E 包含層

口縁端部外に拡張
黒斑

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨ ヨナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )暗褐色
(内 )淡黒褐窪

16>15
霊

複合口縁E lD 包合層 口縁端部に面あり
(外 )ナ デ ハケ(内 )ナテ
指頭圧痕 ヘラケス

｀
リ

l mm以 下の砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色



翻
配

器  種 区 遺構 層位 口径 器高 衰大径 底 径 形態・文様 の特徴 調    整 胎  土 色  調

16916
甕 疑似移
合回縁B

サブ ト

レン子 包合層 口縁端部面あり

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大の

砂粒含む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

16}17
甕 疑似警
各国縁B 2A 包合層 日縁端部面あり

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm大の砂粒
少し合む

(外 )淡黄褐t
(内 )淡黄褐窪

欝 疑似複
多口縁A

サブト

レンチ 包含層

口縁端部外折
黒斑 ?

(外 )ヨ コナデ ナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

1711112
雷 筵似複
合口縁A 包含層 152

口縁端部外折して面あ

り

外

内

ヨヨナデ
ヨコ十テ

゛
  ヘラケス

｀
η

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡黄褐色

17じ03
甕 疑似袴
合口縁A 2D 包含層 口縁端部外折

外

内

ナデ
ナデ ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

171/114
甕 疑似務
合口褐■ lD 包合層 口縁端部外折

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm程の砂粒
含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

17$05
甕 疑似移
合口縁A 3A 排土 口縁端部外折

外

内

ヨコナテ
｀
  タテヨコ

'ヽ

ケ
ヨコナテ

｀
  すテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

17306
驚 疑似捗
各国褐4 lD 包含層

口縁内湾 して立ち上が

り若千外折

外

内

ハケ
ヘラケス

ヾ
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17307
鷺 疑似捗
各国縁C lD 包含層

(外 )ヨサデ ハケ
(フも)ヨヨナテ

ヾ
  ヘラケス

｀
リ

l mm以 下の砂
粒少し含む

(外 )淡責褐色

(内 )淡黄褐色

17∈08
窒 疑似複
多口縁C 包含層 口縁端部内面ナデる

(外 )ナ デ ハケ ?

(内 )ナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17$09
欝 疑似移
口ヽ縁C lD 包含尾 口縁端部者干外折

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

17$10
甕 疑似務
合口縁C lD 包合層 口縁端部面あり

(外 )ナ デ

(内 )ナデ ヘラケズリ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡責褐色

(内 )淡黄褐色

密 疑似務
合口縁C lD 包含層 口縁端部肥厚気味

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 5 mmの砂
粒含む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

17◆12
甕 疑似務
合口縁C 包合層

口縁端部内面強くナデ

る

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ペラケス

｀
リ

l jlun大の砂粒
含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

甕 疑似を
合口縁C 排土 ヨ縁端部内湾

外

内

ナデ
ナデ ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒多く合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17∈ 14
甕 疑似務
合日縁C lD 包合層 口縁端部者干外折

(外)ナ デ
(内 )ナ デ ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒多く合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

寮 疑似を
合口縁C lD 包合層 182 口縁端部面あり

(外 )ヨヨナデ

(内 )ヨヨナデ

ケ

材

1～ 2 nuIの 砂
粒少し含む

(外 )橙褐色
(内 )暗褐色

170‐ 16
椿

翻
癖口

塞
郷
へ
口 lD 包含層 228 口縁端部シャープ

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナテ
ヾ ヘラケス

｀
り?

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

驚 単純口

泉(内濃ぬ)

サブト
レンチ 包合層 口縁うすくて端部内折

(外 )ヨサテ
｀ 夕刃ヽケ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l mm程の砂粒
多く含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

欝 単純口

尿(内湾A) lD 包合層 14

口縁端部内面肥厚
黒斑

(外 )ナデ ヨヨナデ カキ目

(内 )ヨコチテ
ヾ ヘラケス

｀
リ

l mm大の砂粒
含む

(外 )淡橙褐色
(内 )黄褐色

口

リヽ珈
躙

欝

尿 不明 包含層 口縁端部内面肥厚
(外 )ヨヨナテ' ヨコヽケ

(内 )ヨコハケ ヘラケス
｀
リ

l mm程の砂粒

含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

鞠
躙

甕

縁 lD 包合層 口縁端部内面突出する
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
2～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

171115
甕 単純E

家(内湾B) lD 包含層 15 口縁端部内面肥厚

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )日音褐色
(内 )暗褐色

密 単純E

尿(内湾B) 2D 包含層 176 口縁端部内面肥厚

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
り?

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

171117
重 単純E
ゑ(内湾n lD 包合層 151 口縁端部内面内折

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

彗 単純E
尿(内湾B) lD 包合層 188

口縁端部拡張 して沈線
メ、る

(外 )夕″ウ後ヨコチデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

粒砂の
む

程

合
ｍｍ

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

葺 単純E
ゑ(内湾B) 包含層 口縁端部面あり

(外 )ヨサデ ヨコハケ(内 )ヨコすテ
ヘラケス・り 指頭圧皮

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )黄褐色

(内 )黄褐色

聾 単純口

尿(内湾B) 包含層 口縁端部面あり

(外 )夕71ウ後ヨヨナデ

(内 )ヨコハケ後すデ ヨサテ
l mm弱の砂粒

含む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

驚 単純E
尿(内湾B) lD 包合層 口縁端部に沈線文

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨコハケ ヘラケス
｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

欝 単純E
尿(内湾B) 包合層 口縁端部に沈線状

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス・リ
l mm程の砂粒

含む
(外 )淡褐色
(内 )橙褐色

珈
曲

密

尿 3A 包合層

口縁端部肥厚して面あ

り
(外 )ヨヨナデ ハケ

(内 )ヨサデ ペラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

172111
驚 単純E

尿(内湾C) 3B 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )日音橙褐色

(内 )暗黄褐色

17み02
蜜 単純E

家(内湾C) 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコすテ

｀
  Aラケス 1`)

l mm程の砂粒
含む

(外 )淡黄褐窪

(内 )淡黄褐窪

甕 単純E

縁(内湾C) 包合層 17

(外)不明
(内 )ヨサデ ヘラケス

｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡黄褐窪

(内 )淡黄褐色

-272-
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17歩04
雷 単純回

尿(内湾C) 2D 包合層 口縁端部うすくなる
(外 )夕 71ウ 後ヨコナデ

(内 )ヨサテ
｀ ヘラケス

｀
リ

2 nm程の砂粒
合む

(外 )橙掲色
(内 )橙褐色

172115
甕 単純E
尿(内湾D) 包合層 口縁端部 うす くなる

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨヨナテ
指頭圧痕 ヘラケス

｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

警 単純E
尿(内湾C) lD 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ペラケがリ
1～ 2 mnIの 砂
粒多く含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

密 単純E
赤(内湾C) lD 包合層

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ハケ ヨヨナデ ヘラケス'リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

17歩08
雪 単純E
家(内湾D) lC 包合層 口縁端部内面若干肥厚

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ ヨナテ
｀

ハケ 指頭圧痕 ヘラケス
｀
リ

2 mm程 の砂粒
含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

17み09
董 単純E
尿(内湾D) 包合層

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ ヨナテ
llケ冷資ナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mlnの砂
粒合む

外

内
橙茶褐色
橙茶褐色

鷺 単純日縁
1内湾BPCP) 包合層 182

口縁端部内面若干肥拝
黒斑

(外 )タ テハケ後ヨヨナテ
｀
(内 )

ヨコハケ後ヨコナデ ヘカス
｀
リ

1～ 4 mm程度
の砂粒含む

外

内

色

色

褐

褐

赤

赤

驚 単純口

尿(内湾D) 包合層 複合口縁状
(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ コナデ
指頭圧痕 ヘラケス

｀
リ

1～ 2 1nldの砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

毒 単純E
尿(内湾D) 包含層 177 頸 部 強 くナ デ る

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
1～ 2硼の砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17み 13
驚 単純E
尿(内湾C) lD

サブト
レンチ 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
ト
リ

l mm以 下の砂
泣多く含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

172‐14
鷺 単純E
姦(内湾D) lD 包含層

(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ コすテ
指頭圧痕 ヘラケス

｀
リ

2 mm程の砂粒
多く合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

密 単純E
尿(内湾D) 泡含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
i nn以 下の砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

密 単純E
尿(内湾D) 包合層

(外 )ヨ コナデ(内 )ヨ ヨナテ
指頭圧痕 ヘラケス

｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

173‐01
甕 単純E

縁(外反C) 3A 包合層 スス付着

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス'リ

1～ 2 mm大の

砂粒含む
(外 )茶褐色
(内 )黄褐色

173‐02
甕 単純E

縁(外反C) 包合層

外

内

ヨヨナデ ハケ
ヨコチテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

l mШ弱の砂粒
含む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

173‐03
甕 単純E

縁(外反C) lC 包合層 208

外

内

ヨヨナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大の

砂粒含む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

173‐ l14
密 単純E

尿(外反C) lC 包合層
(外 )ヨ コナデ ?

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l lun程 の秒粒
含む

(外 )淡橙褐色
(内 )黄褐色

173115
麗 単純E
尿(外反) 包含層

(外 )ヨ コナデ ?

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

l mm大の砂泣

含む
(外 )暗茶褐色
(内 )暗茶褐色

欝 単純E
尿(外反C) 黙 包含層 口縁端部うすくなる

(外 )ヨコナデ タテハケ
(内 )ヨコナデ ヘラケス

｀
リ

l mm程の砂粒

含む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

173‐07
欝 単純口

尿(外反C) 払 包合層 口縁端部うすくなる
(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨコナテ

｀ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )暗橙褐色
(内 )暗橙褐色

17}08
欝(胴部) 包含層

(外 )ヨヨナテ
｀ かケ ハケ後ナテ

(内 )ヨヨナテ' ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂

粒合む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

17割99
驚 単純口

尿(外反) lD 包合層
(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨコナデ ヘラケズリ
1～ 2 ndlの 砂

粒合む
(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

窪 単純口

尿(外反C) lD 包含層 口縁端部外にひらく
(外 )ヨコすデ タ″ヽケ(内 )ヨコナデ
ヘカス

｀
り 指頭圧痕

2～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )淡黄褐雀
(内 )淡黄褐窪

甕 単純口

縁(外反C) 包合層 口縁端部外にひらく
(外 )ヨヨナデ ハケ ヘカス

｀
リ

(内 )ヨコナテ
｀ ナテ・ ヘラケス

｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

甕 単純E
縁(外反C) lA SKl12 覆土内 口縁端部内湾気味

外

内

ヨコナデ ハケ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 4 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐窪

17>13
甕 単純E

縁(外反C) 包合層
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

l mm程の砂粒
者干含む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐窪

密 単純E

尿(外反C) 払 包合層
(外 )ヨ コナデ ハケ
(内 )ヨコナテ

｀ ヘラケス
｀
リ

l mm弱の砂粒
若千含む

(外 )淡黄褐雀
(内 )淡黄褐色

甕 単純E

縁(外反C)

サブト

レンチ 包合層 ヨ縁端部外折
(外 )ヨコナテ

｀ タテヨコハケ

(内 )ヨヨナテ
ヾ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐窪

17402
密 単純E

家(外反C) 1 包含層 187
(外 )摩減により不明
(内 )ヘ ラケズリ ?

1～ 3山の砂
粒合む

(外 )掲色
(内 )褐色

17403
甕 単純E

縁(外反C) 包含層
(外 )ヨ コナデ ハケ
(内 )ヨコナデ ペラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

慶 単純E

尿(外反) 2D 包含層 178

外

内

タテハケ
ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒多く合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17405
麗 単純E

尿(外反C) 黙 包含層 口縁端部外折

外

内

ヨヨナテ
｀
  タテハケ

ヨコナテ
｀
  ヘラケス

｀
リ  ハケ

l mm程の砂粒
含む

(外 )淡橙褐色
(内 )褐色

17■06
雷 単純E
尿(外反C) 包合層

外

内

ハケ?

ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

驚 単純E
尿(外反C) 払 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

ヾ
リ  ナテ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 ),`褐 色
(内 )褐色

-273-
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17408
鷺 単純口

尿(外反C) 包合層

(外 )タ テハケ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

窒 単純E
尿(外反) 包合擢

(外 )強いナデ

(内 )強いナデ ヘラケス
｀
リ

l mmの 砂粒多
く合む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17410
驚 単純E
尿(外反) 3 包合層

外

内
ナデ ハケ
ナデ ヘラケズリ

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )淡責掲色
(内 )橙褐色

欝 単純E
家(外反)

鮒
朝 包合層 236 スス付着

外

内

ヨコナデ ハケ
ヨヨナデ

2 mm大 の砂粒
多く含む

(外 )暗茶褐色

(内 )淡橙褐窪

174‐ 12
甕 単純E

縁(外反B) lD 包合層 226

口縁端部大きく外折す
る

(外 )ヨ コナデ

(内 )摩滅により不明

1～ 2 mm大 の

砂粒合む
(外 )橙褐色
(内 )淡橙褐色

17413
甕 単純E

縁(外反A)

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサテ
｀ ヘラケス

｀
リ

2～ 3 mm大 の

砂粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17子 14
甕 単純E

縁(外反A) 包含層

(外 )ヨ ヨナデ
(内 )ヨコナテ

｀ ペラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )褐色
(内 )褐色

17415
甕 単純E

縁(外反C) 執 包合層 238
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐t
(内 )淡橙褐窪

17聞 1
甕 単純E
縁(外反) 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ペラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17;02
登 単純口

尿(外反) 包含層 頸部厚い

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1 4ul程の砂粒
含む

(外 )淡褐色
(内 )淡桃褐色

17503
欝 単純口

豪(外反C) lD 包合層

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨヨナデ ナテ
ヾ ペラケス

｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )暗橙褐色
(内 )褐色

17,04
驚 単純E
家(外反C) 2D 包含層 口縁端部内湾気味

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l mm程の砂粒

含む
(外 )暗橙褐色
(内 )暗橙褐色

175115
密 単純E

藪(外反) 3 包合層 162 口縁端部内湾気味
(外 )ヨ コナデ (内 )ヨ ヨナテ
ヘラケス

｀
リ エ具痕 ?

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )黄褐色
(内 )責褐色

17;06
甕 単純E

縁(外反C) 包合層

口縁端部内湾気味
黒斑

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘカス

｀
リ

1～ 2 mn大の

砂粒合む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

t75‐ 07
甕 単純E

縁(外反C) 3A 包合層 174 口縁端部内湾気味

外

内

ヨサテ
｀ ハケ後ヨサデ

ヨコナテ
｀
 ナデ? ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐窪

雷 単純E
夙(外反C) 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ハケ ヘカス
｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

甕 単純E
尿(外反C)

サブト

レツチ 伺合層 186 口縁端部に強く屈曲
(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨコすデ ヘラケス
｀
リ

2～ 3 mmの大
の砂粒含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

甕 単純E
家(外反) 3A 包合層 152

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂

粒含む

外

内
淡赤褐色
淡褐色

甕 単純E
尿(外反C) lD 包合擢

(外 )ハ ケ ヨコナデ

(内 )ヘ ラケズリ ?

1～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )赤褐色
(内 )赤褐色

驚 単純E
尿(外反) 包含層 口縁端部内湾気味

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17602
密 単純E
尿(外反D) lD 包含層 242

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコすデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

17603
慶 単純E
家(外反D) 3B 包含層

外

内

ヨコナデ ?

ヨヨナテ
｀
 ?  ペラケス

｀
リ

l mm大の砂粒
含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

176‐ 04
密 単純E

家(外反D) 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘカス
｀
リ

l mm以下の砂
粒多く含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

甕 単純E

尿(外反D) 包含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコすテ
｀ ヘカス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡橙褐窪

176‐06
甕 単純E

縁(外反D) 包含層 日縁端部シャープ
(外 )ヨサテ

(内 )ヨヨナテ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色

(内 )責褐色

176‐07
甕 単純E

縁(外反D) 払 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

17608
甕 単純E
隊(外反D) lC

サブト

レンチ 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

外

内
淡橙褐t
淡橙褐窪

欝 単純口

尿(外反D) 包合層

外

内

タテハケ後ヨサテ
ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )暗黄褐色

(内 )橙褐色

176‐ 10
驚 単純口

家(外反D) 3A 包含層

(外 )ヨサデ タテかケ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡褐色

欝 単純口

尿(外反D) lD 包合層 口縁端部内湾気味

外

カ

ヨサデ (内 )ヨコナテ
｀
り ヘラケス

｀
り後ナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )黄褐色

(内 )責褐色

麗 単純E
家(外反D) 包合層 口縁端部内湾気味

(外 )ヨサテ
｀ ハケ ?

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

17313
密 単純E

尿(外反D) 包合層 口縁端部内湾気味
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコすデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mm大 の

砂粒含む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

密 単純E

尿(外反D) 2C 包合層

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l mm大の砂粒
少し合む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡責褐色

密 単純ロ

豚(外反D) 2B 包合層 口縁端部外面肥厚
(タト)ヨコチテ

｀
  タテかケ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒若干含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色
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配

器  種 区 遺構 層位 口径 器 高 最大俗 底径 形態・文様 の特徴 調    整 胎  土 色  調

窒 単純E
尿(外反D) 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス'リ

l mm以下の砂
粒少し含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

甕 単純E

縁(外反E) 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  Aラケス

｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

171為2
甕 単純E

尿(外反E) 2A 包含層

口縁端部外折
スス付着

外

デ

ヨコナテ
｀ タテハケ ハケ後

内)ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

17子03
甕 単純E

縁(外反E) 然 包合層

(外 )ヨヨナテ
｀ 夕″ウ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒多く含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

177114
甕 単純E

際(外反E) 2A 包含層 口縁端部若千外折

外

内

タテハケ後ヨコナテ
ヘラケス

｀
リ  ナテ

l mm前 後の砂
粒含む

(外 )暗褐色

(内 )暗褐色

17子 05
甕 単純[

縁(外反E) 鯛
朝 包合層 262

外

内

”

”

タテハケ後ヨヨナテ
ヘラケス'リ

2 tun前 後の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

甕 単純E
隊(外反E) 包含層 252

外

内
摩滅により

調整不明

1～ 2 mm大の

砂粒含む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

177ヨ 97
驚 単純口

尿(外反E) 2A 包含層 口縁端部うすくなる
(外)摩減により不明

(内 )ナデ ヨヨナデ ヘラケス
｀
りP

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

畜 単純口

豪(外反E) 2D 包合層

(外 )ヨコすデ タカウ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )黄褐色

(内 )黄褐色

171為9
密 単純口

尿(外反E) h 包合層 口縁端部内面肥厚

外

内

タテハケ
ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡責褐色

(内 )淡黄褐色

1形甕 lD 包合層 複合口縁状

外

内

ヨコナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

l Hun以 下の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17802
1形甕 包含層 口縁部内湾

外

内

ヨコナデ
Iコナテ

｀
 ?  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 nmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17&03
中形甕 lD 包合層

外

内

タテハケ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

キ形甕 包含層

外

内

一ア

ぃア

ナ

ナ ペラケス
｀
リ

1～ 3 mm大の

砂粒含む
(外 )橙褐色
(内 )暗橙褐色

178‐05
,形甕 包合層

外

内

一デ

ア^

ナ

ナ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙茶褐色

(内 )橙茶褐色

Ⅲ形甕 2D 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

2 mH大の砂粒
含む

(外 )暗橙褐窪
(内 )茶褐色

17807
1形甕 lA 包合層

(外 )ナ デ

(内 )ナ デ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

1形甕 2D 包合嬉

(外 )ヨサデ タテヨコハケ

(内 )ヨコナテ
｀
指頭圧痕ヘラケス

｀
リ

l mm程の砂粒
含む

外

内
淡橙褐色
淡褐色

17809

“

形甕

tト レ

ンチ 包含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコすテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大の

砂粒合む

外

内
橙褐色
橙褐色

17&10
1形奏 lD 包含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサテ
｀
 Aラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡赤褐色
(内 )暗褐色

1形甕 lC

サブト

レンチ 包含層 口縁端部内面内湾気味
(外)ナ デ ヨコナテ

｀

(内 )ナデ ヨコすデ ヘカがリ
1～ 2 mm大の

砂粒含む
(外 )茶褐色
(内 )茶褐色

17312
1形甕 lD 包合層

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス・リ
1～ 3 mmの砂

粒合む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

17313
中形甕 lD 包合層

丹塗り
口縁直口する

(外 )ヨ ヨナデ (内 )ヨ コナテ
ヘラケス

｀
り ヘラケス

｀
り後ナデ

l mm大の砂粒
少し合む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

17814
中形甕 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコすテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 3 nmの砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17815
中形甕 払 包含層

(外 )ヨサデ タテハケ後ヨコナテ

(内 )ヨサテ
｀ ヘラケス

｀
リ

l mm程の砂粒
含む

(外 )暗橙褐窪

(内 )責褐色

17&16
中形甕 2D 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ヘラケがり?

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡橙褐窪

(内 )淡橙褐窪

17317
中形甕 包含層

外

内

ハケ後ヨコナデ

指頭圧痕ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )暗橙褐窪

(内 )暗責褐窪

17;18
1形甕 包合層 11

(外 )ヨコナデ (内 )ヨコナテ

指頭圧痕 ヘラケス
｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒若千含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17319
1形甕 2D 包合層

(外 )ヨ ヨナデ ハケ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

17820
1形甕 払 包含層

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡赤褐雀

(内 )淡赤褐窪

17821
1形甕 lA SЮ2 覆土内

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨコハケ

ハケ

指頭圧痕ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17322
1形甕 lC 包合層 132

(外 )ヨ コナデ ナデ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

2～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

17823
1形甕

4ト レ

ツチ

色

層

褐

２

黒

土 138 スス付着
(外 )ヨコナテ

｀
(内 )ヨコナテ

ヘラケス
｀
り 指頭圧痕 ?

1～ 2mこの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )褐色

17824
キ形甕 2D 包合層 127

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )赤褐色

(内 )橙褐色
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17825
1形甕 lD 包合層

口縁端部外折
(外・内)指頭圧痕

(外 )夕刃ウ ヨコナデ

(内 )ハケ ヨコすデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

17826
1形甕 包含層 口縁端部内湾気味

(外 )ヨ コナデ
(内 )ヨサデ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

ムロ壷 lD 包含層
内面に黒色の顔料を塗
布 ?

(外 )ヨコナテ
｀ 夕刃ウ後ヨコナテ

(内 )かケ ヨヨナテ
｀ ペラケス

｀
リ

l mm以下の砂

粒含む
(外 )淡責褐色
(内 )黒褐色

六口重 包含層
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
l mm以下の砂

粒含む
(表 )橙褐色
(断 )暗褐色

帯々付重 3 谷底 包合層 黒 斑

(外 )ヨ コナデ

(内 )指頭圧痕 7

1～ 3 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

179‐∝
走帯付重 lD

サブト
レツチ 包合層

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨコナデ ヘラケガリ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )淡黄掲色
(内 )淡黄褐色

17}05
包合層

(外 )ナ デ

(内 )ナ デ ヘラケズリ
2～ 5 mmの砂

粒含む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

18争01
よヽ形重Bl lD 包含層

口縁部長い

黒斑

(外 )ヨ コナデ ハケ

(内 )ヨ コナデ
l mm以下の砂

粒含む

外

内
暗褐色
H音褐色

180‐02
卜形重Bl 包含層

(外 )不明
(内 )ヘ ラケズリ 精製

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

180‐l13

卜形重Bl lD 包合層
(外)摩滅により不明
(内 )ヘ ラケズリ 精 製

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

小形壷Bl lD 包合層

外

内

ヨコナテ
｀
  タテヨコハケ

ヨヨナテ
｀
  ヘラケス

｀
リ 精 製

外

内
淡責褐色
淡黄褐色

」ヽ形重
(頸部) 包合層

外

内

ケ

抒 ヘラケス リ

1～ 3 mmの砂

粒含む

外

内
淡責褐色
淡黄褐色

小形壷Bl lD

サブト

レンチ 包含層 11

外

内

ヨコナデ ?

調整不明 精製

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

小形重B2 包合層

外

内

ヨヨナテ   タテハケ
ヨヨナデ

l mm以 下の砂

粒合む

外

内
褐色
褐色

小形重B3 包合層 8

外

内

ナデ
ナデ ?ヘラケズリ

1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )暗黄褐雀

18309
小形豆B3 lD 包合層 9

外

内

ヨコすデ タテハケ後ナテ
｀

ヨコすデ ヘラケズリ
l mm程の砂粒

合む

外

内
淡橙褐亡
淡橙褐亡

18◆ 10
小形童Cl 包合層

外

内

一ア

ア^

ナ

ナ
密

外

内

色

色

褐

褐

黄

黄

18い 11
小形豆C3 包含層

(外 )ナ デ

(内 )ナ デ 密

外

内
黄褐色
黄褐色

18← 12
小形重C2 lD 包含層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨコナデ ヘカス
｀
リ

2 mm以下の砂

粒合む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18∈ 13
い形重Dl 3A 包含層 丹塗 り

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )ヨヨナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )赤褐色

(内 )赤褐色

い形重Dl iC 包合層 10

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス'リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

小形重
EOP) 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコすテ

｀
  Aラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )褐色
(内 )橙褐色

い形壷D2 2D 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  Aラケス

｀
り?

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

180‐ 17
い形壷B4 lD 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ペラケス

｀
り? 精製

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

181118
い形壺D2 lD 包合層

口縁端部内面に折り直
す

外

内

ヨコナデ
ヨコナテ

ヾ
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )褐色
(内 )橙褐色

18∈19
Jヽ形重C3 包合層 (1261

外

内

ヨヨナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 4 mm程度
の砂粒合む

(外 )淡黄褐窪
(内 )淡責褐窪

180‐20
」ヽ形重C3 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mnの砂
粒少し含む

(外 )暗橙褐窪
(内 )暗茶褐窪

ミニチュア

土器 2C 包合層 6

外

内

一ア

ヽ

ナ
”

ハケ
ハケ  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

ミニチュア
土器 然 包合層

外

内
l mm以下の砂

粗含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18323
ミニチュア

土器 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

18024
自口壷 包合層 14

口縁部若千複合口縁状 外

内

タテヨヨハケ
ハケ  ヘラケス

｀
リ

密 l mm弱の砂
粒少し含む

(外 )H音橙褐色
(内 )暗橙褐色

180‐25
自日壷 包合層

(外 )ヨサテ
｀ ヨコ・タカウ

(内 )ヨコナテ
・ ペラケス

｀
リ

1～ 2 mm程の

砂粒含む
(外 )淡黄褐色
(内 )淡責褐色

主日重 包合嬉 9

(外 )タテハケ後ナデ

(内 )ヨ コハケ ナデ
l mm以下の砂
粒少し含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

181127
主口壷 lC 包含嬉

(外 )ヨ コナデ ハケ
(内 )ヨコナデ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

|
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18◆28 脇
蜘 包合層 黒 斑

(外 )調整不明
(内 )ヘ ラケズリ? 密

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

密 単純E
縁(外反D) lD 包含層

(外 )ヨヨナデ タテハケ

(内 )ヨコすデ ヘラケス
｀
り?

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡掲色

(内 )淡褐色

181112
時異な

密鉢 lD 包含層 128 沈線文 ?

(外 )ナ デ  (内 )ナ テ
ヘラケス

｀
り 指頭圧痕 ?

l mm以下の砂
粒含む

(表 )暗灰褐色
(断 )淡灰褐色

18103
貯異な

甕鉢 lD 包合層 黒斑

外

内
ナデ
ナデ ヘラケス

｀
り?

1～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

時異な

密・鉢 ID? 包含層 黒Ikl

外

内
ナデ
ナデ ヘラケズリ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )赤褐色

時異な

密鉢 2D 包含層

外

内
ナデ
ナデ ヘラケス

｀
り後ナテ

｀
?

l nun以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

時異な
密鉢 2D 包含層

(外 )ナ デ

(内 )ナデ ヘラケズリ
l mm以下の砂

粒含む
(表 )暗灰褐色

(断 )淡褐色

181117
特異な
甕 鉢 2D 包合層

外

内
ナデ
ヘラケズリ ナテ'?

1～ 2 Elnの砂
粒含む

(外 )黒褐色
(内 )暗褐色

特異な
JTN,鉢

4ト レ

ンチ 包合層

外

内

ココナデ ナデ
ナデ

l mm以下の砂
粒少し含む

(外 )淡橙褐窪

(内 )淡橙褐窪

特異な
郭・鉢 lD 包合層

外

内 'テ

｀
指頭圧痕?ヘラケガリ?

'テ

｀
 ヘラケス1`)

l mm以 下の砂
粒合む

(表 )淡橙褐窪
(断 )暗灰褐窪

手握ね上器 2A 包含層

外

内
ナデ ?

ナデ ?

頭
痕

指
圧

1～ 3 mmの砂
粒多く合む

(外 )責灰褐窪
(内 )黄灰褐色

子捏ね土器 包含層 2

外

内

頭

痕

指

圧
ブ^
拳ア

ナ

ナ

1～ 2 mm程の

砂粒含む
(外 )淡黄褐窪

(内 )淡黄褐窪

子捏ね土器 lD 包含層

外

内

デ

い
ア

ナ

ナ

指頭
圧痕 ?

1～ 2 mmの砂
粒少し含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

子捏ね土器 包含層 2

外

内
ナデ
ナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

直輪片 包合層 黒斑

外

内
摩減により

調整不明

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内
淡黄褐窪
淡責褐窪

調顔形埴瑶 11ト レ

ツチ 表土 突帯付

外

内
摩減により

調整不明

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内
淡黄褐雀
淡責褐窪

18201
高不
(lTNttB) 包合層

外

内
摩滅により

調整不明

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

桃

桃

18み02
雪邪 (不剖
〕?C?) 包合層 222

外

内
摩減により

調整不明

1～ 2 nmの砂
粒者干合む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

高邪

(郭部B) 2D 包合層
(外 )ヨ コナデ ?

(内 )ヨコすテ
｀
後ヘラミカ

｀
キ

l IIm前後の砂
粒合む

外

内
淡褐色
淡褐色

182‐04
高邪

(邪部B) lD 包合層

外

内

ヨコすテ ?ナテ
ヨコナデ

？

”

l mm以下の砂
粒含む

外

内
淡責褐色
淡黄褐色

182115
高JTN

(郭部C) 包含層

不部の段はやや異形
黒斑

外

内
ナデ ハケ

ナデ ハケ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18み06
高不

(触
「部′?) lD 包含層 円形 2方通 し

外

内

ヨヨナデ ハケ
ヘラミガキ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18み07
高郷 (14N剖

B―γ) 3谷 包含層

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

高不
(邪部C) lD 包合層 176

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

喜邪
(邦部B) 包合層 黒斑  ス ス ?

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡黒褐色
(内 )淡黒褐色

雪不
1郭 部C) 2D 包含層

外

内

ヨヨナデ
ヨコナテ

｀ ヘラミガキ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )日言黄褐色
(内 )暗責褐色

18み 11
葺不 (不割

〕一γ) lD 包含層 丹塗 り

外

内

ヨコ・タテハケ ハケ後ヨヨナデ
ヨ到ヽケ ハケ後ヨコナデ ? 精製

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

18み 12
言ITN(lTN罰

う一γ) lD 包含層 丹塗 り

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

1～ 2 mmの砂

泣含む

外

内

色

色

褐

褐

黄

黄

18213
欝邪

i不部C) lD 包合層 丹塗 り

外

内

ヨコナデ ナデ
ヨコナデ ナデ

1～ 2 mmの砂

粒含む

外

内
淡橙褐色
渋橙褐色

言邪 (不 部
,一 /) lD 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ ?

ヨコナデ ナデ ?

l mm以 下の砂
粒若干合む

外

内
淡黄褐雀
淡責掲窪

182‐ 15
尋杯

1郭部C) lD 包含層 132

(外 )ヨ コナデ ? すデ ?

(内 )ヨ ヨナデ ? ナテ
｀

?

1～ 2 mmの砂
粒者干含む

外

内
淡橙褐窪
淡橙褐窪

18301
訂不

i接合部α) 包合層

(外)ナデ ヨコナデ

(内 )ナデ
l mm以下の砂

粒含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

18>02
高不

(接合部α) 包含層 黒 斑

(外)摩減により不明

(内 )ヘ ラミガキ ?

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内
橙責褐色

橙黄褐色

高不

(接合部α) lD 包含層 黒 斑

(外 )ハ ケ

(内 )摩滅により不明

l mm以下の砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡
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183‐ 04
高郭
(接合部α) 包含層

外

内

ハケ
ナデ ?

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

高不(脚部
,

-1) 包合層 沈線文 1条

外

デ

タテハケ  ヘラミがキ?

(内 )ナデ
l mm以下の砂
粒者千含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

高不(脚部
,

-1) 包含層

外

内

ヨコナデ ハケ

ナデ 絞 り痕

1～ 3 ulnの 砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

183‐ 07
高不
(接合部β) 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ
ナデ

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内

窪

窪

褐

褐

橙

橙

淡

淡

高不
(接合部β) 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ

ナデ

l mm以下の砂
粒含む

外

内

雀

窪

褐

褐

黄

責

淡

淡

謝
脚 包合層

外

内
すテ

｀
  ヨコ・タテナテ

｀
  ハケ

ナデ ヘラケス'り ?

l mm以下の砂
粒含む

外

内

雀

窪

褐

褐

黄

黄

淡

淡

訴
脚 包合層

外

内

ヘラミカ
｀
キ  タテヨコナテ

ナデ ? ヘラケス
｀
リ

l mm前後の砂
粒合む

(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐窪

郭
脚 包合層

外

内

ハケ タテナテ
｀

ナデ ヘラケズリ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )淡黄褐窪

(内 )淡責褐窪

183-12 郭
脚 不明 包合層

外

内
摩減により不明
ナデ ヘラケズリ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐在

(内 )淡橙褐窪

188‐13 評
脚 包合層 黒斑 スス ?

外

内

ヘラミガキ
ヘラケス

｀
リ ナテ

｀
P

l mm以 下の砂
粒若千含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

183‐14
雪不
1接合部β) 包合層 ス ス

外

内

ハケ け後ナデ
ヘラミガキ ナデ

l mm以下の砂
粒少し含む

(外 )暗橙褐色

(内 )暗橙褐色

183‐15
尋不

1接合部β) 包含層 黒斑

外

内

ハケ

ナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

18伊 16
葺不

1脚部β) 3 包合層
充填粘土厚い

丹塗り

外

内
ナデ
ナデ ?

l mm前後の砂
粒若干合む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡黄褐色

18}17 不

″

接冶

包合層 丹塗り

外

内

ハケ  ヘラミカ
｀
キ?  ヨヨナテ

｀

すア
｀
後ヘラ勘

｀
キヘラケガリヨコナテ

｀
l mm以 下の砂
粒若干含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

18>18 郭

″

接 姶

駄 包含層

外

内

ナテ
｀
ヨコナテ

｀
ハケヘラミがキ

ヘラミカ
｀
キ  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒少し合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18}19
葺杯

1脚部/?) 包合層

外

内

ハケ

絞 り痕 ?

1～ 2 4unの 砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18320
雪必 (接 台
おγ-4) 包合層

外

内
ナデ ヨサテ

｀

ヘラミがキ 静止ナデP ほぼ精製
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18321
雪郷 (接浴
部γ-4) 払 包含層

外

内

ヨコナテ
｀
  タテハケ

ヘラミカ
｀
キ?  ナテ

｀
1～ 2 mmの砂
粒多く合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

183●2
尋不(脚部ク
ー2) 包含層 氏脇「

外

内

ヨコナデ ハケ
ナデ ?

1～ 2 nIの砂
粒含む

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

18323
釘邪 (接 拾
おγ-2) 包合層 氏勝,

外

内

ヨコナデ
ナデ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )暗黄褐色
(内 )暗責褐色

183●4
葦郭 (接 浴
おγ-2) 包合層 蛋触,

外

内

拳ア

ムア

ナ

ナ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

18325
葺郭(脚部,

…2) 包含層 (96) 丹塗 り

外

内

デ

ク

すテ
ヾ
  ナヽケ

ヘラケス
｀
り?

l mm以下の砂
粒若干含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

18326
ヨ郷(脚部,

-2) 包合層

外

内

ヨコナテ  ナテ
}ア

｀
ヨコすテ

｀
絞り痕?ヘラケス

｀
リ

l mm程度の砂
粒含む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

18327
言不 (接 合
部γ-2) ,,土

外

内

デ^

デ

ナ

ナ

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄帽色

喜邪(脚部,

-3) 払 包含層 (168) 丹塗り
外 )ナ デ (内 )絞 り痕 ?

'ケ

ス'り ?  ヨヨナテ
｀

l mm以下の砂
粒若干含む

(外 )淡責褐色
(内 )淡黄褐色

高邪(脚部ク
ー3) 訟 包含層 丹塗り

外

内

ヨコナデ

絞り痕 ヨコナデ
精製 ?l mm以

下の砂粒含む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

喜郭(脚部,

-3) 包含層

外

内

ヘラミガキ ナデ
ナデ

｀ ヘラミカ
｀
キ? 精製

(外 )赤褐色
(内 )橙褐色

高不
(脚端部n lC 包含層 脚端部面あり

外

内
ナデ ヨコナデ
ヨコナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

18402
高郭

(脚部β) 包含層 脚端部面あり

外

内
すテ

｀
  ハケ  ヨコナテ

ヨヨナテ
｀
  ヘラケス

｀
リ

l mm前後の砂
粒含む

外

内
淡責褐色
淡黄褐色

184‐ 03
高不

(脚部β) 包含層

外

内

ヘラケス リ  ヨヨナテ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

l mm以下の砂
粒合む

(外 )淡灰褐色
(内 )淡灰褐色

18404
高邪

(脚端部A) 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

l mm程の砂粒
含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

高不
(脚端部A) 包合層

外

内

ヨコナデ ナデ
ヨコナデ ナデ

l mm程の砂粒
含む

外

内
淡黄褐色
淡褐色

高邪
(脚端部B) 包合層 丹塗り

外

内
ナデ
ヨヨナテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂

粒少 し含む

外

内
淡黄褐色
淡責褐色

184M 高郷
(脚端部B) 包合層

外

内

ヨコナデ

調整不明

l mm以下の砂

粒含む

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

t                        __
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184‐ 08
高不
(脚端部B) 包合層

外

内
摩減により

調整不明
精製  l luJ以

下の砂粒含む

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

134‐ 09
高郭
(脚端部B) lD 包含層

(外 )ヘ ラケス
｀
り? ナデ

ヨコナテ
｀
(内 )ヘラケス

｀
リ ヨサテ

｀
l mm以下の砂
粒者干含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

18410
高郷
(脚端部B) 2D 包合層 透かし

外

内
ナデ
ヨコハケ

l nul以下の砂
粒含む

外

内
赤褐色
赤褐色

高邪
(脚端部B) lC 包合層

外

内
ナデ ヨコナデ
ハケ

l nul以下の砂
粒者干含む

外

内
淡黄褐色
淡責褐色

高邪
(脚端部B) 2D 包合層

外

内

タテハケ
ヨコすテ

｀
  ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

氏脚の高杯 2A 包合層 丹塗 り

外

内

ヨヨナデ 1～ 2 mm前後
の砂粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

氏脚の高47 2D 包合層 丹塗 り

外

内

ヨヨナデ
ヨコナデ

精製 i nm以
下の砂粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡掲色

185‐03
氏脚の高47 1? 包合層 充填粘土厚ヽ

外

内
摩減により

調整不明
3 mm前後の砂

粒含む
(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

185‐l14

氏脚不 3B 包含層 122

外

内

ヨヨナデ ?

ナデ ヘラミがキ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

185‐05
氏脚不 lD 包合層

外

内
ナデ ヨコナデ

ナデ ハケ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

185‐16
氏脚不 lA? 伺含層

外

内
摩滅により

調整不明
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

185‐07
氏脚郭 包含層 黒 斑

外

内
指頭圧痕
摩減により不明

1～ 4 mmの砂
粒多く含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

氏脚雰 包含層

外

内

ヨヨナテ
｀
  すテ

｀
  アヽケ

すテ
｀
  ヨコナテ

｀
  ヘラミがキ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

185‐ 09
氏脚郭 lA 包含層

外

内
ナデ 指頭圧洟
ナデ ハケ 精製 ?

(表 )淡橙褐色

(断 )暗灰褐色

氏脚郷 2D 包合層 5

外

内
ナデ ?

ナデ ?

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 内)淡橙褐色

(底 )暗灰褐色

氏脚邪 lD 包含層

外

内
指頭圧痕
摩滅により不明

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )褐色

(内 )褐色

氏巌,邪 包合層
(外 )ヨ コナテ

｀
(内 )ナ テ

ヘカス
｀
り後ヨコすデ ?

l mm以下の砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18;13
氏脚郷 lD 包含層

外

内

ヘラケス
｀
り後ヨサテ

ヨコナテ
｀
  ナテ

｀
？

カ

l lm以下の砂
粒少し合む

(外内)黒褐色
(底 )暗灰褐色

氏脚邪 とD 包含層 丹塗 り

外

内
ナデ ? ハケ ?

ヨヨナデ ? 精製 ?

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

氏麟,邪 2D 包合層

(外 )ヨ コナテ
ヾ
(内 )ヘ ラミカ

｀
キ

ヨヨナデ 指頭圧痕

1～ 3 nuの砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

氏脚邪 lD 包合層

(外 )ヨ ヨナデ

(内 )摩滅により不明

1～ 2 Huの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

氏脚郷 包含層 7 丹塗 り

外

内

ヨヨナデ
ナデ ?

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )淡責褐色

(内 )淡責褐色

氏殷,雰 包含層

外

内
ナデ ヨコナデ
ナデ ヨコナデ

1～ 2 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

氏BIl邪 包含層 丹塗 り

外

内

ヨコナデ

ナデ ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

18;20
氏脚杯 2D 包合層 丹塗り

(外 )ヨコナテ
｀ ハケ後ヨコナテ

1/(内 )ナデ ヨコナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

氏脚イ 包合層 丹塗り
(外)ナ デ (内 )ヘラミガキ
指頭圧痕 指押さえ

2～ 4 1unの 砂
粒合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

185‐ 22
氏脚郷 lD 包合層

外

内
ナデ 指頭圧痕
指頭圧痕

1～ 2 nunの 砂

粒合む
(外 )暗橙褐色
(内 )暗橙褐色

185‐23
氏脚邪 lC 包合層

脚部異形
丹塗り

外

内
指頭圧痕
指頭圧痕

1～ 3 nunの 砂
泣含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

186‐ 01
郷 lD 包含層

丹塗り
須恵器模倣

(外 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )ヨ コナデ 精製

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18502
邦 2D 包含層

邪端部は屈曲
丹塗り

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ 密

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18,03
邦 包含層 端部付近肥厚

外

内

ヨヨナテ
｀ ヘラケス

｀
り後ナテ

ヨコナデ ヘラケス
｀
り後すテ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18604
邦 包合層 端部付近肥厚

外

内

ヨコナテ
｀
  ハケ冷資すテ

｀
 ?

ヨヨナデ
1～ 3 mmの砂

粒含む
(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

18605
邦 払 包合層 丹塗り

外

内

ヨコナテ   ヘラケス リ
ヨコナデ

l mm程の砂粒
含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18606
不 包含層 11

外

内
ナデ ヨヨナデ
|テ

｀ ヨコすテ
｀
 Aカガリ令資すテ

ヾ
1～ 2 nun大 の

砂粒多く含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色
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18607
lTN 2D 包合層 丹塗 り

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ 密

(外 )褐色

(内 )掲色

186‐ 08
不 2D 包合層 丹塗り

外

内

ヨコナデ?

調整不明
密 l mm弱の砂
粒少し合む

(外 )淡橙褐雀

(内 )淡橙褐色

郭 lC 包合層 122

外

内

り後ナデ

リ後ナデ
密 l mm弱の砂
粒若干合む

(外 )淡責褐雀

(内 )淡黄褐窪

186‐10
郭 2B 包合層

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

18511
郭 lD 包合層 口縁部外折

外

内 デ
一ア
ナ

財

如

2剛前後の砂
粒多く含む

(外 )褐色

(内 )橙褐色

不 包合層 口縁部外折

外

内

ヨコナテ
・  ヘラケス

｀
り4充ナテ

ヨコナデ
1～ 2 mmの砂
粒少し合む

外

内
淡茶褐雀
淡茶褐窪

18613
lTN 包合層 口縁部外折

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ

l nm以 下の砂
粒含む

外

内
淡責褐亡
淡責褐窪

186‐ 14
邪 lD 包合層

日縁内面に折れる

丹塗り

外

内

ヨコナデ
ヨヨナデ後ヘラミカ

｀
キ

l mm以 下の砂
粒含む

外

内

色褐

色

赤

褐

18315
下 3谷 包合層

外

内

ヨヨナテ
｀
  ヘラケス

｀
リ

ヨコナデ後ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒含む

外

内
淡褐色
淡褐色

186‐ 16
不 3A 包合層

外

内

ヨサデ ヘラケス
｀
り後ナテ

ナテ
ヾ
  ヘラミガキ 密

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

不 包合層 5

(外 )ナデ? ヘラケス
｀
り?

(内 )ヨ コナデ?

1～ 2 mmの砂
粒合む

外

内
淡責褐色
淡黄褐色

186‐ 18
不 3谷 包含層

(外 )ヨコナテ
｀ ヘラケス

｀
リ

(内 )ヨサデ後ヘラミがキ
l mm弱の砂粒

含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18319
下 2D 包合層 6

(外 )ヨコナデ ヘラケス
｀
り?

(内 )ヨコナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )橙掲色
(内 )橙褐色

186‐ 20
不 2A 包合層

(外)摩滅により不明

(内 )ヨコすテ
｀

すテ
｀

ヘラケス
｀
り後ナテ'?

1～ 2 mm大 の

砂粒含む
(外 )赤褐色
(内 )橙褐色

不 2D 包合層
(外 )すデ ヨコすテ

｀ ヘラケス
｀
リ

後ナデ?(内 )ナデ ヨサデ
密 金雲母の

小板合む
(外 )黄褐色

(内 )黄褐色

186・22
不 2D 包含層

(外 )ヨコすデ ヘラケス
｀
り後ナテ

｀

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
り後ナデ?

1～ 2 mm弱の

砂粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18◆23
不 包合層

口縁端部内折
丹塗り

(外 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )ヨヨナテ
｀ 静止ナデ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

18悦4
塔 2B 包合層 黒 斑

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )暗褐色

(内 )暗褐色

不 lD 包合層 口縁端部若干外折

外

内

ヨコナデ?

調整不明

l mm弱の砂粒
若干含む

(外 )明橙褐色

(内 )明橙褐色

塔 包合層

外

内

ヨコナテ   ヘラケス リ
ヨコナデ

l mm程度の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

郭 2A 包含層

丹塗り
口縁端部に段あり

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

t86‐28
不 包合層

136～

124 4 口縁端部内折

外

内

ヨコナテ
｀
ヘラケス'り後ナデ?

ヨコナデ後ヘラミカ
｀
キ

2 mm程度の砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18i01
不 M 包合層

外

内

ヨコナデ?

ナデ ヨコナデ
2 mm以下の砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18作 02
不 2A 包合層

口縁端部屈曲
丹塗り

外

内

【
ア

⇒
ガ 密

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

18子 03
不 2A 包合層

付
り

台
塗

一局
丹

(外)回転ナデ

(内 )静止ナデ 精製

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

18子 04
不 2D 包合層

底部に「#」

丹塗り

外

内

ヘラケス
ト
リ 回転ナテ

ナテ
｀ 回転ナテ

｀
精製

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

187‐05
不 2D 包含層 回転糸切 り痕

外

内

ヨコナテ
｀ 糸切り痕

回転ナデ
l mm以 下の砂

粒含む

外

内
橙褐色
橙褐色

18子 06
不 2D 包含層 回転糸切り痕

(外 )回転糸切り 回転ナテ

(内 )ナデ 回転ナテ・ 精製

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

18子 07
不 2D 包含層 回転糸切り痕

(外)回転ナデ 回転糸切り
痕 (内 )回転すデ 密

外

内
橙褐色
橙褐色

181£8
不 2D 包含層 回転糸切 り痕

(外)回転すテ
｀ 回転糸切り

(内 )回転ナデ 静止ナデ 密

外

内
褐色

褐色

187ЧЭ9
不 包合層 6 回転糸切り痕

(外)回転糸切り 回転すテ

(内 )回転ナテ
｀ すテ

｀
密

外

内

色

色

褐

褐

責

黄

淡

淡

18}10
ホ 2C 包含層 口縁部外折

(外 )ヨコすデ ヘラケス
｀
リ

(内 )ヨ コナデ
1～ 2 mmの砂

粒合む
(外 )赤褐色

(内 )褐色

ホ 2D 包含擢 口縁部外折
(外 )ヨコナデ ナテ

｀ ペラケス
｀
リ

(内 )ヨサテ
｀ ナデ

2 mm程度の砂
粒含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

沐 2D 包含擢 口縁部外折
(外 )ヨ コすテ

｀ すデ (内 )

ヨヨナデ ヘラケス・り後ヨコすデ?

2 mm程度の砂
粒若千含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

|      _
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鉢 lD 包含層
口縁部外折
沈線状の線 1条

外

内

ヨコナデ
ナデ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

鉢 lD 包合層
(外 )ヨコナテ

｀ ハケ後ナデ?

(内 )ヨコナデ 指頭圧痕
2～ 3 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

鉢 包合層
(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨ コナデ
1～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18卜 16
鉢 2D 包合層 丹塗 り

外

内

ヨコナデ ハケ?

ヨコナデ ハケ
密 5 4un大の

砂粒合む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18子 17
鉢 包合層

外

内

ヨヨナデ?

調整不明
l mm程の砂泣

合む
(外 )淡橙褐窪
(内 )淡橙褐色

18子 18
鉢 包含層

(外 )ヨ ヨナデ?

(内 )ヨサテ
｀ ヨコハケ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18子 19
鉢 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ハケ ナデ?

1～ 2 Hmの砂
粒合む

(外 )淡褐色
(内 )橙掲色

18作 20
鉢 2D 包合層 やや異形の形態

(外 )ココナデ ナデ

(内 )ヨコナデ
2～ 3画の砂

粒含む
(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

187‐ 21
鉢 包合層 97 ヨ縁部直立する

(外 )ナ デ (内 )ナ デ
ヘラケス

｀
り後ナテ

｀
密

(外 )黄褐色
(内 )黄褐色

187‐ 22
鉢 2D 包含層

口縁部直立する
丹塗り

(外 )ヨ コハケ

(内 )ヨ コナデ
ガ
効

1～ 2 mmの砂
粒合む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18子23
鉢 包合層 132

(外 )ナテ
｀ ヨコナテ

｀

(内 )ナデ ヘラケス
｀
り後すデ?

lm大の砂粒
少し含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

18子24
鉢 lD 包合層

(外 )ヨヨナデ ハケ ナテ

(内 )ヨサテ
｀
 Aラケス

｀
リ

l mm弱の砂粒
含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18作25
沐 包合層

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨコナデ
2～ 3 mmの砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )暗橙褐色

188‐Ol
銀(口縁) 包合層

(外 )ヨコナデ ハケ ナデ

(内 )ヨコすテ
｀

Aラケガリ冷資すテ
｀

Aラケガリ
2 mm以下の砂

粒含む
(外 )赤褐色
(内 )赤褐色

霞(口縁) 2D 包合層 256 黒斑

(外 ),テ
｀ ハケ 指頭圧痕

(内 )すテ
｀ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mm大 の

砂粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

甑(口縁) 包含層 258
(外 )ヨサテ

｀ タテヨ
"ウ

(内 )ヨヨナデ ヘラケス
｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡赤褐色
(内 )淡褐色

18&l14
頒(口縁) 包合層

(外 )ヨ コナデ

(内 )ヨサデ ヘラケス
｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )赤褐色
(内 )赤褐色

188‐ 05
韻(口縁) 包合層 黒 斑

(外 )ナデ

(内 )ヨコナデ ペラケス
｀
リ

2 mm大 の砂粒
含む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18306
孤(口 縁) lD 包合嬉

(外 )ヨヨナデ

(内 )ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒合む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

18807
韻(口縁) lD 包合擢 252

口縁部外反
黒斑

(外 )ヨコすデ タカウ

(内 )ヨサテ
｀ すテ

｀ ヘラケス
｀
リ

2 mm以下の砂
粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

18808
韻(口縁) 包含嬉 口縁部外反

(外 )ナデ ハケ
(内 )ナデ ヘラケズリ

2 mm大の砂粒
含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

韻(口縁) 包含層 黒 斑

(外 )ヨコナデ タテサナ刃ウ

(内 )ヨコハケ後ヨコすデ ヘラケガリ
l mm大の砂粒

含む

外

内

色

色

褐

褐

橙

橙

議(口縁) 訟 包合層
(外 )ヨサテ

｀ タカウ

(内 )ヘラケス
｀
リ ヨコすデ

2 mm以下の砂

粒含む
(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

18}01
硯
1底部の桟) A 包合層 ナデ

l mm以 下の砂

粒含む 淡橙褐色

18902
孤
1底部の桟) 包合層 ナデ

1～ 2 mmの砂

粒含む 橙褐色

189113
韻
1底部の桟) ナデ 精製 ? 淡橙褐色

189‐04
孤
i底部の桟) 包含層 ナデ

1～ 2 mmの砂
粒含む 橙褐色

18905
眠(底部) lD 包含層

外

内
調整不明  ハケ?

調整不明
の弱

む
ｍｍ
合

１
粒砂

密 (外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

18906
孤(底部)

1ト レ

ツチ 鞠
鵠

外

内
摩滅により

調整不明 密

(外 )責褐色
(内 )黄褐色

189117
甑の把手

(大 ) 包含層 接続は貼りつけ

外

内
ナデ
ヘラケズリ

2 mm大の砂粒
合む

(外 )淡黄褐色
(内 )橙褐色

甑の把手

(大 ) 2A 包合層

外

内
ナデ?

ヘラケズリ

1～ 2 nunの 砂
粒合む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

18争09
甑の把手
(大 ) 包合層 接続は貼りつけ

外

内

ナデ
ヘラケズリ

1～ 3 mmの砂
粒合む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

18>10
甑の把手

(大 ) 包含層 接続は差し込み式

外

内

ハケ
ヘラケズリ

2 1un以 下の砂
粒含む

(外 )赤褐色
(内 )赤褐色

甑の把手

(大 ) 黙 包含層
接続は差し込み式
黒斑

外

内
ナデ
ヘラケズリ

密 l mm前後
の砂粒含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色
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18912
甑の把手
(大 ) lD 包含層

(外 )ハケ ナデ

(内 )ヘラケズリ
l mm前後の砂

粒含む

外

内
淡橙褐窪
淡橙褐窪

甑の把手
(大 ) 2D 包含層 接続は貼りつけ式

(外 )ナデ

(内 )ヘラケズリ? 密

(外 )橙褐色

(内 )淡橙褐窪

甑の把手
(大 ) 包合層 接続は差し込み式

(外)ナデ

(内 )ヘラケズリ
1～ 2 mal大 の

砂粒多く含む

外

内
淡黄褐色
淡責褐色

須の把手
(/1ヽ ) 払 包含層 接続は貼りつけ式

(外 )ナデ タテハケ

(内 )ヘラケズリ
l mm大の砂粒
多く合む

(外 )橙褐色

(内 )淡橙褐色

19303
瓢の把手
(小 ) lD 包合層 黒 斑

(外 )ナデ

(内 )ヘラケス
｀
り 指頭圧痕?

3 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

議の把手

(/1ヽ ) 包含層 接続は差し込み式
(外 )ナデ

(内 )ヘラケズリ

1～ 3 mm大 の

砂粒含む
(外 )淡黄褐色

(内 )橙褐色

191105
甑の把手
(/1ヽ ) lD 包含層

(外 )ナデ

(内 )ヘラケズリ
2 mm大の砂粒

合む
(外 )茶褐色

(内 )茶褐色

甑の把手

(/1ヽ ) 3B 包含層

外

内
ナデ ハケ

調整不明

l mm以下の砂
粒多く含む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡責褐色

19争07
甑の把手
(/1ヽ ) 払 包含層

外

内
ナデ
ヘラケズリ

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

鎖の把手

(/1ヽ ) lD 包含層

外

内

ムデ

デ

ナ

ナ

1～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

191ro9
E手状の赫
キ(A)甑 ? 包含層

外

内

＾
ア

ム
デ

ナ

ナ

l mm以 下の砂
粒含む 淡橙褐色

19∈10
巴手状の赫
キ(A)甑 ? lD 包含層

(外 )ナデ

(内 )ナデ
l mm以下の砂

粒含む 褐色

19∈11
巴手状の朝
キ(A)甑 ?

11ト レ

ンチ アカ土

(外 )ナデ

(内 )ナデ
l mm以下の砂

粒含む 淡黄褐色

巴手状製品 表土 ヘラケズリ?ナデ
l mn以下の砂
地多く含む 淡橙褐色

19∈13
電子 2D 包合層 環 状

(外 )ナデ

(内 )ナデ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

」手状の期
キ00 3B 包合層 ナデ

lm以下の秒
粒含む 淡橙褐色

19>15
電子状の研
キ(A) lD

サブト

レンチ 包合層

外

内
ナデ ハケ?

ナデ 精製

(表 )淡黄縄窪
(Bll)灰褐色

竃(口縁) 然 包合層 スス付着

(外 )ヨ」lウ ハケ後ヨコナデ

(内 )かケ ヨコナデ ヘラケス
｀
リ

l nun以下の砂
粒含む 淡黄褐色

竃(口縁) 2A ベルト包含層

外

オ

ヨヨナデ ハケ ハケ後
(内 )ヨコすデ ヘラケス

｀
リ

1～ 2 mmの砂
粒少し含む 炎黄褐色

191113
竃(口縁) 2D 包合層 232

外

内
摩滅イこより

調整不明
精製 ?1～ 2

dmの 砂粒合む 炎橙褐色

191‐04
竃(底部) 包含層

外

内

ナデ 指頭圧痕
ヘラケズリ ナデ

l mm以 下の砂
粒多く合む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

191115
電(底部) 2D 包合層 296

(外 )夕Tlケ ナデ

(内 )ヘラケス
゛
り後ナデ

1～ 5 mmの砂
粒含む

(外 )淡橙褐色

(内 )淡橙褐色

霊(底部) 包含層 底部内面に面あり

(外 )ナ デ (内 )ヘカス
｀
り後

ナデ 指頭圧痕

1～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

電(底部) lA ベルト包合層 863 黒 斑

(外 )タテハケ

(内 )ヘラケズリ
ガ
ガ

1～ 3 mmの砂
粒多く含む

(外 )橙褐色
(内 )橙褐色

19歩01
電(庇上部) 包合層

(外 )ナデ

(内 )ナデ
1～ 2 mmの砂

粒合む 淡橙褐色

192‐02
竃(庇上部) 包合層

外

内
ナデ
ナデ 指頭圧痕

l lun以 下の砂
粒多く合む

(外 )淡黄褐色

(内 )淡責褐色

192113
竃(庇キナー) 包含層

外

内
ナデ
ペラケス

｀
り後ナデ 砂粒少なヤ

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

19多04
竃(庇コナ) lD 包含層

外

内
ナデ
ナデ?ヘラケス

｀
り?

l mm以下の砂
粒含む 淡黄褐色

192‐ 05
竃(庇キナー) 2D 包合層 黒斑

(外 )ナデ
(内 )ヘラケズリ 砂粒少なし

(外 )橙褐色

(内 )橙褐色

19み 06
雹(庇コサー

) 包含層

外

内

ナデ
ヘラケス

｀
り? ナデ

1～ 3 mmの砂
粒含む

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

電(庇コサー
) 包含層

(外 )ナ デ

(内 )ヘラケズリ ナデ
1～ 4 mmの砂

粒含む 淡橙褐色

19208
電(庇コサー

) 2D 包合層

(外 )ナデ

(内 )ナデ
1～ 2 mmの砂

粒合む 淡橙褐色

192‐09
雪(庇コサー

) 3 南斜面 包合層

(外 )ナ デ (内 )ヘカス
｀
リ

ヘラケス
｀
り後ナデ

1～ 5 mmの砂
粒合む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

篭(庇サイド) 2 軸
阻

(外 )ナデ

(内 )ヘラケズリ 砂粒少なヽ
淡褐色一部橙
褐色
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19み11
霊(庇サイド) 2D 包合層

外

内
ナデ ハケ

摩滅により不明

1～ 2 mmの砂

粒含む 淡黄褐色

土製支脚
(n 2B 包含層 背面に円孔あり

外

内
ナデ

ナデ

1～ 3 mmの砂
粒含む 淡橙褐色

土製支脚
(Al 2

軸
阻 背面に円孔あり

ナデ
ヘラケズリ

1～ 2 mmの砂

粒含む
淡黄掲色～淡
橙褐色

193113
土製支脚
(B) 2A 包含層

ナデ
ヘラケズリ?

1か ら3 mmの

砂粒含む
淡黄褐色～淡
橙褐色

19304
土製支脚
(B) 軸

胆
外

内
ナデ
ヘカス

｀
り後ナデ

1～ 6 mmの砂

粒含む 淡橙褐色

19割95
土製支脚
(B) 包合層 黒斑 ?

外

内
ナデ
ナデ

l mm以下の砂
粒多く含む 淡橙褐色

19306
土製支脚
(B) 包含層

外

内
ナデ
ヘラケズリ

l mm以下の砂

粒含む 淡橙褐色

19401
土製支脚
(B) 丞 包合層

外

内

ヘラケズリ?

不明

1か ら 3 mmの

砂粒含む 橙褐色

19402
土製支脚
(C) 表土 背面にひれ付き

外

内

ナデ

ナデ 指頭圧痕 ?

4 mm以下の砂
粒多く含む 淡橙褐色

19403
土製支脚
(脚 ) 包含層 大形

外

内

デ

デ

ナ

ナ

1～ 3 mmの砂
粒多く合む 淡橙褐色

土製支脚
(D) 排土

小形
黒斑 ?

外

内

デ

ム
ア

ナ

ナ

1～ 5 1unの 砂
粒多く含む 淡橙褐色

195‐01
土錘状製品 包合層 瑞部にヘラ描あり ナデ 精製 淡黄褐色

不明土製品 包含層

外

内
摩滅により

調整不明 密 ?

(外 )淡責褐色
(内 )橙褐色

195‐03
FLの 開け屹
れた破片 ?A 不明 Fし 4カ所

外

内
摩減により

調整不明
1～ 2 mmの砂

粒含む 淡黄褐色

195‐04
Fし の開け迄
にた破片 3 包含層 Fし 1つ

外

内
ナデ
ナデ?

l mm以下の砂
粒多く含む

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

196・01
須恵器

蓋郭(不蓋) 包含層

口縁端部肥厚
自然釉付着

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒合む

(外 )灰肌色
(内 )青灰色

蓋邪 (不蓋 ) 2D 包合層 124 ヨ縁端部肥厚

外

内
回転ナデ
回転ナデ

l mm以下の砂
粒少し含む

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋邪(不蓋) lC 126 ヨ縁端部肥厚

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡灰色

蓋郭 (不蓄 ) lA べ,レ ト包合層 ヨ縁端部肥厚

外

内
回転ナデ

回転ナデ 密

(外 )白 灰色
(内 )白 灰色

蓋郭(不霊) 3B 包合層 ヨ縁瑞部面あり

外

内
回転ナデ

回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

蓋郭(郭蓋) 包含層 ヨ縁端部面あり

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒含む
(外 )灰白色

(内 )灰色

19607
蓋邪(郭蓋) 2A 包含層

(外 )回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ
密  l nun以下
の砂粒合む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰色

19608
蓋不(邪蓋) 訟 包含層 137

鴇部に沈線をいれ段作
戎

外

内
回転Aラケス

｀
リナテ

回転ナデ
l mmの砂粒含

む
(外 )灰色
(内 )灰色

19609
蓋不(邪蓋) 包含層

鴇部に沈線をいれ段作
戎

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 ～ l Hun程

の砂粒含む
(外 )暗灰色
(内 )灰色

196‐10
蓋郭(不蓋) 包含層

鴇部に沈線をいれ段作
戎

外

内
回転ヘラケス

｀
リチテ

回転すデ ナデ
密 3 mm程度
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋不(不蓋) lD 包含層
鴇部に沈線をいれ段作
式

外

内
回転すデ ヘラケス

｀
リ

回転ナデ
2m以下の砂

粒含む
(外 )H音灰色
(内 )灰 白色

高イ(不蓋) 包合層
端部に沈線をいれ段作
成

外

内

ヘラケズリ

ナデ
密 l mm程度
の砂粒多い

(外 )灰黄色

(内 )灰責色

蓋郭(ITN蓋 ) 包含層
端部に沈線をいれ段作
成

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 ～ l mm程

の砂粒含む
(外 )灰色

(内 )責仄色

蓋邪(不蓋) 包合層
鴇部に沈線をいれ段作
戎

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

蓋邪(不蓋) lD 包合層
端部に沈線をいれ段作
成

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密  2 mm以下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )淡青紫窪

蓋邪(不蓋) 包合層
端部に沈線をいれ段作
成

外

内
回転ヘラケス

｀
リナテ

静止・回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

蓋邪(不蓋) 3A 包合層 14

端部に沈線をいれ段作
成

外

内
回転ヘラケス

｀
リサテ

回転・静止ナデ
l mm大の砂粒

含む

外

内

色

色

灰

灰

蓋郭(不蓋) 訟 包合層
端部に沈線をいれ段作
成

外

内
回転ナテゝ ヘカス

｀
リ

回転ナデ ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

196‐19
蓋不(不蓋) lD 包含層

端部に沈線をいれ段作
成

外

内

ヘラケズリ
ナデ

2 mm以下の砂
粒少し含む 淡青灰色
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蓋辱(邪蓋) 包含層
端部に沈線をいれ段作
成

(外)回転ヘラケス
｀
リサデ

(内 )ナデ 回転ナデ
5 mm前後の砂

粒含む

外

内
青灰色
青灰色

196‐21
蓋郭(不蓋) 包含層 (136)

端部に沈線をいれ段作
成

(外 )ヘラ切り後ヘラケス
｀
り 回

転ナデ (内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )淡青灰色

19622
蓋邦(不蓋)

1ト レ

ンチ 包合層
∽
姓

端部に沈線をいれ段作
成

(外 )ヘラ切り後ヘラケス
｀
り 回

転ナデ (内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

19623
蓋不(郭蓋) 包合層

端部に沈線をいれ段作
成

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋lTN(邪 蓋) lD 包合層
端部に沈線をいれ段作
成

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む 灰青色

蓋郭(lTN蓋 ) 包合層
端部に浅い沈線をいれ
段作成

外

内
回転ナテヘラケス

｀
リ

回転ナデ
l mm以下の砂

粒合む 暗青灰色

蓋不(ITN蓋 ) 包合層
端部に浅い沈線をいれ
段作成

外

内
回転ヘラケス

｀
リナテ

ナデ 回転ナデ 砂粒少し合む
(外 )灰色
(内 )灰色

蓋邦(邪蓋) 包合層
端部に浅い沈線をいれ
段作成

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外)灰色
(内 )灰色

19628
ξ不(邪蓋) 包含層

端部に浅い沈線をいれ
段作成

外

内
回転ヘカス

｀
りすテ

回転ナデ 密

(外)淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

196‐29
室不(邦蓋) 包合層

端部に浅い沈線をいれ
段作成

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密1 5mm以下の

砂粒含む
(外 )青灰色
(内 )灰青色

室邪(不蓋) 2D 包含層 (144)

端部に浅い沈線をいれ
段作成

(外)回転すテ'Aラケス
｀
リ

(内 )静止・回転ナデ 密

外

内

色

色

黄

黄

灰

灰

室郷(郭蓋) 包合層
⑩
姓

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成

外

内

ヘカス
｀
り・回転ナテ

静止・回転ナデ
密 2 mm程の

砂粒合む

外

内
白灰色
白灰色

19子 02
蓋不 (郭蓋 ) 1 排土

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外 )回転ヘカス

｀
リ ナテ

(内 )静止・回転ナデ 密

外

内
淡灰色
淡灰色

19i03
畜不(邪蓋) 包含層

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外 )回転ヘラケス

｀
りすデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以上
の砂粒含む

外

内
青灰色
灰青色

19子04
畜邪(邦蓋) lD 包合層

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外)回転ヘラケス

｀
リ

(内 )ナデ
2 mm以下の砂
粒少し合む

外

内

色

色

灰

灰

圭
目
激
体

19千05
彗郭(不蓋) 然 包含嬉 (126) (128)

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外)回転ナデ ヘラケス

｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
密 1111以 下
の砂泣合む

外

内
灰色
灰色

蓋邪(雰蓋) 2A 包含尾 128
端部やや上に沈線をセ

れ段作成
(外)回転ヘラケス

｀
リナテ

(内 )静止ナデ
密  l nm以下
の砂粒合む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

蓋不(不蓋)

4ト レ

ンチ 包含層
端部やや上に沈線をセ

れ段作成
(外)回転ナデ ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ ナデ
密 ～ 2 mm程

の砂粒含む

外

内
青仄色
灰色

19子08
蓋不(郷蓋)

2ト レ

ンチ 包合層
端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外 )回 転ナテ

ヾ
ヘラケス

｀
り後

ナデ (内 )回転ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒含む

外

内
灰色

灰色

191砲9
蓋不(邪蓋) 包含層

端部やや上に沈線をヽ

れ段作成
(外 )ナデ 回転ヘラケス

｀
リナテ

(内 )ナデ 回転ナデ
密 l mm前 後
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

19子 10
蓋不(邪蓋) 2D 包合層 端部丸 くおさめる

(外 )回転ナテ
｀

(内 )回転 静止ナデ
l mm程度の砂

粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

筈邪(不蓋) 3 谷底 包含層 端部丸 くおさめる
(外 )回転ヘラケス

｀
リサテ

ヾ

(内 )回転・静止ナデ
5 mm以下の砂

粒合む
(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

蓋邪(邪蓋) 包合層

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密1 5mm以下の

砂粒含む
(外 )青灰色

(内 )青灰色

19作13
蓋不(不蓋) 2D 包含層

端部やや上に沈線をセ

れ段作成

外

内
回転ナデ

回転ナデ

l mmの砂池合
む

(外 )灰色
(内 )灰色

19子 14
蓋lTN(郵 蓋) 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

l mm以下の砂

粒含む
(外 )灰・暗様
色(内 )灰色

19子 15
蓋不(邦蓋)

1ト レ

ンチ 包合層

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒多い

(外 )青灰色
(内 )白灰色

19子 16
蓋郷(郭蓋)

4ト レ

ンチ

褐

層

里
〔
２

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

l mmの砂粒含
む

(外 )灰褐色

(内 )灰色

蓋邪(不蓋) 2D 包合層

外

内
回転ナデ

回転 静止ナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )青仄色

(内 )淡灰色

蓋不(郭蓋) lC 包含層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 ～ 2 mm程

の砂粒含む
(外 )黄灰色

(内 )淡黄灰窪

蓋不 (13N蓋 ) 包含層
(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密1 5mm以下の

砂粒含む
(外 )青灰色

(内 )青灰色

蓋lTN(郭蓋) lD 包合層
(外)回転ナデ ヘカス

｀
リ

(内 )回転ナデ
1～ 3 mm以下
の砂粒含む 青灰色

19791
蓋不(邪蓋) 包含層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗青灰窪
(内 )灰色

19i22
蓋不(郷蓋) 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l nll以下
の砂粒含む

(外 )日音青灰窪
(内 )青灰色

19作 23
蓋不(lTN蓋 ) 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

(外)暗青紫～黄t
(内)青灰色
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19子24
蓋郭(lTN蓋 )

lト レ

ンチ 包合層
(外)回転ヘラケス

｀
りすテ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

外

内
青灰色
青灰色

19子25
室必(不蓋) 包合層

(37)

以上 肩部に沈線文
(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内
白灰色
淡白灰色

19}26
室郭(不蓋) lD 包合層 4

(外 )ヘラ切り 回転ナテ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以 下
の砂粒合む

外

内
青灰色
淡青灰色

19子27
室邪(不蓋) 包合層

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒合む

外

内
青仄色
灰青色

19&01
つまみ付蓋 2

4ト レ

ンチ

褐

土

里
省
色

働
陛 返りあり

(外 )回転ヘラケス
｀
りすデ

(内 )静止・回転ナデ
密 l mm以 下
の砂泣含む

外

内
青灰色
青灰色

19&02
つまみ付蓋 黙 包含層 (132) (106) 返りあり

(外 )ヘカス
｀
り後回転ナテ

(内 )回転チデ ナデ 密

外

内
黄灰色
灰色

19&03
つまみ付蓋 2A 包合層 (132)

ｍ
阻 (152) 返りあり

(外 )回転ナデ
(内 )回転・静上ナデ 密

外

内
灰白色
灰白色

19304
9まみ付蓋 払 包合層 返りあり

(外 )回転ヘカス
｀
リナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

19&05
つまみ付蓋 2A 包合層 (146) (168) 返りあり

(外 )回転ナデ
(内 )回転・静止ナデ

密 2 mm以 下
の砂粒合む

外

内
暗赤灰色
灰オリデ色

19&06
つまみ付蓋

3ト レ

ンチ 包合層 (154) 返りあり
(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒合む

外

内
黄灰色
灰色

19307
つまみ付蓋 2D 包含層

返りあり 返り部分貼
りつけ ?

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ 密

外

内
灰色

灰色

19308
つまみ付蓋 訟 包含層 返りあり

(外 )回転ヘカス
｀
り?

(内 )回転ナデ
1～ 2 mmの砂
粒少し合む

外

内
灰色

灰色

19809
つまみ付蓋 2 包含層 返りあり

(外 )回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ 密

(外 )暗褐色
(内 )暗褐色

19310
つまみ付蓋 然 包含層

返りなし

自然釉付着
(外 )回転ナデ
(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰オリーフ

色(内 )灰色

19311
9まみ付蓋 2A 包合層 (156) 返りなし

(外 )回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )静止・回転ナデ 密

外

内
灰色

灰色

19312
9まみ付蓋 2A 包含層 (144) 返りなし

(外 )回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ 密

外

内
灰色

灰色

19313
9まみ付蓋 包合層 返 りなし

(外)回転ナデ ペラケス
｀
り 静止

糸切り後ナテ
｀
(内 )回転すデ 密

外

内

色

色

灰

灰

19『14
9まみ付蓋 包含層 返 りなし

(外 )回転ヘラケス
｀
リナテ'

(内 )回転ナデ ナデ
密 2血m以下
の砂粒合む

外

内
青灰色
淡青灰雀

19&15
つまみ付蓋 包合層 返 りなし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

19&16
つまみ付蓋 3

観
西 包含層 返 りなし

(外)回転ナテ
｀
ヘカス

｀
リ

(内 )回転ナデ
1～ 2 mnの砂

粒含む

外

内
灰色
灰色

19&17
つまみ付蓋 2D 包含層 返 りなし

(外 )回転ヘカス'リ ナデ(内 )ロ

転静止すデ回転ナテ
｀
後静止ナテ

｀
l mm以下の砂

粒含む

外

内

色

色

褐

褐

淡

淡

19&18
つまみ付蓋 lD

サブト

レンチ 包含層 返 りな し

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
2 mm以下の砂

粒合む
灰色・暗青房
色

19&19
つまみ付蓋 払 包合層 (174) 返 りなし

(外)回転すデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ 密

外

内
灰黄色
灰黄色

つまみ付蓋 払 包合層 (144) 返 りなし
(外 )回転ヘラケス

｀
リナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

つまみ付蓋 訟 包合層

つまみ
48 返 りなし

(外 )回転すテ注ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

つまみ付蓋

3ト レ

ンチ 己合層 輪状つまみ
(外 )回 転すテ

｀ ヘラ切り修
ナデ (内 )回転ナデ

密 ～1511n程

の砂粒合む
(外 )黄灰色
(内 )黄灰色

つまみ付蓋 2A 包含層 輪状つまみ

外

内
回転ヘカス

｀
リナテ

静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰黄色
(内 )灰責色

つまみ付蓋 4 包含層 輪状つまみ

外

内
回転ナデ

静止ナデ 密

(外 )灰白色
(内 )灰白色

19325
つまみ付蓋 2

重機
掘削土 輪状つまみ

(外 )つまみ貼りつけ後回17

ナテ
｀
(内 )静止ナデ

密 5 mm大の
砂粒合む

(外 )灰色
(内 )灰色

19326
つまみ付蓋 2D 包含層

つまみ

38 愉状つまみ

(外)回 転ヘラケス
｀
り?静止ナデ (内 )

回転ナテ
｀
 回転ナデ後静止ナテ

｀
l mm程度の砂

粒含む
(外 )茶褐色
(内 )灰褐色

19327
つまみ付蓋 2D 包含層

つまみ
44 倫状つまみ

(外 )回 転ヘラケス
ヾ
り 静止

ナデ (内 )静止ナデ
l mmの 砂粒含

む
(外 )青灰色
(内 )黄灰色

19罷 8
つまみ付蓋 lD 包含層

つまみ

52 崎状つまみ
(外 )回 転ヘカス

｀
り後回転

ナデ (内 )回転ナデ
密 1～ 3 mm

の砂粒合む 青灰色

19829
つまみ付蓋 2D 包合層 翔箭 崎状つまみ

外

内
回転ナテゝ ヘラケス

｀
リ

静止ナデ
l mm以 下の砂

粒含む

外

内
灰色
淡褐色

19880
つまみ付蓋

重機
掘肖I土 翔

５４
輪状つまみ

(外 )回転ナテゝ ヘカス
ヾ
リ

(内 )回転・静止ナデ
l～ 2 mmの砂

粒少 し含む

外

内

色

色

灰

灰
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19831
つまみ付蓋 2A べ,レ ト包合層 輪状つまみ

(外)回転ナテゝ ヘラケス・リ

(内 )静止ナデ
密 l mmく ら
いの砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )暗青灰色

19332
つまみ付蓋 lD 包合層 翔岡 輪状つまみ

(外 )回転ナデ

(内 )ナデ
1～ 5 mmの砂

粒含む
(外 )茶仄色
(内 )茶灰色

つまみ付蓋

側

面

南

斜 包含層 均И 輪状つまみ
(外 )糸切り? つまみ貼りつ

け後回転ナデ(内 )静止ナテ
｀

2 mm以下の砂
粒含む

(外 )仄色
(内 )灰色

19901
うまみ付蓋 2D 包合層 宝珠状つまみ

(外 )回転すデ ヘラケガリ 回転糸
切り後ナデ(内 )静止・回転ナテ

｀
密

(外 )灰色

(内 )灰色

9まみ付蓋 包合層 2
器
姓

(外)静止・回転ナデ

(内 )静止・回転ナデ
密  1 41ut以 下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

199‐03
つまみ付蓋 2D 包含層 173 宝珠状つまみ

(外 )回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
2 4un以 下の砂

粒合む
(外 )青灰色

(内 )灰色

19904
9まみ付蓋 l

動
鵬

(外 )ヘラ切り後ナテ
｀

Aカスリ
回転ナテ'(内 )静止・回転ナテ

密  l avl以下
の砂粒含む

外

内
淡灰色
淡灰色

つまみ付蓋 跡
朝 包合擢 (161

(外)回転ナデ

(内 )回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

密～ 2 mm程 の

砂粒合む

外

内
灰色
灰色

つまみ付蓋 2D 包含層

(外 )回転ナテゝ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ ナテ'?
1～ 2 nlmの 砂

粒含む
(外 )灰色

(内 )灰色

19907
つまみ付蓋 2B 鰤

朝 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～ 1血程
の秒粒含む

(外 )灰色

(内 )暗責灰色

19}08
つまみ付蓋 包含層

(外 )回転糸切り後静止すテ
｀ 回転

ヘラケス
｀
リサテ

｀
(内 )静止`回転ナデ

密 2 mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

つまみ付蓋 鮒
朝 包含層 1201

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密～ l mm以下
の砂粒含む

(外 )灰褐色

(内 )灰褐色

19}10
つまみ付蓋 2D 包合層

(外 )回転ナテ■ヘラケス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
l Dm以下の砂

粒含む
(外 )灰色

(内 )灰色

19}」
つまみ付蓋

2ト レ

ンチ 包含層

(外 )回 転ヘラケス
｀
り後回転

ナテ
｀
(内 )回転ナデ すデ

密～1 5mm程 の

砂粒含む
(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

199‐ 12
蓋

‐Ｄ
崩

サブト

レンチ 包合層 ヨ縁部外面に面をもつ
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

2011111

蓋不(邪身) 包含層 12

口縁端部に面あり
底部にヘラ記号

(外)回転ナテ
｀ 回転すデ後

ナデ (内 )回転ナテゝ ペラケス
゛
リ

密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )灰青色
(内 )青灰色

200‐ 02
蓋郭(jTN身 ) 包含層 口縁端部に面あり

(外 )回転ヘラケス
｀
リナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm程の

砂粒含む
(外 )青灰色

(内 )白灰色

蓋不(不身) 包含層 11 口縁端部に面あり

(外 )回転ナテゝ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ
密 4 mm以 下
の砂粒合む 青灰色

20304
蓋lTN(不身) 包合層 口縁端部拡張して沈線

(外 )回転ナテゝ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )濃灰色

(内 )濃灰色

20005
蓋必(邦身)

lト レ

ンチ 包合層 口縁端部拡張して沈線
(外 )回転ナテ注ヘカス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内
青灰色
青灰色

室jTN(不身) 包合層 122 5 口縁端部に段あり

(外)回転ヘラケス
｀
リナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内
淡灰色

淡灰色

蓋不(不身) lD 包含層 5 172 日縁端部に段あり
(外 )回転ナデ ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密1 5mm以下の

砂粒含む

外

内
灰色
淡青灰色

200‐ 08
蓋不(郭身) 2A 鰯

朝 包合層 (1161 口縁端部に段あり
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰白色
(内 )灰 白色

20$09
蓋邪(JIN身 ) lD 包含層 口縁部直立

(外 )回転ナテ
゛
ヘカス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む 灰青色

蓋不(不身)
動
鵬

自然釉付着
不身内に小玉あり

(外)回転ナテゝ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ
3 mm大の砂粒

含む
(外 )白灰色
(内 )白 灰色

20∈J
蓋不(郭身) 包合層 口縁部直立

(外 )回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )淡青灰色
(内 )灰色

201112
蓋郭(邦身) lD 包合層 122 138 口縁部直立

(外 )回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ 密 淡白褐色

20313
蓋邪(不身) 包含層

(外)回転すデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ

密1 5mm以下の

砂粒含む 灰青色

20$14
蓋不(郭身) 包含層 (1141 142) (141

外

内
回転ナデ ヘラケス

｀
リ

回転・静止ナデ 密

(外 )灰 白色
(内 )灰白色

20∈ 15
蓋不(邪身) 然 包合層

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )灰白色

(内 )灰白色

201116
蓋郭(邦身) 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

外

内
青灰色
青灰色

201117
室邪(jTN身 ) 包合層

(外 )回転すテ
｀ ヘラ切り後

ヘラケス
ヾ
り(内 )回転・静止ナテ

｀ 密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内

色

色

灰

灰

自

由

201118
室不(郭身) 2D 包含層

(外)回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )仄色

201119
室JTN(邪身) 訟 口縁部内湾

(外)回転すテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰責色
(内 )灰黄色
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200‐ 20
蓋郭(郭身) 包合層 口縁部外反

(外 )回転ヘラケス
｀
リサデ

(内 )回転ナデ
密  l aun以下
の砂粒合む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

20← 21
蓋不(琢身) 2D 包合層 155

自然釉付着
ヘラ記号「×J

(外 )回転ヘラケス
｀
リサテ

｀

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋邪(不身) 包含層
⑬
陛

外

方
回転ナテ

｀ ヘラ切り後｀
り(内 )回転・静上ナテ

｀ 密 14m以下
の砂泣合む

(外 )白 灰色
(内 )白灰色

20$23
蓋郭(郭身) 2D 包合層

(外)回転ナテ` ヘカス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
l mm程度の砂

粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

200‐ 24
蓋不(邪身) 2D 包合層

(外 )回転ペラケス
｀
リナデ

(内 )回転・静止ナデ
密  l aul以下
の秒粒合む

(外 )灰 白色
(内 )灰白色

蓋郭(郭身) lD 包合層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
4 mm以下の砂

粒含む
(外 )青灰色
(内 )灰青色

蓋邪(不身)

1ト レ

ンチ

褐

土

黄

色
(外 )回転ナテ

｀
Aラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密  l alm以下
の砂粒合む

(外 )暗灰色
(内 )暗灰色

201-03
蓋郭(不身) lC 包含層

(外 )回 転ナテ
｀
ヘラケス

｀
り ヘラ切

り後ナテ
｀
(内 )回転・静止ナテ

｀ 密 211rの 砂
粒少し含む

(外 )淡青灰色
(内 )灰色

201114
室郭(邪身) 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

筆不(不身) 2D 包含層
(外 )回転ヘラケス

｀
リサテ

｀

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋邪(不身) 包合層
(外 )回転ヘラケス

｀
り後ナテ

｀ 回
転ナテ

｀
(内 )回転ナテ

｀ すデ
密～2 5mm程 の

砂粒含む
(外 )灰～黄灰
色(内 )灰色

畜郭(不身) 3A 包含層
(外)回転すデ Aラ切り
(内 )回転・静止ナデ

1～ 2 mmの砂
粒含む

(外 )明灰色
(内 )灰色

201118
室郷(邪身) 包含層

外

内
回転ペラケス

｀
リサテ

回転ナデ
密 2 mm程度
の秒粒含む

(外 )淡灰色
(内 )淡 白灰色

201‐ 09
岳邦(郭身)

膨
チ 包合層 9

(外 )回転ナテiヘカス
｀
り(内 )

回転ナデ 回転ナデ後ナデ
密1 5mm以 下の

砂粒含む
(外 )暗青灰色
(内 )青灰色

窒邪(不身) 包含層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

雷イ(郭身) 包合層
(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む 青仄色

20112
雷郭(邪身) 2D 包合層 152

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm大の砂粒

含む
(外 )灰色
(内 )灰色

蓋郭(不身) 2A 包合層
(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋郵(JTN身 ) lC 包合層
(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密  l alm程の

砂粒多い
(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

蓋邪(不身)

4ト レ

ンチ 馳
躯

(外 )回転ナデ

(内 )ナデ 回転ナデ
密 2剛程度
の砂粒含む

(外 )淡責灰窪
(内 )淡青灰窪

蓋1/N(郷 身) lD 包含層
(外 )回転ナテ

｀
ヘラケス

｀
り? ヘラ

切り後ナデ(内 )回転 静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡灰色

蓋不(郭身) 包合層 4

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
1～ 3 mmの砂

粒含む
(外 )暗青灰色
(内 )明青灰色

20Ⅲ 18
蓋邪(邪身) 独 包合層 (136)

(外 )ヘ ラ切り後ナデ 回転
ナデ (内 )回転・静止ナテ

｀
密

(外 )灰白色
(内 )灰 白色

20Ⅲ 19
蓋邪(不身) 2D 包合層

(外 )回転ナテ
｀ ヘラ切り後

ナデ (内 )回転・静止ナテ
｀

密

(外 )灰 白色
(内 )灰 白色

20120
畜不(不身) 2B

2ト レ

ンチ 表土
(外 )回転ナテ

｀ ヘラ切り後静
止ナデ (内 )回転・静止ナデ

密  l ltm以下
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

筆不(不身) lD 包合層 11

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密2 5mm以 下の

砂粒含む

外

内

色白

色

主
目
三
日

淡

白

蓋郵(不身) 包含層
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
灰色

蓋郭(郭身) 2A 包合層
(外 )回転ナデ

(内〉回転ナデ
密 3 dun以下
の砂粒含む

外

内
灰色
灰色

20124
雷不(邪身) 2D 包合層

(外 )回 転ナテ
｀ ヘラ切り後

ナテ'(内 )回転ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

蓋邪(不身)

‐Ｄ

瑚 包合層
(外)不明
(内 )回転ナデ

1.5 nltn以 下
の砂粒含む 青灰色

蓋邪(不身) 包合層 13

(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )淡青灰亡
(内 )淡青灰窪

蓋不(郭身) lD 包含層 13

(外 )回 転ナデ ヘラ切り後
ナテ
｀
(内 )回転ナデ

密 511n以下
の砂粒含む 天青色

20128
蓋杯(不身) 1 軸

阻
外

内
回転・静止すデ

静止・回転ナデ
密  141m以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

201‐ 29
蓋邪(不身) 包合層

外

内
回転ナテ

｀
ヘラケス

｀
リ

回転ナデ
1～ 3 11ul以 内
の砂粒含む 青灰色
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彗邪(lTN身 ) 包合層

外

デ

ヘラ切り後ナテ
｀ 回転

内)静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

蓋不(郭身) 包合層 122

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

20132
蓋邪(lTN身 ) lD 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ

密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )暗青灰色

不 包含層

(外)回転・静止ナデ
(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

20多 02
不 2A 包含層 静止糸切り痕

(外 )回転すテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )静止・回転ナデ
密 l mm程の

砂粒含む
(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

202‐ 03
不 包含層 ヘラによる痕

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

外

内
青灰色

淡青灰色

20み 04
イ 包含擢

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ ナデ
密 ～ l mm程

の砂粒含む

外

内
灰褐色
灰褐色

郭 然 包含層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

20206
邸 2D 包含層 (1■ 7) 静止糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

202117
邦 3 南斜面 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 3 mmの砂

粒含む
(外 )暗灰色
(内 )灰色

20208
不 包合層

口縁部シャープ

糸切り痕
(外 )回転ヘカス

｀
リ

(内 )回転ヘラケス
｀
リ

2 mm程度の砂
泣含む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

邦 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰白色
(内 )灰 白色

20み 10
郭 包含層 (108)

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 nun以下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

邪 2D 包含層 (113)

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

20み 12
郷 2D 包合層 (104) 回転糸切り痕

(外 )回転・静止ナデ

(内 )静上 回転ナデ
l mm程度の砂

粒合む

外

内
灰色
灰色

啄

3ト レ

ツチ 包合層 9

(外)回転糸切り後ナテ
｀

(内 )回転ナテ
｀
後静止ナデ

密 2 mmく ら
いの砂粒含む

(外 )淡黄褐色
(内 )淡黄褐色

20み 14
不 lD 包含層 回転糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 3 HLA以下
の砂粒含む

青緑褐色～暗
青褐色

不 包含層 糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )赤灰色
(内 )赤灰色

20歩 16
不 lD 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む 責黒褐色

20多 17
不 2D 包含層 121 糸切り痕

外

内
回転 静止ナデ

回転・静止ナデ
l mm程度の砂

粒含む
(外 )暗灰色
(内 )暗灰色

202‐ 18
不 2D 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
l mm以下の砂

粒含む
(外 )青灰色
(内 )青灰色

不 2D 包合層

(外)回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

20220
示 2A

3ト レ

ンチ 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

LTN

3ト レ

ンチ 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密～2 5mmの 砂

粒合む
(外 )灰～灰裡
色(内 )灰色

202● 2
示 2D 包含層 糸切り痕

(外)回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )灰色

(内 )灰色

20盟3
不 2D 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

不

‐Ｄ

劇 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ

2 mm以下の砂
粒合む

(外 )暗青灰色

(内 )紫色

20225
不 2D 包合層

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )青灰色

(内 )青灰色

郭 包合層 (106)

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒含む
(外 )灰褐色

(内 )灰茶褐窪

20301
lTN 払 包合層 11 口縁部大きく屈曲

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

20子磁
郷 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
2 mm以下の砂

粒含む 暗褐色

203113
不 払 7

(外 )回転ナデ ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )暗緑灰亡

(内 )暗緑灰窪

20争 04
示 lD 包合層 8 糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )淡褐色

(内 )淡褐色

下 2D 包合層 127 回転糸切り痕
(外 )回転すテ

｀
糸切り後静止1/

(内 )回転すデ後静止ナテ
｀

密

(外 )灰色

(内 )灰色
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示 2D 包含層 (123) (126) 糸切り痕
(外)静上・回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

不 包合層 (129)

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内

色

色

灰

灰

不 包含層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗青灰色
(内 )青灰色

20よ 09
不 lD 包合層 128 回転糸切 り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡責褐窪
(内 )淡赤褐窪

20&10
不 2A 包合層

(外 )回転ナデ ヘラケス
｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
密 lm以下
の砂粒合む

(外 )暗灰褐色
(内 )暗赤褐色

203‐ 11
不 lD 包合層 回転糸切 り痕

(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密  l nm以下
の砂粒含む 青灰色

203‐ 12
不 2D 包含層 (136)

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

色

色

灰

灰

外

内

邪 2D 包合層 131
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

郭 2D 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
l nlm大 の砂粒

含む

色

色

灰

灰

外

内

20>15
lIN 2A 包合層

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 l mmく ら
いの砂粒合む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

郷 包合層

外

内
回転ナデ
回転・静止ナデ 密

色

色

灰

灰

外

内

邦 3B 包含層 端部に沈線文

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

色

色

灰

灰

外

内

203‐ 18
郷 2B 鮒

朝 包合層 回転糸切 り痕

外

内
回転ナデ
回転・静止ナデ

密  l Hun以下
の砂粒合む

(外 )暗青灰色
(内 )H音青灰色

203‐ 19
雰 2D 包含層 糸切 り痕 ?

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

20320
邪 lD 包合層 糸切 り痕

外

内
回転ナデ
回転ナデ

2血以下の砂
粒少し含む 青灰色

20罷 1

郭 2D 包合層 糸切 り痕

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

203● 2
郷 2D 泡合層 11 糸切 り痕 ?

(外)回転・静止ナデ

(内 )回転 静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )黄灰色

啄 2D 包含層 119 回転糸切り痕
(外)回転ナデ
(内 )回転 静止ナデ

l mmの 砂粒合
む

(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

203‐ 24
不 lD 包合層 112 回転糸切 り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む 灰青色

20325
不 2D 包含層 口縁部沈線文 2条

(外 )回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
2 mm大の砂粒

合む
(外 )灰色

(内 )灰色

20326
不

‐Ｄ
闘 包合層 口縁部シャープ

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
1硼以下の砂

粒含む 暗青褐色

203● 7
不 lD 包合層 深 ヽヽ

(外 )回転ナテ
｀
後すデ 回転Aラ切

り後ナテ
｀ ヘラケス

｀
り(内 )回転ナテ・

3 mm以下の砂
粒含む

(外 断)暗青う
色(内 )暗紫色

不(底部)

4ト レ

ツチ 包合層 静止糸切り痕
(外 )ナデ

(内 )ナデ
密 ～ 4 mld程

の砂粒含む
(外 )暗赤褐雀
(内 )]吉赤褐窪

イ(底部) 然 包含層 静止糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )仄色
(内 )灰色

20403
不(底部) lD 包合層 静止糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以 下
の砂粒含む 青灰色

20404
不(底部) lD

サブ ト

レン子 色含層 回転糸切 り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  4 mm以下
の砂粒含む

(外 )暗灰掲窪
(内 )暗灰褐窪

郭(底部) lD 包合層 コ転糸切 り痕 ?

(外)回転ナデ
(内 )回転ナデ

密  l nlm以下
の砂粒含む 暗黄褐色

邪(底部) 払 包合層 孝止糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転 静止ナデ
密 3 mm以下
の秒粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

イ(底部) 包含層 回転糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む 嗜青色

20408
不(底部) lC 包含層 コ転糸切り痕

(外 )回転ナデ
(内 )回転・静止ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

20409
不(底部) 2D 包含層 コ転糸切り痕

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
l mm程度の砂

粒合む
(外 )灰色
(内 )灰色

20410
不(底部) 誂 包含層 糸切り痕

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

イ(底部) 3 谷12 鰤赳 糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む
(外 )黄仄色
(内 )黄灰色

喜台付郭 駄 包合層 貼りつけ高台の接合痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

～ l mm程度の

砂粒含む
(外 )青灰色
(内 )灰色
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言台付不 包含層 糸切り痕 ?

(外)回転ナデ

(内 )ナデ 回転ナデ
密 6 mmく ら
いの礫合む

(外 )青灰色

(内 )淡黄灰色

20岡3
言台付邦 2A 包含層

(外 )回転ナデ 静止糸切り
後ナテ

ヾ
(内 )回転ナテ

｀ すデ
密～15m程の

砂粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

20;04
葛台付郭 狐 包合層 静止糸切り痕

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色

(内 )仄色

20割35
苛台付郷 2B 包合層 貼りつけ高台

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒含む
(外 )暗青仄色

(内 )灰色

20506
高台付邪 lC 包含層 回転糸切り痕

外

内
回転ナデ

回転・静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )淡青灰色

(内 )淡灰色

20側7
高台付不 2D 包含層 糸切り痕

(外 )回 転ナテ
ヾ ヘラ|こ よる

ナデ (内 )回転すデ ナデ
2 mI以下の砂

粒合む
(外 )青灰色

(内 )青灰色

言台付不 lD 包含層
的
姓

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒合む 淡灰白色

20「D l19

言台付不 lD 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

言台付邪 lD 包含層 7 静止糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm以下の砂

粒含む 青灰色

20,11
爵台付不 2B 醐

朝 包含層 静止糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

高台付郷 払 包含層 静止糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )静止ナデ
密 3 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色

(内 )灰色

20;13
毒台付杯 2A 鰤

朝 包含層 静止糸切り痕 ?

(外 )回転ナデ

(内 )静止ナデ 密

(外 )緑灰色

(内 )緑灰色

高台付r4N 包含層
囲
陛 回転糸切り痕

(外 )回転ナデ ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 l nm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪

(内 )淡青灰窪

高台付不 lD 包含層 糸切り後貼りつけ高台
(外 )ナデ
(内 )ナデ

l mm以下の砂
粒少し合む 青灰色

葛台付不 lD 包合層 9 回転糸切り痕
(外 )ナデ

(内 )ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )日音青灰窪

(内 )青灰色

205‐ 17
言台付JTN lD 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密 淡黒色

言台付郷 2A 包合層 貼りつけ高台後ナデ
(外)回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 mmく ら
いの砂粒含む

(外 )淡灰色

(内 )淡青灰色

205‐ 19
蔚台付邪 2D

側

面

南

斜 包合層

(外 )回転ナデ ナデ?

(内 )回転・静止ナデ
l mm前後の砂

粒含む
(外 )灰色

(内 )灰色

高台付邪 払 ベルト包含層

(外)回転ナデ

(内 )静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )暗青灰色
(内 )緑灰色

20陀 1

蔚台付不
レ
矛 包含層

外

内
回転ナデ
ナデ

密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )淡青灰色
(内 )淡黄灰色

苛台付邪 嗣
納 表土

(外 )回転ナテ
｀ ヘラ切り後静止

ナデ(内 )回転ナデ後静止ナデ
3 mm大の砂粒

含む
(外 )茶灰色
(内 )茶灰色

205‐ 23
言台付不 2D 包合層 貼りつけ高台

(外 )回転ナテ
｀
後静止すテ

ヾ

(内 )回転ナデ後静止ナテ
｀

l mm以下の砂

粒含む
(外 )白褐色
(内 )白褐色

言台付郷 2D 包含層 回転糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

外

内

色

色

灰

仄

205‐ 25
霊台付邪 2D 包含層

貼りつけ高台
回転糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静上ナデ 密

(外 )暗灰色
(内 )暗灰色

言台付郭 3 谷部分 包合雇

貼りつけ高台
糸切り痕

(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )責灰色
(内 )責灰色

20601
蔚台付皿 2D 包合層 (124) 回転糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 dd以 下の

砂粒合む含む
(外 )灰色
(内 )仄色

20602
葛台付皿 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

l mm以下の砂
粒含む

(外 )灰色

(内 )灰色

20603
葛台付皿 2B 鮒

朝 包合層

(外 )回 転ヘカス
｀
り後回転

ナデ (内 )回転ナデ
密～1.5mm程 の

砂泣含む
(外 )灰褐色
(内 )淡灰褐色

206‐ l14

高台付皿 lD 包合層 回転糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ ナデ
密 1～ 5 mm

の砂粒含む
(外 )暗青灰色

(内 )暗青灰窪

206・ 05
高台付皿 2B 包合層 (128)

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密～ 2 mm程 の

砂粒含む
(外 )灰白色

(内 )灰白色

高台付皿 釉
朝 包合層

(外 )静止・回転ナデ

(内 )静止ナデ
密～ 2 mm程の

砂粒含む
(外 )淡灰色

(内 )淡灰色

葛台付皿 3A 包含層 貼 りつけ高台

(外)回転ナデ

(内 )静止ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

206‐ 08
言台付皿 包含層 回転糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 l mm以下
の砂粒合む

(外 )淡緑灰窪

(内 )淡緑灰窪

206‐ 09
皿 2D 包含層 172

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

|
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皿 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

206‐ 11
皿 2D 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

皿 lD 包合層 口縁屈曲
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
1.541以下
の秒粒合む 灰青色

葛台付皿 lD

ト

チ

プ

ン

サ

レ

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ ナデ
密 l lll以下
の砂粒含む 淡青灰色

高台付皿 lD 包合層 回転糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ ナデ
密 l aul以下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

206‐ 15
苛台付皿 2D 包合層 貼りつけ高台

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ 密

(外 )暗灰色
(内 )暗灰色

苛台付皿 2D 包合層 枯りつけ高台
(外 )回 転Aラ ケス

｀
り後回転

ナデ (内 )静止ナデ
2 Hul以 下の砂

粒合む

色

色

灰

灰

外

内

高台付皿 2D 包含層
描りつけ高台
回転糸切り痕

(外 )回転ナデ(内 )回 転培
止ナデ 回転ナデ後静止ナテ

｀
l IIl以 下の砂

泣合む
(外 )茶灰色
(内 )灰色

206‐ 18
皿 2D 包合層 回転糸切り痕

(外 )回転ヘカス
｀
リサテ

ヾ

(内 )回転・静止ナデ
密 54u以下
の小石含む

色

色

灰

灰

外

内

20319
皿 2B 鰤

朝 包含層 可転糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 Hul程の

砂粒含む
(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

206‐ 20
皿 lD 包含層 コ転糸切り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ

デ

４ア

ナ

ナ

6 11un以 下の砂
粒少し含む 嗜灰禍色

Ell 包合層 糸切り痕
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～14u程
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

206‐ 22
2D 包合層 9 回転糸切り痕

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転・静止ナデ
i nll以下の砂

粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

206‐ 23
El 2B 鰯

朝 包合層 回転糸切り痕
(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密  l IIul以 下
の砂粒含む

(外 )灰黄褐色
(内 )灰責褐窪

206・ 24
lll 2D 包含層 (136) 糸切り痕

(外)回転ナテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰黄色
(内 )灰黄色

206‐ 25
lll lC 包合層 回転糸切り痕

(外)回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 2 an以下
の砂粒含む

外

内
青灰色
青灰色

206‐ 26
2D 包含層 回転糸切り痕

(外 )糸 切り後ナデ 回転
ナテ

｀
(内 )回転 静止ナデ 密

外

内

色

色

仄

灰

206‐ 27
2D 包合層 回転糸切 り痕

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l nul以下の砂

粒含む

外

内

色

色

灰

灰

206‐ 28
包合層

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む

暗青灰～暗夕
色

20701
《蓋高邪 2A 包含層 波状文 突帯 2条

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密1.54un以 下の

砂粒合む
(外 )灰～灰褐
色(内 )責灰色

嘘蓋高邪 2D 包含層

沈線文 1条 櫛描波状
文 自然釉付着

(外 )回転ナデ(内 )自 然釉
付着により不明

5 4un大 の砂粒
含む

(外 )褐灰色
(内 )黒褐色

20子03
礁蓋高不 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～14u程
の砂粒含む

(外 )暗灰褐色
(内 )暗灰色

207‐ 04
苛ITN(脚部) 包合層 四方向 方形透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l Hun以下
の砂粒含む 灰青色

20705
苛不(脚部) 2D 包合層 三方向 方形透かし

(外)回転ナテ
｀? カキロ

(内 )回転ナデ?

l mllの砂粒含
む

(外 )白褐色
(内 )白褐色

20作 06
蔚邪(脚部) 2D 包合層 二方向 透かし

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ

l lun以 下の砂

粒含む
(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

20子Ⅳ
葛邪(脚部) 包合層 136

外

内
回転ナデ

回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )灰青色

(内 )青灰色

20子 08
照蓋高不 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密  1 4un以下
の砂粒含む

(外 )青灰色

(内 )青灰色

照蓋高郭 lC 包含層 三方向 透かし

外

内

ハケ

回転ナデ
密  1 4un以下
の砂粒多い

(外 )白灰色

(内 )白灰色

20千 10
R蓋高郷 2D 包合層 二方向 三角形切 目

外

内
回転ナテゝ ペラケス

｀
り?

回転ナテ
｀ ナテ

｀
1～ 2 mnの砂

粒含む
(外 )灰色

(内 )灰色

20子 11
照蓋高不 2D 包合層 二方向 三角形切目

外

内
回転ナデ

回転・静止ナデ
密 2 mln程度
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

20卜 12
言不(脚部)

4ト レ

ンチ 包含層 コ方向 方形透かし

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒含む
(外 )灰色
(内 )灰色

言不(脚部) lD 包合層 二方向 三角形透かし
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 1411以 下
の砂粒含む 暗青灰色

207‐ 14
言不(脚部) 2D 包含層

三方向 透かし

沈線文 1条
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

20作 15
言不(脚部) 包含層 三方向 方形透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  1 4un以下
の砂粒含む

(外 )青灰色

(内 )青灰色
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207‐ 16
高郭(脚部) lD 包含層 二方向 三角形透かし

(外)回転ナデ

(内 )ナデ 回転ナデ
密 1～ 3 nun

の砂粒合む 黄灰色

207‐ 17
高郭(脚部) 2 包合層 二方向 方形透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転すテ
ヾ
後静止ナテ 密

外

内
灰色

灰色

207‐ 18
高郭(触

「部) 2D 包合層 二方向 三角形透かし
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
灰色
黄灰色

207‐ 19
高邪(脚部) 包合層

向

し

方

か

二
透

三角形 ? (外 )回転ナデ

(内 )ナデ 回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗青灰色
(内 )淡青灰色

207‐ 20
高郭(脚部) 4_t 包合層

二方向 三角形 ?

透かし
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

高郭(脚部) 包合層

二段三角形三方向
透かし 沈線文 1条

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

外

内
淡灰色
淡青灰色

207‐ 22
高都(触

「部) 払 包含層

二段三方向
方形透かし

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

207‐ 23
高郭(脚部) 2D

側

面

南

斜 包合層 138

方形透かしの上下に沈
線文各 1条

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
灰色

灰色

207‐ 24
高郭(脚部) 包含層 14

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

207‐ 25
高郭(脚部) 包合層 方形透かし

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒合む

外

内
灰色

淡灰色

20301
高邪(不部) 2D 包含層 15 邪部段あり

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
青灰色
青灰色

高郭(邪部) lA 包合層 邪部段あり
(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転 静止ナデ 密

(外 内)灰オリ
ーブ色

高邪(不部) 包合層 不部段あり
(外)回転ナデ カキロ
(内 )回転 静止ナデ

密 4 mm程度
の石合む

(外 )白 灰色
(内 )白灰色

20804
高邪(邪部) lD 包合層 208

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 3mm以 下
の砂粒含む 青灰色

20305
高邦(不部) 包合層

(外)回転ナデ

(内 )不明
密  l mm以下
の砂粒合む

(外 )暗灰色
(内 )灰黄色

20306
高不(郭部) 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転 静止ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

20307
高邪(郭部) 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂泣合む

外

内
青灰色
淡青灰色

20&08
高邪(不部) 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ後ナデ
密1 5mm以下の

砂粒合む
(表 )紫灰～茶色
(断)青灰～茶色

20809
高邪(不部) 包合層

外

内
回転ナデ
回転・静止ナデ

密 2 mm以 下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

高郭(不部) 包含層

外

内
回転ナデ
回転・静止ナデ

密 1～ 2 mm

の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

208‐ 11
高杯(不部) lD 包含層

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密  1・mm以 下
の砂粒含む

外

内
淡灰色
白灰色

208‐ 12
高邪(JTN部 ) 2D 包含層 自然釉付着

外

内
回転ナデ ヘラケス

｀
リ

回転ナデ 密

(外 )暗灰色
(内 )淡褐色

高郭(lTN部 ) 包合層 自然釉付着

外

内
回転ナデ カキロ
回転ナデ

3 mm以下の砂
粒少し合む

(外 )暗青灰色
(内 )青灰色

高邪(不部) 包合層 15

外

内
回転ナデ

回転ナデ
l mm以 下の砂

粒含む
(外 )暗黒青色
(内 )暗青灰色

高不(不部) l_A 包合層

外

内
回転ナデ後ナデ

回転ナデ
密 l mn以 下
の砂粒合む

(外 )灰色
(内 )灰色

高邪(不部)

1ト レ

ンチ 包合層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )茶灰色
(内 )暗青灰雀

高郭(不部) 2A 包合層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰黄色

(内 )灰黄色

20818
高郭(JTN部 ) 包合層

外

内
回転ナデ
静止・回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色

20819
高郭(lTN部 ) lA 包合層

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色

(内 )灰色

20&20
高琢(不部) 2A 己合層 盤か ?

(外 )回転・静止ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

20821
高郭
(接続部)

4ト レ

ツチ
黒褐色
±2層 三方向 方形透かし

(外 )回転すテ
｀
・ヘラケス

ヾ
リ

(内 )回転ナテ
｀ タタキ

密 ～ 2 aI程

の砂粒合む
(外 )青灰色
(内 )淡灰色

20&22
高郭
(接続部) 3A 包合層聯

５８
三方向 三角形透かし

(外 )回転ナデ
(内 )静止ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

20323
高邪
(接続部) 包含層断

５６
二方向 方形透かし

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

密  l nuF以下
の砂粒合む

(外 )暗灰色
(内 )灰色

20&24
高邪
(接続部)

1ト レ

ンチ 包合層 二方向 三角形透かし
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以 下
の砂粒合む

外

内
淡青灰雀
淡青灰亡

-292-



図

ｏ

挿

Ｎ
器  種 区 遺 構 層 位 口径 器高 最大雀 底 径 形態 文様 の特徴 調   整 胎 土 色  調

20&25
高不

(接続部) 谷輿 包合層 二方向 方形透かし

外

内
回転ナデ

回転ナデ
2 mm大の砂粒

含む
(外 )灰色

(内 )灰色

20826
高邪

(接続部) lD 包合層 二方向 方形透かし

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 l lu以 下
の砂粒含む 灰青色

高不

(接続部) 払 包合層 二方向 方形透かし

外

内
回転ナデ

回転ナデ ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒合む
(外 )青灰色

(内 )灰色

20828
罰lTN

I接続部) 匂含層 二方向 三角形透かし

外

内
回転ナデ

静上 回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )淡白灰色

(内 )淡白灰色

20829
尋不

1接続部) 包合層 二方向 三角形透かし

外

内
回転ナデ
ナデ

密 2 HLm以下
の砂粒合む 灰青色

20830
言郭

i接続部) lD 包含層 透かし
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 5 1un以下
の砂粒含む

(外 )青灰色

(内 )灰青色

罰邪僻「部)

‐Ｄ
劃 包含層 三方向 三角形透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm以 下の砂

粒含む 暗灰色

20902
霊lTN(脚 部) 包含層 二方向 方形透かし

(外〉回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪

(内 )青灰色

20903
旨不(脚部) 1

(外 )回転ナデ

(内 )ナデ
密 l Hm以 下
の砂粒合む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

20}04
言不(脚部) ユ 包合層 透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l lul以下
の砂粒多い

外

内
青灰色
青灰色

209‐ 05
葺邪(脚部)

lト レ

ンチ 表土 透かし
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mmの 砂

粒含む

外

内
淡灰色
淡灰色

言不(脚部) 包含嬉 透かし
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒含む

外

内
淡灰色
淡青灰色

葛不(脚部) 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
3 mm以下の砂

粒含む
(外 )青灰色
(内 )灰青色

20908
葺郷 (脚部 ) lD 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以 下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )灰青色

高郭(イ部) 包合層 櫛描刺突文
(外 )ナデ

(内 )ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 内)黄 黒
色(断 )灰色

葛邦(不部) 包合層 口縁端部に沈線文
(外 )回転ナデ

(内 )回転・静止ナデ
密 l mm以下
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

高不
(接続部) 包合層 櫛描刺突文

外

内
回転ナデ

回転ナデ ナデ
密～1 5mm程の

砂粒含む
(外 )灰色
(内 )淡灰色

20}12
高不
(接続部) 2D 包含層

外

内
回転ナデ

回転ナデ ナデ 密

(外 )青灰色
(内 )暗灰色

20}13
雪不(脚部) lA 包含層 三方向 二段切 目

外

内
回転ナデ

ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

20与 14
高郭(脚部) 2 包合層 先線文 2条

外

内
回転ナデ

回転ナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )灰色
(内 )灰色

209‐ 15
高邪(脚部) 然 包合層 三方向 方形透かし

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )青灰色
(内 )青灰色

甦

(口縁部) lA 包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

210‐ 02
甦

(口縁部) 2D 包含層

沈線文 ? 波状文
自然釉付着

(外 )回転ナデ
(内 )回転ナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )黒色
(内 )灰色

210‐ 03
盟

(胴部) 2D 包含層

沈線文 7条
自然釉付着

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 指頭圧痕 密

(外 )黄灰色
(内 )黄灰色

21304
盟

(胴部)

サブト

レンチ 包合層 172
櫛描刺突文
自然釉付着

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 5 mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡灰色
(内 )青灰色

広
帥 包合層

波状文 7条
自然TH付着

外

内 ヘラケズリ ナデ
密 2 mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗灰色
(内 )白灰色

甦

(胴部) 包合層 沈線文 2条 波状文

外

内

カキロ後ナデ
回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒合む

外

内
黄灰色
黄灰色

也

1頸部) 2D 包合層離能 櫛描波状文
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
1～ 3 mm大の

砂粒含む
(外 )褐灰色

(内 )暗灰色

2111118
毬

1頸部) 2A 包合層 波状文
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内

色

色

灰

灰

210‐ 09
逐 包合層

③
姓

櫛描波状文 櫛描刺突
文 沈線文 2条

(外)回転ナデ・ヘラケス
｀
リ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内
淡青灰窪
淡青灰窪

21∈ 10
込

‐Ｄ
瑚 包合層

副
Ｍ

沈線文 1条
櫛描刺突文

(外)回転すデ・ヘラケス・リ

(内 )回転ナデ 指押さえ
密 l mm以 下
の砂粒含む 天青色

甦 包合層 (107) 沈線文 櫛描刺突文
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密～ 2 mm程 の

砂粒含む
(外 )責灰～5
色(内 )灰色

210‐ 12
醒 包含層

(95)

以上 4 沈線文
(外 )回転すデ・ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰窪
淡青灰雀

21は 13
甦

(底部) 包合層
(外 )回転ナテ

｀
・ペラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密1 5mm以 下の

砂粒合む

外

内
青灰色
灰青色
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醒

(底部) lD 包合層
(外 )回転すデ 回転ヘラケス

｀
リ

後ナデ (内 )回転ナテ
｀ 密1 5mm以下の

砂粒含む
(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

自口壷 包合層
０
姓

(外 )回転すテ
｀
ヘラケス

｀
リ

(内 )回転ナデ
密  l mm以下
の砂粒合む

(外 )暗青灰色
(内 )淡青灰色

巨口壷 包含層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 Hun以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色
淡青灰色

211117
巨口壷 lA ベルト包合層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l lm以下
の砂粒含む

外

内
淡青灰色

淡青灰色

21∈ 18
C頸壷 醐

朝 包合層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
灰黄色
灰黄色

21← 19
∈頸壷 包含層

(外 )回転ヘラケス
｀
り? ナデ?

(内 )回転ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒含む

外

内

H音灰色
暗灰色

21∈20
豆頸壷 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
褐灰色
灰色

21001
曼頸瓶 3 南斜面 包含層 自然釉付着

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
1～ 2 mmの砂
粒少し含む

外

内

色

色

灰

灰

21∈ 22
罠頸瓶 包含層 沈線文

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 絞り痕
密～2 5mm程 の

砂粒含む
(外 )暗灰,黄土色
(内 )淡灰,黄灰色

211123
罠頸瓶

1ト レ

ンチ 包合層 沈線文 2条
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗灰色
(内 )淡灰色

最頸瓶
(口縁) lD 包合層 沈線文

(外 )回転ナデ カキロ
(内 )回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む 青灰色

211‐ 02
壷・瓶類
(口縁) 包合層 沈線文 1条

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm程度
の砂粒含む

外

内

色

色

灰

灰

自

白

211‐ 03
壺・瓶類
(口縁)

3ト レ

ンチ 包合層 7 自然釉付着
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )灰色
(内 )淡灰色

211‐ l14
壷・瓶類
(口縁) 2A 包合層

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

外

内
灰色

灰色

董・瓶類
(口縁) 1 排土

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

外

内
青灰色
淡青灰色

董・瓶類
(口縁) 2 輔

鵬
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mmの砂粒合

む
(外 )灰色

(内 )灰色

韮・瓶類
(口縁) lD 包含層

外

内
回転ナデ

回転ナデ

1 5mm以下
の砂粒合む 淡灰紫色

董 瓶類
(口縁) 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 l nm以下
の砂粒合む

(外 )暗青灰色
(内 )暗灰色

2■‐09
董・瓶頬
(口縁) 2D 包合層 口縁端部内折

外

内
回転ナデ
回転ナデ

l mm程度の砂
粒含む

(外 )青灰色
(内 )灰色

壺・瓶類
(口縁) lD 包合層

口縁部に面あり

沈線】犬に窪む

外

内
回転ナデ タタキ

回転ナデ タタキ
密 l mm以下
の砂粒合む

(外 )灰色
(内 )暗灰色

壷・瓶類
(口縁) 包合層 口縁端部に面あり

外

内
回転ナデ
回転ナテ

｀
後静止ナテ

密 2 mm以下
の砂粒合む

(外 )青灰色

(内 )淡灰色

董・瓶類
(口縁) 2A 包含層 (157) 沈線文 1条

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 ～ 2 mm程

の砂粒含む
(外 )淡灰色
(内 )淡責灰色

壷・瓶類
(底部) lD 包含層 11 自然釉付着

外

内
回転ナデ タタキ

回転ナデ ナデ
密 l mm以下の

砂粒多い
(外 )暗灰色

(内 )暗灰色

長頸瓶
(底部) 夙 包含層 列点文

外 回転ヘラケス
｀
り後回転

内)回転ナテ
｀ タタキ

密 ～ 2 mm程

の砂粒含む
(外 )暗灰色

(内 )暗責灰色

董・瓶類
(底部) 弱

趾
(外 )回 転ヘラケがり・ナテ

｀ ヘラ切
り後回転ナテ

｀
(内 )回転・静止すテ

｀
l mm大の砂粒

含む
(外 )灰色

(内 )灰色

長頸瓶

(底部) 2D 包含層

外

内
回転ナテゝ ヘラケス

｀
リ

回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

重・瓶類
(底部) 2D 包含層 自然釉付着

外

内
自然釉により不明
回転・静止ナデ 密

(外 )灰 白色
(内 )灰 白色

壼・瓶類
(底部) 2D 包含層

ヘラによる「十」F「
貼りつけ高台

外

内
回転・静止ナデ
回転・静止ナデ

l lunの砂粒合
む

(外 )暗灰色

(内 )灰色

重・瓶類

(底部) lD 包合層

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外)青 灰色(内 )淡

青灰色(断 )索灰色

重・瓶類
(底部) 2C 包含層

外

デ

ヘカス
｀
り後ナテ

｀ 回転
内)静止ナテ

｀ 密 3 mln程の

砂粒含む
(外 )淡青灰色

(内 )淡青灰色

壺・瓶類
(底部) lD

ナブト
レツチ 静止糸切り痕

(外 )回転ヘラケス
｀
リナデ (内 )

回転ヘラケス
｀
り後回転ナデ

密 l mm以下
の砂粒合む 青灰色

211-22
董・瓶類
(底部) 2D 包合層 192

(外 )回転ヘラケズリ

(内 )回転ナデ
1～ 2 mmの砂

粒含む

色

色

灰

灰

外

内

21歩01
長頸瓶

(底部) 包含層
(外 )回転ヘラケス

｀
リサデ

(内 )回転ナテ
｀ すデ タタキ

密 ～21m程
の砂粒含む

(外 )H音灰色
(内 )灰色

21多 02
霊(底部) 包合層 (52) 湿台痕

(外 )回 転ヘラケス
｀
り後回転

ナテ
｀
(内 )回転すデ ナテ

｀ 密 ～ 2 Hun程

の砂粒合む

色

色

灰

灰

外

内

|_
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配

器 種 区 遺構 層位 口径 器高 衰大径 底径 形態・文様 の特徴 調   整 胎  土 色  調

重(底部) 2D 包含層

(外 )回転ヘラケズリ

(内 )回転ナデ
2 mm程度の砂

粒含む
(外 )淡褐色
(内 )淡褐色

壷(底部) 2D 包合層 自然TH付着
(外 )回転ナテ

｀
・ヘラケス

｀
リ

(内 )回転・静止ナデ
l lun程度の砂

粒含む
(外 )黄灰色
(内 )暗灰色

重(底部) 包含層

(外 )回転ヘラケズリ

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡青仄窪
(内 )明青灰窪

壺(底部) lA 包含層

(外)回転・静止ナテ
｀
(内 )回

転ナテ注ヘラケス'り 静止ナデ
密 4 mm以下
の砂粒含む

(外 )仄色(内 )

淡責青灰色

21歩 07
壺lI同部) lC 包含層

外

内
回転ナテ・`ペラケス

｀
リ

回転・静止ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )暗青灰窪
(内 )淡青灰窪

重U同部) lD 包含層

7

以上

外

内
オロ 回転ペラケス

｀
リ

回転ナデ
密 2 mm以下
の砂粒含む 暗茶褐色

壺(1同 部) 2D 包含層 226
(外 )回転ナテ

｀
? カキロ タタキ後カキロ

(内 )回転ナデ タタキ後回転すテ
｀

密

(外 )灰色
(内 )灰色

21多 10
壷(底部) とD 包含層 箸止糸切り痕

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密  l rm以下
の砂粒含む 青灰色

重(底部) 払 包含層 箸止糸切り痕

外

内
回転ナテ

｀
Aラケス

｀
リ

静止・回転ナデ
密 5 mm以下の

砂粒 1粒含む
(外 )緑灰色

(内 )緑灰色

21歩 12
壷(底部) 2A 包含層 等止糸切り痕

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )赤灰色
(内 )灰色

21多 13
壺(底部) lD 包含層 コ転糸切り痕

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 2 mm以下
の砂粒含む 淡青灰色

壷(底部)

レ
チ 包合層 糸切り痕

外

内
回転・静止ナデ
回転・静止ナデ

2～ 5 mmの砂

粒含む
(外 )淡赤褐窪

(内 )灰色

提瓶(胴部) 2A 包含層

外

内
ナデ ハケ
回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒含む
(外 )黄灰色

(内 )青灰色

213‐ 02
提瓶ll巴手) 包合層 自然釉付着

外

内
自然釉により不明
回転ナデ

密  l mm程度
の砂粒含む

(外 )淡灰色

(内 )白 灰色

213‐ 03
平瓶曾巴手) 2D 包合層

外

内

ヘラケズリ

指頭圧痕 密

(外 )責灰色

(内 )灰色

21伊 04
隣瓶 包合層

外

内舛
舛

夕舛後ナテ 密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )暗青灰窪
(内 )青灰色

21}05
陳瓶 lD 包合層

外

内

タタキ後ナデ
タタキ

密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰窪
(内 )淡青灰窪

21子 06
黄瓶 2A 胸

カ 包合層 自然釉付着

外

内

タタキ後カキロ
タタキ後ナデ

密 ～ 2 mm程

の砂粒含む
(外 )暗責灰窪
(内 )淡灰褐窪

213-07
尾瓶(打同部)

包合層

外

内

夕舛後カキロ ナテ
タタキ

密 ～ 3 mm程

の砂粒含む
(外 )暗灰色
(内 )濃黄灰色

21401
把手付壷 2A 包含層

外

内
回転ヘラケズリ

回転ナデ
密 ～3 5mm程

の砂粒含む
(外 )暗青灰色

(内 )灰色

215‐ l11
蓋
(有蓋高不) 2D 包含層 翔郷

48
以上 輪状つまみ

外

内
回転ナテ

｀
ヘラケス

｀
リ

回転・静止ナデ

l mm大の砂粒
含む

(外 )青灰色
(内 )灰色

蓋 包含層 沈線文 2条

外

内

カキロ 回転ナテ

回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )灰色

(内 )淡灰色

蓋 包含層 12

外

内
回転ヘカス

｀
り後カキロ

回転ナデ
密 2 mm程の

砂粒含む
(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

蓋 2D 包合層

外

内
回転ナデ カキロ

回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

蓋 包合層 158 口縁端部に沈線

外

内
回転ナデ

回転ナデ
密 3 mln以下
の砂粒合む

(外 )暗青色
(内 )暗青色

ヨ縁 包合層

外

内
回転ナデ
回転ナデ

1 4ud大 の砂粒
合む

(外 )灰色
(内 )灰色

215‐ 07
ヨ縁 包含層

外

内
回転ナデ
回転ナデ 密

(外 )灰褐色
(内 )灰褐色

21;08
ヨ縁 包合層

外

内
回転ナデ
回転ナデ?

密3 5mm以 下の

砂粒合む
(外 )灰赤色
(内 )黄橙色

]縁 lD 包含層

外

内
回転ナデ 密 l mm以 下

の砂粒含む
(外 )赤褐色

(内 )灰 黒褐色

21,10
]縁 排土

外

内
回転ナデ
回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )淡灰色

(内 )淡灰色

215‐H
沐 h 包合層 13

外

内

ヘラケズリ ナデ
ナデ 密

(外 )白灰色
(内 )青灰色

215‐ 12
即部 2D 包含層

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 l nun以下
の砂粒含む

(外 )灰色
(内 )灰色

215-13
即部 包合尾

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 2 mn以 下
の砂粒含む

(外 )黄灰色
(内 )青灰色

ホ(口縁) 2A 包合層
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰黄色
(内 )灰黄色
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器 種 区 遺構 層位 口径 器高 最大俗 底 径 形 態・文様 の特徴 調   整 胎  土 色  調

葛不形器台

ｉＣ‐Ｄ

曲 包合層

波状文 沈線文
三角形透かし

外

内 ナデ

密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

器台(脚部) 包含層 波状文 2条以上

外

内

カキロ
ヘラケズリ ナデ

密 l mm程度
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

21141
沐 lD 包含層 口縁部外面に沈線文

外

内舛蜘
ナデ
ナデ

密 2 mm以下
の砂粒多い

(外 )灰色
(内 )灰色

21402
沐

Ｍ

２Ｄ 包合層
Ｗ
姓 ヨ縁部外面に沈線文

(外 )ヨ コナデ タタキ

(内 )ナデ 当具痕 密

(外 )灰色
(内 )褐灰色

琳

4ト レ

ンチ 包合層 434 ‐９８姓
把手付
沈線文

(外 )タタキ ナデ

(内 )車輪状当具痕
密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

鉢

２Ｃ

２Ｄ 包含層
８
姓 沈線文

(外 )タタキ

(内 )車輪状当具痕 密

(外 )黒灰色
(内 )暗灰色

21801
中形甕 2B 包含層

(外)回転ナデ タタキ(内 )巨

転ナテ
｀ 同心円状当具痕

密 ～ l mm程

の砂粒含む

外

内
灰緑色
淡灰色

21,02
中形密 3 包含層 206

(外)回転ナデ タタキ
(内 )回転ナデ タタキ 密

外

内

色

色

灰

灰

1形甕

３Ｂ

Ｍ 動
鵬 自然釉付着

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mmの 砂粒合

む

外

内
褐灰色
褐灰色

21304 陵
醐 包合層 自然釉付着

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～ l llm程

の砂粒含む

外

内
灰色
黄灰色

1形甕 2D 包合層 自然釉付着
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm大の砂粒
少し含む

(外 )灰色
(内 )灰色

餞
醐 2B 包含層 自然釉付着

外

内
回転ナデ

回転ナデ

密 ～ l mm程

の砂粒含む
(外 )責灰色
(内 )黄灰色

21807
1形甕 2D 包合層

沈線文 2条
ヘラ記号

外

内
回転ナデ

回転ナデ

2～ 5 mmの砂

粒含む
(外 )黒灰色
(内 )黒褐色

21308
1形甕 魏

鵬 自然釉付着

(外)回転ナデ タタキ

(内 )回転ナデ タタキ
l nun大 の砂粒

含む
(外 )暗灰色
(内 )暗灰色

大形甕 2D 包含層
自然釉付着 沈線文
櫛描波状文

外

内
回転ナデ後ナデ

回転ナデ 密

(外 )褐灰色
(内 )灰色

21902
大形甕 払 包合層

沈線文 櫛描波状文
自然釉付着

外

内 回転 ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )白灰色

21}03
大形甕
(口縁) 1 自然釉付着

外

内
回転ナデ

回転ナデ

密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )暗赤褐色
(内 )暗赤褐色

219‐ 04
大形甕
(口縁) 然 包合層

沈線文 櫛描波状文
自然釉付着

外

内
回転ナデ

回転ナデ

密～2 5mm程 の

砂粒含む
(外 )暗青灰色

(内 )暗青灰窪

大形甕 4

墓

室

穴

玄

横

ｌ 聯
２４

波状文 沈線文
自然釉付着

外

内
回転ナテ

｀
 カキロ?

回転ナデ 密

外

内

色

色

褐

褐

茶

黒

21906
(形甕 2D

面

上

斜

表 櫛描波状文
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

外

内
青灰色
褐灰色

(形甕 2D 包合層 波状文
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ 密

(外 )暗灰色

(内 )灰色

罐
爾

4ト レ

ンチ 包合層 沈線文 波状文
(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～ 3 mm程

の砂粒含む
(外 )淡黄灰色

(内 )暗灰色

21909 醗
醐 2A 包合層

沈線文 4条
波状文

(外 )回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～ 2 mm程

の砂粒合む
(外 )暗青灰色
(内 )黄灰色

21}10 鯵
蜘 2A 包合層 波状文

(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
密 ～ 2 mm程

の砂粒含む
(外 )暗青灰色
(内 )暗青灰色

(形甕
２、３畑 動

鵬
沈線文
櫛描波状文

(外 )タ タキ(内 )同心円状当
具痕 静上 回転ナテ

｀
密

(外 )日音灰色
(内 )暗灰色

畜(胴部片) 2 包含層 自然釉付着
(外 )タタキ カキロ

(内 )同心円状当具痕 密

(外 )暗灰褐色

(内 )灰褐色

220‐ 03
密(胴部片) 2D 包合層 自然釉付着

(外 )タタキ後カキロ

(内 )タタキ 当具痕 密

(外 )灰色

(内 )灰色

22304
寄(胴部片) 2A 包合層 自然釉付着

(外 )タタキ後カキロ

(内 )タタキ 当具痕
密 3 mm以下
の砂粒含む

(外 )灰白色

(内 )灰 白色

22305
欝(胴部片) 2 包合層

(外 )タタキ

(内 )同心円状当具痕

1～ 2 mmの砂
粒合ひ

(外 )黒灰色
(内 )灰色

餐(胴部片) 2D 包含層 自然釉付着
(外 )タタキ後カキロ

(内 )同心円状当具痕

1～ 2 mmの砂
粒少し合む

(外 )仄色
(内 )灰色

221112
甕(胴部片) 包合層

(外 )タタキ

(内 )同心円状当具痕
密～1 5mln程の

砂粒合む
(外 )黄灰色

(内 )灰色

221‐ 03
甕(1同 部片) 2D 斜面 欝

赳 自然釉付着

外

内

タタキ

同心円状当具痕

l mllの砂粒含
む

(外 )暗褐色

(内 )灰色

222‐ 01
蓋邪 2D 包含層 ヘラ記号

(外 )回転ヘラケス
｀
リサテ

(内 )静止ナデ
1皿m程度の砂

粒含む
(外 )茶灰色

(内 )青灰色

222‐ 02
蓋 南斜面 ヘラ記号

(外 )回転ナテ注ヘカス'リ

(内 )回転ナデ 密

(外 )灰色

(内 )灰色
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翻
配

器 種 区 遺構 層位 口径 器高 最大雀 底 径 形態 文様 の特 徴 調   整 胎  土 色  調

222‐ 03
至不 2D 包合層 ヘ ラ記号

(外 )回転ヘラケズリ
(内 )回転・静止ナデ

l mm程度の砂

壮合む
(外 )灰色
(内 )灰色

222‐ 04
冨郭

1天丼or底 ) 包合層 ヘラ記号
(外 )ヘラ切り後ナデ
(内 )静止・回転ナデ

密  l mm以 下
の砂粒合む 淡青灰色

22多 05
蓋郭
1天丼or底 ) lD 包含層 ヘラ記号「×」

(外 )ヘラ切り後ナデ
(内 )静止ナデ

密  l mm以 下
の秒粒合む

(外 )暗青灰色
(内 )淡青灰色

雷不
1天丼or底 )

ト

チ 包含層 ヘラ記号「×J

(外 )ヘ ラ切り後ナデ 回転
ナデ (内 )静止・回転すテ

｀ 密 3 mm程度
の砂粒多い

(外 )淡橙褐色
(内 )淡橙褐色

郭 (底部 ) 包含層 ヘラ記号「×J

(外 )

(内 )回転ナデ
密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

22歩 08
郭蓋 包合層

(外 )回転ナテ
｀ ヘラ切り

(内 )回転ナデ
密  l dun以下
の砂粒含む

(外 )暗青～灰
色(内 )灰色

222Ч99
蓋邪 2D 包含層 ヘラ記号

(外)静止ナテ
゛
後ヘラ切り

(内 )静止ナデ
l mm以下の砂

粒合む
(外 )灰色

(内 )灰色

蓋郭

(天丼or底 ) 包含層 ヘラ記号
(外 )ヘラ切り後ナデ

｀

(内 )静止ナデ
密 l mm以下
の砂粒合む

(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

蓋 包合層 ヘラ記号
(外 )回転ヘラ切り後静止ナテ
(内 )静止・回転ナデ 密

(外 )灰色
(内 )灰色

22多 12
不?

欝底部? lD 包合層 7 ヘラ記号
(外)回転ナデ

(内 )回転ナデ
l mm以下の秒

粒含む

外

内
灰色

灰色

222‐ 13
室邪(不蓋) lD 包合層 ヘ ラ記号 ?

(外 )ヘラ切り後ナデ
(内 )回転ナデ

密 ～1 5mmの

砂粒含む
(外 )灰白色
(内 )灰 白色

畜邪(不蓋)

2ト レ

ンチ 黒色土 ヘ ラ記号

(外 )回転ヘラケス
｀
リサテ

｀

(内 )回転ナデ ナデ
密～1 5mm程 の

砂粒含む

外

内

色

色

灰

灰

22歩 15
2D 包合層 ヘラ記号

(外)回転ヘラケス
｀
リナデ

(内 )回転ナデ
l mmの 砂粒合

む
(外 )灰色
(内 )白 灰色

222‐ 16
至郭(郭蓋) 包合層 ヘラ記号

(外 )回転ヘラケズリ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )青灰色

蓋イ(不蓋) 包合層 ヘラ記号

(外 )ナデ ヘラケズリ
(内 )ナデ 密

(外 )白色
(内 )白色

22み 18
吾必(邪蓋) 包合層 ヘラ記号

(外 )ヘラ切り後ナデ

(内 )静止・回転ナデ
密1 5mm以下の

砂粒含む
(外 )淡青灰窪
(内 )責～灰窪

轟 払 包合層 ヘラ切り
(外 )回転ヘラケズリ
(内 )回転ナデ ナデ

密 ～ 5 4un程

の砂粒合む
(外 )青灰色
(内 )灰色

蓋郷(lTN蓋 ) lD 包合層 ヘラ記号
(外)回転ヘラケス

｀
り後ナテ

(内 )回転すデ
密 l mm以 下
の砂粒含む

(外 )暗青灰色
(内 )青灰色

22221
蓋ITN(邪蓋) lD 包含層 ヘラ言己号

(外 )ヘラ切り後カキロ
(内 )静止ナデ

密 l mm程の

砂粒合む
(外 )青灰色
(内 )白 灰色

222‐ 22
蓋邦

(天丼Or底 ) 包含層 ヘラ記号
(外 )回転ヘラケス

｀
リサテ'

(内 )静上 回転ナデ
密 2mm以下
の砂粒含む

(外 )淡青灰色
(内 )淡青灰色

22多 23
不蓋 耕作土 ヘラ記号

(外 )ヘ ラ切り後ナデ 回転
ナデ (内 )静止・回転ナテ

｀ 密 l aun以下
の砂粒合む

(外 )赤褐色
(内 )赤褐色

22"4 蓋邪
(天丼or底 ) 包含層

(外)ヘラ切り後ナデ
(内 )静止・回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む

外

内

色

色

灰

灰

圭
目
波
体

222‐ 25
蓋郭 2D 包含層 ヘラ記号

(外 )回転ヘラケス
｀
リサデ

(内 )回転・静止ナデ
l mm以下の砂

粒含む

外

内
青灰色
灰色

22み 26
蓋邪
1天丼or底 ) 包含層 ヘラ記号

(外 )ヘラ切り後回転ヘラケス
｀
リ

(内 )静止ナデ
密 l mm以下
の砂粒含む

(外 )暗青灰色
(内 )淡青灰色

22227
蓋イ
1天丼or底 ) 包含層 ヘラ記号

(外 )ヘラ切り後ナデ 回転
ナテ・ (内 )静止・回転ナデ

密 2mm以 下
の砂粒含む 暗青灰色

222‐ 28
蓋郭(不身)

鋤
切 包含層 ヘラ記号

(外 )回転ヘカス
｀
り後ナテ

｀ 回
転ナテ

｀
(内 )ナデ 回転ナテ

｀ 密～1 5mm程 の

砂粒合む
(外 )灰色
(内 )灰色

22"9
不身 包合層 ヘラ記号

(外 )回転ナデ後ナデ
(内 )ナデ

密 l mm以 下
の砂粒含む 青灰色

222‐ 30
不(底部) lC

サブト

レンチ 包合層 ヘラ記号
(外 )回転ヘラケズリ
(内 )ナデ 回転ナデ

密  2 nun以下
の砂粒含む

(外 )青灰色
(内 )淡青灰色

22>01
蓋不(不蓋) 2A 包含層 ヘラ記号

(外)回転すデ ヘラ切り
(内 )回転ナデ ナデ

～2剛程の砂
粒合む

(外 )灰色
(内 )灰色

223112
霊(底部) lD 包含層 ヘラ言己号

(外 )回転ナテ
｀ ヘラ切り

(内 )回転すデ後ナデ
密 l mm以 下
の砂粒含む 灰青色

223‐ 03
壼(底部) 包含層 ヘラ記号

(外 )回転ヘラケス
｀
り ヘラ切り

後ナテ
ヾ
(内 )回転ナデ

密 l mm以 下
の砂粒合む

(外 )淡白灰色
(内 )青白灰色

22304
蓋lTN(不蓋) 払 包合層 板目痕

(外 )ヘラ切り後ナデ 回転
ヘラケス

｀
り(内 )回転ナデ ナデ

密 ～ 2 mm程

の砂粒合む
(外 )淡灰色
(内 )淡灰色

啄身 lD 包合層 ヘラ切り後彰ケス
｀
リ

(外 )回転ナテ
ヾ
後ナデ (内 )巨

転すデ 回転ナテ
｀
後ナテ

｀ 密  l mm以 下
の砂粒含む

外

内

色

色

灰

青

青

灰

22}06
よそう lD 包含層 沈線文 波状文

(外 )カキロ
(内 )回転ナデ

密  l mm以下
の砂粒含む

(外 )淡灰色
(内 )暗灰色

-297-



第12表 竹ノ崎遺跡 石製品 観察表

挿図Nα 器 種 区 遺 構 土 層 障でｃｍｊ
』

ｃｍ '早

ё

(cm)
襲
０

石 材 色  調 備   考

22601 石鏃 2A 包含層
サヌカイトY

安山岩
灰 色 平基式

226-02 石鏃 2C 包含層 安山岩 灰色 凹基式

22603 石鏃 lD】ヒ 包含層 安山岩 灰色 凹基式

22◆04 石斧 2D 包含層 4 淡黄褐色 基部欠損 敲打痕

226-05 敲石 5ト レンチ 表土 淡褐色

226-06 敲石 4トレンチ 包含層 茶褐色 敲打痕 一部剥離

227-01 砥石 lC】ヒ 包含層 128 砂岩 ? 淡褐色 3面の使用痕

227‐ 02 祗石 lB 包含層 淡緑灰色 1面の使用痕

227-03 砥石 然 包含層 0,0 淡乎L白色 端部欠損

227-04 砥石 2D 包含層 淡黄褐色 5面の使用痕

227-05 砥石 lA 包含層 淡黄褐色 2面 もしくは3面の使用痕

227-06 砥石 lC】ヒ 包含層 5 明褐色 4面の使用痕

228‐ 08 五輪塔 3A 6トレンチ 表土 165 4.65k 擬灰岩 淡灰色 頂部欠損 ホゾ欠損

第13表 竹ノ崎遺跡 小玉 観察表

挿図No 器 種 区 遺 構 土  層
長 さ
(mm)

律

ｍｍ

孔径
(mm)

璽 さ

(IF)
石 材 色 調 備   考

22301 臼玉 3 包含層 0.25 滑 石 灰色

22移02 臼玉 3 包含層 023 滑 石 灰色 やや欠損

228-03 臼玉 3 包合層 滑 石 灰色

22304 臼玉 3 包含層 滑石 灰色

22&05 臼玉 3 包合層 滑石 灰色

22306 臼 玉 3 包含層 3以上 0.22 滑石 灰色 片面欠損

22&07 臼玉 3 包含層 滑石 灰色 両面とも%以上欠損

第14表 竹ノ崎遺跡 鉄器 観察表

挿図No 器 種 区 遺 構 土 層 騨
くｃｍ＞

鴨

帥 '旱

さ

(cm)
備   考

157-01 直刀 4 1号穴 (玄室) 21.3

225-01 直刀 4B 包含層

225‐ 02 直刀 2B 包含層 刀身部に木質付着

22}03 鎌の刀 2D 包含層 両端部欠損

225-04 鏃 ? 2A 包合層 先端部・刀部・基部欠損

22}05 釘 2B 包含層 先端部曲がる

釘 2B 包合層 先端部欠損

225-07 釘 2B 包含層 先端部欠損

釘 2C 包含層 先端部欠損

225-09 釘 2C 包含層 先端部欠損

225-10 釘 lD】 [ 包合層 先端部欠損
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第 4節 小 結

これまで述べてきたように、竹ノ崎遺跡では古墳時代後期の横穴墓が検出され、また包含層から

は多数の弥生土器、土師器、須恵器が出土している。最後にこれらについて、若千の検討をおこな

つて記述を終わりたい。

1日 横穴墓 について

横穴墓は、岩盤に穿たれたものを2基検出している。これらは2基 とも玄室プランが正方形に近

いものである。また、 1号横穴墓は未整形のものであるが、天丼部はドーム形となり、 2号横穴墓

の天丼部は家形である。

これらの形態について、同一流域の宍道川周辺の横穴墓と比較してみたい。宍道川流域では観音

寺横穴墓、矢頭横穴墓、OM横穴墓の3基の横穴墓がすでに確認されている。これらの玄室形態が

判るものは、観音寺・矢頭横穴墓の2基であり、前者が横長のプランで平入りの断面三角形であり、

後者が正方形プランの妻入りの家形である。これらのうちで、矢頭横穴墓は竹ノ崎 2号横穴墓と比

較的似ているものであるが、 2号横穴墓が妻入りか平入りなのか不明であり、良く分からない。現

状では、 この地域ではいわゆる「意宇型」横穴墓が存在していない点と縦長プランのものが存在し

ていない点が指摘できようか。

次に、宍道町内所在の横穴墓の中で、岩盤に穿つ横穴墓と比較してみたい。岩盤に穿たれた横穴

墓は、すでに指摘されているように正方形か横長プランの玄室で平入りのものであるという特徴が

認められる。竹ノ崎の横穴墓もその特徴に当てはまるものであり、宍道町内所在の横穴墓の特徴と

して挙げられる。また、この玄室形態の特徴の背景には、同一流域に所在する宍道要害山古墳でも

認められる「石棺式石室」の影響があるものと推測される。最後に検出した横穴墓の時期について

検討してみたい。竹ノ崎遺跡の横穴墓からは、須恵器が出土していないことから、時期を確定する

ことは不可能であるが、宍道町内の横穴墓の類例からとりあえず導き出しておきたい。まず、同一

流域の矢頭横穴墓は、出土須恵器から出雲 5期 と考えられ、岩盤に穿たれた随音寺横穴墓群 1号墓

からは出雲 6期の輪状つまみ蓋が出土している。また、出雲地方の横穴墓で岩盤に穿たれた横穴墓

は、出雲 5期以降の時期のものである。これらのことから、竹ノ崎横穴墓は、出雲 5期以降の時期

が想定される可能性が高いものと現状では考えることができるが、今後の類例を待って再検討が必

要である。

2B線 刻壁画について

2号横穴墓の奥壁には、線刻壁画が描かれている。現在、島根県内の横穴墓の玄室内で線刻壁画

が確認されている例は10基存在し、本例が11例 日と考えられる。これらの壁画の見られる横穴墓の

うちで人物力普苗かれているものは、十王免横穴墓群t狐谷横穴墓群t深田谷横穴墓t飯ノ山横穴墓t

上塩冶横穴墓群が存在している。これらの類例と比較すると竹ノ崎遺跡で見られる光背状の表現は

認められず、 さらに、人面をここまで写実的に表現したものも存在しない。このことから、古墳時

代の線刻ではない可能性も考えられるが、いずれにしろ今後の良好な類例の増加を待ち、他地域の

例も含めて検討が必要なものであろう。
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第15表 竹ノ崎遺跡 出土土器時期別消長表

時  代 編 年

弥生土器・土師器 須 恵 器

合計

甕・壷 高杯 杯・鉢 その他 合計 郷蓋 不・皿 高杯 合計

縄文時代 0 0 1 0 l 0 0 l

弥

生

時

代

古

墳

時

代

前期 2 0 0 0 2

中期 2 0 0 0 0 0 0 2

後期

前期

中期

草田 ユ 後期前葉

0 0

0 0 0 0

草田 2 後期中葉 0 0 0

草田 3

後期後葉

0 0 0 0

草 田 4

0 0

0 0 0

草田 5

終  末

0 0 0

痔
0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

松山 I期古 0 0 0 0 0 0 0 0

松山 I期新 3 0 0 0 0

松山I期古

(上野 1号墳)

0 0 0 0

松山Ⅱ期新 0 0 0 0

松山Ⅲ期 初期須恵器 528 0 0 0 528

松山Ⅳ期 出雲 1期 3 74

出雲 2期 3

高広 IA 出雲 3期 0 62

高広 IB 出雲 4期 167 0 0 278

高広 (― ) 出雲 5期 0 244 103 426 516

高広 IAB期 出雲 6期 abc 0 l 0

高広皿劇 出雲 6期 d 0 0 0 0 0

奈良時代

平安時代

高広Ⅲ期B 出雲 7・ 3期 0 1 3 0 249

高広Ⅳ期A 0 3 0

高広Ⅳ期B 0 0 3 136 0

高広V期 0 0 1 0 0

合 計 2335 868 268 4192



3.包 含層出土遺物 について (第 15表 )

竹ノ崎遺跡では、 1区から3区の谷底部分から多数の土器が出上している。これらの土器を分類

し、その個体数をカウントしたものをすでに表 1。 2で掲載している。この表から時期ごとの土器

の個体数を表したものが第15表である。この第15表は、作成する上でいくつかの問題点を残すもの

であり、細かな時期について検討することは不可能なものであるが、大雑把な傾向を捉えることは

可能と考えられる。

表の作成過程について 表は、 1・ 2表で取り上げた器種の中で、ある程度の時期が判るものを取

り挙げたものである。ただし、分類が大雑把なものであったことから、器種によっては時期に幅を

持たせているものが多い点が問題として存在している。この時期幅を持たせて分類している器種に

ついては、今回の表作成ではとりあえず係わつている各時期に等分に振り分けることにした。この

様な過程で表を作成していることから細かな時期について土器の個体数の増減を捉えて検討するこ

とは、危険が伴うものである。また、表の中で個体数が0の時期があるが、実際にはその時期の土

器が出土している可能性は、十分考えられものである。そこで、 ここでは大きな時期設定の中で検

討したい。

上器の個体数の増減について 表をみれば、判るようにある程度の上器が出土している時期は、弥

生時代後期以降であることは間違いないものと考えられる。また、土器が認められる時期はおおよ

そ高広V期以降までであり、実年代では10世紀頃までと思われる。表では各時期の上器の個体数も

集計しているが、土師器と須恵器の共伴関係について検討不十分な点もあることから、 まず、それ

ぞれについて個体数の増減について検討したい。

弥生土器。土師器 弥生土器は、弥生時代後期のものが大半を占めており、草田1期 ～草田5期 ま

でのものがある程度出土している。これらの上器は、上方の上野遺跡で草田3～ 5期の建物跡が検

出されており、この時期の土器については、上方から廃棄されたものが出土している可能性が想定

される。そうすれば、草田1期～2期のものだけが、本来竹ノ崎遺跡で消費されたものと推測され

ようか。一方で、草田6期の上器や、その次の古墳時代の松山 I期最古段階・古段階の土師器は、

認められない。このことから、弥生時代後期末～古墳時代前期前半までの期間の竹ノ崎遺跡では、断

絶が存在することが指摘できる。

松山I期新段階になるとある程度の上器の出土数が見られ、松山皿期及びⅣ期頃に出土数のピー

クを認めることができる。この松山Ⅲ・Ⅳ期といった時期は、高杯の出土量が多い時期であること

や、杯・鉢・小形壼もこの時期に考えていることが、出土数の多さに関係している可能性も考えら

れるが、甕・壼の出土数も多いものである。このように数量が多いことから、 この時期 (古墳時代

中期後半～後期初頭頃)が竹ノ崎遺跡の中心的な時期として捉えることも可能と考えられる。

松山Ⅳ期以降は、奏の編年観があまり定まったものではないこともあり、問題点も多く含み、結

果的に高広ШA期、高広ⅣB期、高広V期の上師器が認められない結果になっているが、本来は、位

置付けられるべき土器が位置付けられていない可能性が高い。このことから細かな点については、

検討不可能であるが、古墳時代前期後葉～平安時代 (松山Ⅳ期以降～高広Ⅳ期)頃の上器も継続的

に存在しているものと考えた方が無難と思われる。

以上、弥生土器・土師器について述べてきたことをもう一度まとめると以下のようになる。
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弥生時代後期から一定量の出土が見られ、弥生時代後期末～古墳時代前期前半に断絶が認められ

る。そして古墳時代前期後半～平安時代頃まで継続的に出上が認められ、 ピークは古墳時代中期後

葉～後期初頭頃と考えらえる。

須恵器 次に須恵器について検討してみたい。須恵器は、出雲 1期 ～高広Ⅳb期頃まで継続的に出

土量が認められ、高広V期のものが少数であることを指摘することが可能である。なお、高広ⅢA

期が量的に少ないことが認められるが、 これは器種で言えば蓋とセットにならないタイプの無高台

杯を高広Ⅲ貪期に入れていない点が原因と思われる。実際は、高広Ⅲ△期に含まれるものも高広Ⅳ

B期に含めている可能性が考えられ、 よって、高広Ⅲ☆期に土器が減少している点については、実

態と異なっているものと思われる。おそらく高広ⅢA期の土器の個体数は、高広ⅢB期 と数量的には

あまり差がない可能性が考えられる。

須恵器の個体数のピークは出雲 5期～ 6期 (高広 Ⅱ期)に認められ、須恵器から見た場合には、

この時期 (おそらく7世紀前半を中心とする時期)が、遺跡の中心的な時期と考えられる。

土器から見た遺跡の消長 以上、 これまで弥生土器・土師器と須恵器の 2つ に分けて検討 してきた

が、最後に両者を総合的に見て遺跡の土器の個体数から見た消長について整理しておきたい。

竹ノ崎遺跡は弥生時代後期から基本的に始まり、後期末～古墳時代前期前半の断絶を挟み、古墳

時代前期後半～平安時代頃まで継続的に遺物が見られる。また、古墳時代中期後葉～後期初頭と7

世紀前半頃に個体数の増加を認めることができる。

以上のように出土土器の時期的な傾向について検討 してきたが、 これらの出土土器はおそらくこ

の遺跡内の谷部に存在 していたであろう集落で使用されていたものと考えられる。調査では、明確

な建物跡などの遺構の検出はできなかったが、出土土器が表す時期の集落が存在 していた可能性が

高いものと推測される。 また、出土土器の増減は、本来存在 していた集落の消長をある程度反映し

たものと考えられる。

4日 まとめ

以上述べてきたように、竹ノ崎遺跡では、 7世紀頃の横穴墓が検出され、弥生時代後期～平安時

代の集落の存在を想定させる土器が出土している。最後に、これらの資料について今後の課題点等

を述べて本章を終わりたい。

横穴墓については、岩盤に穿たれた時期が分かる良好な資料の蓄積、未開回の線刻壁画資料の調

査等によって再検討が必要なものと考えられる。

出土土器については、その数量から想定される集落の消長の特徴を踏まえて、他の遺跡の状況と

比較検討が必要と考えられる。また、弥生時代後期末～古墳時代前期前半の断絶後の前期後半から

出土土器が見られるようになるが、この時期は、上野 1号墳が築造される時期であり、その関連に

ついても今後検討すべきものと思われる。
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註 1 島根県教育委員会2000年 『野津原Ⅱ遺跡 (西区)・ 女夫岩西遺跡・城山遺跡』

註2 大谷晃二1994「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 以下、出土

須恵器で出雲○期と表記したものは、この文献による時期区分である。

註3 島根県教育委員会1997『島田池遺跡・鴇貫遺跡』

註4『高広遺跡発掘調査報告書』島根県教育委員会1984年

註5 松本岩雄「出雲 。隠岐地域」『弥生土器の様式と編年 山陽・山陰編』1992年 木耳社

註6 島根県鹿島町教育委員会『南講武草田遺跡』1992年 による。これより以降の文章について

弥生土器で、草田○期としたものは、この文献によるものである。

註7 高畑知功「備中地域」F弥生土器の様式と編年 山陽・山陰地域』1992年 木耳社

註8 島根県教育委員会「平所遺跡 (1)」『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査

報告書 I』 1976年

註9 松山智弘「/1ヽ谷式再検討―出雲平野における新資料から一」『島根考古学会誌第17集』2000

年

松山智弘「出雲における古墳時代前半期の上器の様相一大東式の再検討一」『島根考古学会

誌第 8集』1991年

以下、古墳時代前半期の上師器の記述については、この文献の編年観に依拠し、松山 I期

最古段階～Ⅳ期 (大木式、小谷 1～ 4式、大東式、夫敷中層式、夫敷上層式)と 記述する。

註10 島根県教育委員会1994年『臼コクリ遺跡 ,大原遺跡』

註11 松江市教育委員会・財団法人松江市教育文化振興事業団2000年『北小原古墳群発掘調査報

告書』

註12 本報告書「上野遺跡Ⅱ区」より出土している。

註13 島根県斐川町教育委員会1995年『町道杉沢線改良工事に伴う坦蔵文化財発掘調査概報 (杉

沢遺跡)』

註14 松山智弘「出雲における古墳時代前半期の上器の様相一大束式の再検討―」『島根考古学会

誌第 8集』1991年

以下、高杯の杯部形態については高杯A～ B、 技法については、細分の可能性も存在するが、

接合法α、β、γと上記の文献で使用されているものを踏襲する。

註15 松山の註12の文献では、α技法のものはI期の特徴であるが、今回杯部の調整や形態等か

ら考えて新しい様相のものにも存在した。このことから、この技法が残るものと判断した

のでα技法のものでもI期以降の年代を考えている。

註16 西 弘海 F土器様式の成立と展開』1976年

註17 広江耕史「島根県における中世土器について」『松江考古第8号』1992年 松江考古学談話

会

註18 福富 I遺跡の工作工房跡で、共伴事例が存在する。 島根県教育委員会1997年『福富 I遺

跡 。屋形 1号墳』

註19 人束郡東出雲町の渋山池遺跡では、出雲 4期の須恵器と共伴する事例がSB04で、出雲 6期

に共伴する事例がSBll等で存在している。 島根県教育委員会1997年『渋山池遺跡。原ノ

前遺跡』
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註20 広江耕史「山陰の煮炊具―出雲・石見―」『古代の土器研究一律令的土器様式の西 。東4煮

炊具―』1996年

註21 註17文献より

註22 須恵器の編年的位置付けについては、以下の2つの文献による編年案による。基本的に古

墳時代に属するものについては、大谷の編年案に基づき、古墳時代以降のものは高広遺跡

の編年案で記述する。なお、大谷の文献で時期を表現するときは、出雲○期と高広遺跡の

場合は高広○期として記述する。また、大谷の検討で設定された型式名を使用する時には、

大谷○型といった用法でおこなう。

大谷晃二1994年「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集

『高広遺跡発掘調査報告書』島根県教育委員会1984年

註23 杯Hと いったように器形の種類名の後にアルファベットを付したものは、奈良国立文化財

研究所の報告書で使用されているものを参考にしている。以下対応できる器形ついては、

これを用いながら記述する。

註24 出雲国庁跡の報告の中で、須恵器第 5形式の一群の中に類似する蓋が掲載されている。

F出雲国庁跡発掘調査概報』松江市教育委員会1970年

註25 須恵器の糸切り手法の採用は、7世紀末と推測されている。

柳浦俊-1995年「出雲における須恵器の生産・流通と特質」『風上記の考古学 3-出雲国風

上記の巻―』同成社

註26 柳浦俊-1980年「出雲地方における歴史時代須恵器の編年試論」『松江考古』第 3号

註27 大谷晃二の分類による長顎壼である。註 1文献

註28 渋山池遺跡のSK28の溜桝状施設から出土した壼が類似している。また、この土坑からは、

灰釉陶器の皿等が出上している。註16文献より

註29  山守免遺跡では、高広ⅣB期頃の杯と共伴しており、古曽志平廻田Ⅲ区 1・ 2号窯跡灰原

出土のものは、高広V期頃の杯・皿と共伴している。

島根県教育委員会2000年『勝負廻 I・ 白石大谷Ⅱ・シトギ免・野津原Ⅱ・山守免・石地蔵

遺跡』

島根県教育委員会1989年『古曽志遺跡群発掘調査報告書』

註30 古代の上器研究会編1993年『古代の土器2 都城の土器集成Ⅱ』を参照した。それによる

と平安京西京 S X25、 平安京右京三条四坊二町 S K09、 平城京東三条大路SD650A、 平城

京 S K1623等で類似する器種が出土している。

註31 今回高イ形器台と判断しているが、他の器種として脚付重、装飾器台等の可能性も存在す

る。

註32 島根県教育委員会1976年「大坪古墳群」『国道 9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書 I』

松江市教育委員会1982年『乃木二子塚古墳他詳細分布調査報告』

松江市教育委員会1979年『史跡大庭鶏塚発掘調査報告』

松江市教育委員会1985年 『史跡石屋古墳』

出雲市教育委員会1981年「Ⅲ間谷西遺跡の発掘調査」『出雲車両基地建設工事に伴う埋蔵文
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化財発掘調査報告書』

川原和人1978年「島根県発見の朝鮮系陶質土器」『古文化談叢』第 5集 九州古代文化研究

会

また、松江市の出雲国府跡の調査でも出土している。(1999年度調査、埋文センター柳浦俊

一氏ご教示 )

註33 中村 浩 防日泉陶邑窯の研究』1981年 相書房

註34 松江市福富 I遺跡では4区SB12か ら出土例、松江市連行遺跡では包含層から出土、玉湯町

岩屋遺跡では、加工段から出土している。

註15文献、島根県教育委員会2001年『岩屋遺跡・平床 Ⅱ遣跡』、連行遺跡は広江耕史氏 (島

根県埋蔵文化財調査センター)ご教示。

註35 ちなみに小形甕は、口径15cm前後のもので、もう一回り月ヽさいものを念頭に置いている。な

お、大形、中形、小形とサイズで分けて呼称しているが、これは古墳時代後期の出土品を主

に検討 して呼称 しているものであり、それ前後の甕に対 しては、適切な呼称では無いのか

もしれない。

註36 直刀については、次の文献を参照 した。

臼杵 勲1984年「古墳時代の鉄刀について」『日本古代文化研究』創刊号 古墳文化研究会

註37 鉄釘については、次の文献を参照した。

田中彩太1978年「古墳時代木棺に用いられた緊結金具」『考古学研究』第25巻第 2号考古学

研究会

註38 宍道町教育委員会「随音寺横穴群発掘調査報告書」『宍道町埋蔵文化財調査報告』5 1986

年

註39 宍道町教育委員会「清水谷、矢頭遺跡発掘調査報告書」F宍道町坦蔵文化財調査報告』4

1985とF

註40 西尾克己他編『宍道町歴史資料集 (古墳時代編 I)』 宍道町教育委員会 1993年

註41 出雲考古学研究会「石棺式石室の研究」『古代の出雲を考える』 6 1987年

註42 西尾克己他編『宍道町歴史資料集 (古墳時代編 I)』 宍道町教育委員会 1998年

註43「宍道町の古墳時代」『宍道町ふるさと文庫』6 宍道町教育委員会 1992年

註44 F上沢Ⅱ遺跡・狐廻谷古墳・土井谷城跡 。上塩冶横穴墓群』島根県教育委員会1998年の集成

による。

註45 島根大学考古学研究会「十王免横穴群発掘調査報告」層菅田考古10』 1968年

註46 島根県教育委員会「狐谷横穴群」『島根県埋蔵文化財調査報告書Ⅶ』1977年

註47 池田満雄「声渡町深田谷横穴」F出雲市の文化財 2』 1960年

註48 勝部明生「飯の山横穴」『隠岐』1968年

註49『上沢Ⅱ遺跡・狐廻谷古墳・土井谷城跡 。上塩冶横穴墓群』島根県教育委員会1998年
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第 7章 自然科学的分析

上野 1号墳 か ら出土 した槍 の柄 に残 る漆膜 の構造 について

京都造形芸術大学  岡 田 文 男

宮内庁正倉院事務所 成 瀬 正 和

1日 はじめに

上野 1号墳から出土 した槍は、鉄製の身から木質の柄まで、槍の全長や細部構造が判別できる状

態で遺存していた。槍の身の茎は木質の柄に挟まれ、茎部分の木質表面には柄と直交して糸が巻か

れ、その上に黒漆が塗布されていた。茎から離れた柄の木質は完全に消失 していたが、表面に塗布

された漆と見られる塗膜が非常に脆い状態で遺存 していた。その部分は通常観察される漆膜と様子

が異なり、やや灰色ぎみで、表面がざらついていた。そこで茎の装着部分と柄の 2箇所の塗膜につ

いて、薄片による断面観察を行ない、おもに塗装構造を調査 した。

2.調 査 方法

槍の茎の装着部と、茎から離れた柄の部分の塗膜それぞれ約 2 Hm角 を採取し、エポキシ樹脂に包

埋 したのち塗膜断面を研磨 し、約10μ mの薄片に仕上げ、生物顕微鏡下で観察した。柄の塗膜部分

から鉱物粒子が検出されたことから、その部分について走査型電子顕微鏡 (日 本電子棚製走査型電

子顕微鏡」SM-5800LV)と エネルギー分散型X線分析装置 (JED-2140X)を 用いて、無蒸着、低

真空 (70Pa)下で、反射電子像の観察、元素マッピング、定性分析を行なった。

3日 観察結果

(1)槍の茎装着部の塗膜 (図版174 写真(1)～⑥)

塗膜の表面はつやのない黒色を呈している(写真(lX ②)。 塗膜断面の厚さは約0。 5nlmで、塗膜下

部に植物繊維の糸断面が均等に配列している (写真③、④)。 木質の表面に巻かれた糸は完全に埋

まり、表面が平滑になるまで、約6回の塗装が行われている(写真⑤)。 糸は約0.511m間 隔で等間隔

に並ぶ。糸断面は円形に近く、糸の直径は約0.4511m。 植物繊維の内孔は扁平に潰れているが、形状

や大きさは大麻に類似する (写真⑥)。 塗膜の最下層は部分的に黄褐色透明であるが、その上の層

ではすべて黒色顔料が混和されている。黒色顔料の濃度は下層が上層よりも濃い。

(2)槍の柄の塗膜 (図版174 写真⑦～③ 。図版175)

茎から離れた柄の部分の塗膜は非常に脆く、採取した試料は小破片で、実体顕微鏡下では、塗膜

表面に黒色の微粒子が密に分散しているのが観察される(写真⑦)。 塗膜断面には褐色の膠着剤中に

黒色や無色の鉱物粒子が観察される (写真③)。 蛍光x線分析による元素マッピングの結果、粒子

部分から鉄 (Fe)と チタン (Ti)が検出された。無色鉱物からはケイ素 (Si)、 アルミニウム (△ 1)、

カルシウム (Ca)、 カリウム (K)な どが検出された (図版175)。
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4日 考  察

(1)槍の身の装着部に巻かれた糸の種類と塗装について

槍の茎装着部に巻かれた糸の材質は植物繊維であったが、同様の例が石川県七尾市国分尼塚から

出土した槍の装着部でも確認されている。両者とも、糸を埋めるように漆が繰り返し塗付され、漆

に黒色顔料が用いられた丁寧なつくりであることが共通する(報告書作成中)。 糸直下の漆が黄褐色

透明であるのは糸を固着するための生漆であることを示す。その上に塗布された漆がやや黒味を帯

びているのは黒色顔料が混和されたことによると見られる。黒色が下層ほど濃いのは下層のほうが

上層よりも黒色顔料の濃度が高いことを示している。

このような技法は弥生時代後期以降に見られるもので、古墳時代前期の武具類に塗布された漆に

例がある。

(2)柄に蒔かれた砂鉄

槍の柄に漆が塗られ、そこに砂鉄が蒔かれている例として、断片であるが石川県国分尼塚出上の

槍がある。柄の部分の漆に砂鉄が蒔かれることについては表面がざらついていることからすべり止

めの機能を果たした可能性がある。砂鉄が用いられた理由として、砂鉄が黒色であること、均一な

大きさの粒子からなることなどが考えられる。

註 1 中川正人 :「雪野山古墳出土漆製品の材質と技法」F雪野山古墳の研究考察篇』pp。 411-431、

雪野山古墳発掘調査団、1996

上野 1号墳 か ら出土 した刀子 に付着 した繊維の観察

京都造形芸術大学 岡 田 文 男

1日 はじめに

上野1号墳から出土した刀子の側面に、平織りの布が付着しており、他の側面には植物痕らしき

ものが付着していた。両者について、薄片を作製し、顕微鏡下で組織を観察した。

2日 結果 (図版176 写真①～③)

平織りの布の材質は絹糸であった (写真①～⑥)。 写真には縦糸の断面が水平方向に走り、緯糸

がその上下に写っている (写真②)。 縦糸にわずかながら撚りがかかつているのが観察される (③、

④)。 絹糸の断面は人眼形で、 1本の糸を構成する絹の単繊維数は約140で ある (写真⑤、⑥)。 植

物痕のように見えたものの断面にも絹糸の断面が観察された (写真⑦、③)。 刀子の両面に見られ

た絹布は本来同一のもので、刀子に巻きつけられていた可能性がある。
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上野 l号墳出土遺物の理化学的分析

⑪元興寺文化財研究所

1日 は じめに

島根県教育委員会により中国横断自動車道尾道松江線建設予定地内で発掘調査された上野 1号墳

出土遺物の保存処理及び理化学的分析は、財団法人元興寺文化財研究所保存科学センターヘ委託さ

れた。ここでは保存処理及び理化学的分析により得られた若干の知見を報告する。尚、保存処理は

⑭元興寺文化財研究所保存科学センター金属製品保存処理室の小村員理が行い、各種分析は研究開

発室の井上美知子が樹種鑑定、塗膜分析、繊維分析を、菅井裕子が顔料分析を行った。

2日 分析対象 と分析内容

今回は、①第一主体内の赤色顔料分析、②刀子に付着した木質、および鏡周辺土壌中の木質の樹

種鑑定、③青銅鏡に付着した布の分析、④小剣はばき部分に付着した膜の分析を行った。

分析目的

① 赤色顔料は、朱かベンガラか

② 刀子は、出土状況から、棺の鑑のような用途で使用されている可能性が考えられたが、刀子に

付着した木質は棺材の可能性があるか

青銅鏡は、鏡背面が上を向き、その上に拳大の石が乗って出土した。鏡面下部に木質が確認さ

れたが、 この木質は棺材なのか、鏡箱なのか

③ 青銅鏡に付着した布の種類は

④ 小剣はばき部分に付着した膜は漆膜か

分析内容

各遺物について、以下のような内容で調査を実施した。

表-1 分析対象と調査項目

3と 赤色顔料の分析

3-1.分析対象

上野 1号墳第 1主体内の赤色部分の上をサンプリングして赤色顔料の分析を行った。

サンプリング箇所を図1に示す。
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分析は以下の 4点 (図版177 写真参照)を行った。

●試料No lの 赤色部分

。試料No 2の 赤色部分

。試料No 3(比較試料 )

●試料陥 4(比較試料 )

試料No 3、 4の色調は全体が責～茶褐色で、No l、

2の ように鮮明な色調の部位が観察されなかった。

そのため、特に場所は定めずに数力所ずつの分析を

行った。

3-2.使 用機器及び測定条件

使用分析機器 :

●エネルギー分散型ケイ光X線分析装置 (XRF)(セ

イコーインスツルメンッ伽製SEA5230)

試料の微小領域にX線を照射 し、その際に試料か

ら放出される各元素に固有のケイ光X線を検出する

ことにより元素を同定する。ナ トリウムより重い元

素力ヽ検出可能である。

測定条件 :モ リブデン管球使用、大気寡囲気下、管

電圧50kV、 管電流1000μ A

●実体顕微鏡 (lalォ リンパス製SZH―ILLD)

3-3.分 析結果

XRFに よる元素分析の結果、試料No l、 No 2、 及

0                   2m

図 1 赤色顔料サンプリング箇所

び配 3か らは水銀 (Hg)、 鉄 (Fe)を 検出した (ス ペクトル参照 図版177)。 水銀は水銀朱 (硫

化水銀:HgS)|こ 由来するものとみられる。鉄は土壌成分またはベンガラ (酸化第二鉄:Fe203)に

由来すると見られるが、試料の状態からは土壌成分である可能性が高いと考える。

試料No 4か らは鉄、チタン (Ti)な どを検出した。水銀朱が含まれていないとみられる。

4L樹 種鑑定

4-1 分析対象

●刀子に付着した木質

●鏡周辺の上壊中の木質 (図版178)

4-2 使用機器および鑑定方法

使用機器 :

。走査型電子顕微鏡 (日 立製作所lMIS-415)

。生物顕微鏡 (オ リンパス光学lIIIBX-50)
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4-3 方法および結果

特に鉄製遺物に伴う有機物は、錆化し、組織の形のみを保持している場合が多い。当遺物も同様

であり、通常行う徒手による切片作製ができなかったため、以下の方法で鑑定を行った。

●刀子付着木質

極微量をメスで掻き取り、木口面、柾目面、板目面が表面に出るように面を削った後、走査型電

子顕微鏡で組織観察と写真撮影を行った。

木口面 (図版179 写真 3-①)に道管がみられたことより、広葉樹であることが明らかとなっ

たが、 1年輪内での配列状態が不明なため環孔材、散孔材、放射孔材の分類ができなかった。また、

樹種の同定に必要な板目面 (図版179 写真 3-②)で は放射組織の形態を確認することができず、

また、柾目面は面を出すことができなかった。そのため、広棄樹の樹種まで鑑定することができず

棺材の可能性は推測できなかった。

●青銅鏡周辺の上壌中の木質

鏡面側にみられた土壌 1(図 178 写真 1)の木質部分は非常にかたく、メスやナイフで切るこ

とができなかった。そこで、電動のこぎりで一部を切り取つた後、 ミクロトームを用いて、鑑定に

必要な木口面、柾目面、板目面の切片を作製し、観察を行った。

木口面 (図版180 写真4-a)……環孔材で孔圏部の道管は単独または2～ 3個繋がっている、

孔圏外では複合して分布し、徐々に小さくなっている。

板目面 (図版180 写真 4-b)・ ……放射組織は1-6細胞列、5餅田胞高に達するものがある。上

下縁辺には単列の直立細胞が1-2層存在する。

柾目面 (図版180 写真4-c)……・充分な知見を得られなかったが道管は単穿孔を有する。

以上より鏡面側にみられた木材はヤマグワと考えられた。

鏡背側の上壌 2(図版178 写真 2)中には、部分的に木質と見られるかけらがみられたが、連

続性がなく木材としての組織も確認できなかった。

土壌中の木質は、棺材か鏡箱かを確定することはできなかった。

5E青 鋼鏡付着布 の分析

5-1 分析対象

青銅鏡背面に付着していた布

5-2 使用機器及び測定条件

使用分析機器 :

,フ ーリエ変換型赤外分光光度計 (FT― IR)(日 本電子い製JIR-6000)

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、化

合物の種類を同定する。

測定条件 :KBr錠剤法
* 

分解能4cm l、 検出器TGS(*KBr(臭 化カリウム)錠剤法試料をKBr

と混合、圧縮し錠剤を作製して行う分析法)

。生物顕微鏡 (総オリンパスBX-50)

。実体顕微鏡 (lalォ リンパスSZH― LLD)
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5-3 方法および結果

銅鏡のクリーニング時、飼鏡破片 1.2(図 版181 写真 5-a, b)お よび鏡背が接 した土壌

(図版185 写真 9-a)に 僅かに布目が観察された (図版182～ 185)。 鏡面付着繊維を極微量を採

取 し、分析を行った。

●布の繊維組成分析

FT― IR分析の結果、緑青や土壌成分の吸収ピークと共に植物性繊維の吸収ピークがみられた (図

2)。

生物顕微鏡による観察の結果、繊維の幅は16～ 20μ mで、繊維側面に縦の条線、所々に横の条線

がみられた (図版186 写真10)。 以上より、布の繊維は麻系 (大麻か宇麻)の じん皮繊維と考え

られた。

●布の織 り密度測定

布が最も良好に付着していた破片 1の鏡面の実体顕微鏡観察で糸の撚 りは見られなかった。 また、

布は平織で織 り密度は27× 50(1∬)であった (図版182 写真 6-c)。

6但 小剣の膜分析

6-1 分析対象

No 4小剣はばき部の膜状組織

6-2 使用機器及び測定条件

使用分析機器 :

。フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT―IR)(日 本電子蜘製」IR-6000)

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、化

合物の種類を同定する。

測定条件 :KBr錠剤法半 分解能4cm l、 検出器TGS(*試料をKBr(臭化カリウム)と 混合、圧

縮し錠剤を作製して行う分析法)

6-3 方法および結果

極微量採取しFT― IRで分析を行った。

FT― IR分析の結果3460,2930～ 2860,1720,1620,1460,1270cm l付近に漆の吸収がみられ、漆膜で

あることが半1つ た (図 3、 4)。
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上野遺跡埋蔵文化財調査に伴う土壌分析結果

島根大学生物資源科学部土壊圏生態工学研究室

若 月 利 之、佐 藤 邦 明

1.目  的

平成12年 6月 2日 、島根県坦蔵文化財調査センターより依頼された土壌標本 (資料No l～ 19)に

ついて、埴輪土器が遺体埋設に使用されたかの有無を土壌の理化学分析により調べること。

2H方   法

土色を観察しその後、一般理化学分析を行った。炭素 (C)・ 窒素 (N)は住友化学NCア ナラ

ーザーで測定した。その他の無機元素は土壊を0。 1規定塩酸溶液 (土壌 :溶液=5g:30ttt2)で 2

時間抽出を3回反復後、 100配 として、抽出液を島津製の I C P2000(高 周波プラズマ発光分析装

置)で分析した。

3日 結果 と考察

分析結果、土色を表 1, 2に示した。肉眼的観察の結果は、本土壌は黒ボク土的な性質が弱いこ

とを示す。各元素の濃度は、 105℃乾燥土当たりで計算してある。埴輪土器の内部及び外部、周辺

土壌間 (No l～ 6、 7～ 8、 9～ 12、 13～ 15、 16～ 19)に おいては多少の数値の差が認められた

ものの、全体を通して特に突出したデータは得られなかった。

斐伊中山古墳群―西支群― (1994年 3月 )の調査結果の際に行った古墳の埋葬主体床面における

屍体の位置同定では、屍体のあったと思われる土壊面からは多量の可溶性リン(P)が検出された。

しかし今回の分析結果は、 どれもリン濃度が低く、埴輪土器に屍体が埋葬されていたことを示す知

見は認められなかった。

また、全体的に比較的高い交換性カリウム及びナトリウムの濃度が見られ、同じような傾向が平

田遺跡 (1997年 3月 )の調査においても見られた。リン濃度が高く屍体が埋葬されていると考えら

れた土壌では、交換性カリウムの濃度が低かつたのに対し、出上した壺内の土壊において、 リン濃

度が低く交換性カリウム濃度が高い、 という分析結果が出た。よつて、 リン濃度が高いのは埋葬に

よるもの、 リン濃度が低くカリウムやナトリウム濃度が比較的高いのはその他の目的、例えばシイ、

クルミ、 ドングリなどの保存、あるいはその他の食品の気存によるものかもしれない。

しかしそれは推測であり、一般の上壌では交換性カルシウムの量はマグネシウムよりも多いのだ

が、分析結果より、カルシウムの値が低く、かなりの溶脱が起こっているのではないかと考えられ、

長い年月を経て、屍体由来のリンが溶脱してしまったという可能性も否定することはできない。
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No
水分合量 TC TN C/N Ca Mg K Na S �ln Mo Zn Cu P

(%) (%) (%) raio emol(十 )/Kgl lmg/k8J

1 0,91 22.2

2 12.36

3 12.56

4 5.66 0。12 11.84

5 15。 91 0,78 24.2

6 13.05

7 11.41 12.2

8 515 0,37

9 6.25 13.23

6.16

13.26

2.15 14,70 21.5

670 1.57

692 7.46

0.72 8.88

10,74 0.23

0.45 0.17 28.2

第16表 埴輪棺土壌分析結果 (水分含量、T― C・ T― N、 01規定塩酸抽出法)

UENO ANCENITξ 塑出IP□辟阻 ORATORY ANttV¶ CAL RESUど碍SE「

第17表 標本土嬢土色

No 乾 土 湿 土

1 にぶい黄褐 lCIYR5/4 黒褐 7.5珊 /2

にぶい褐 7.5YR5/4 暗赤褐 5YR3/3

にぶい黄褐 lCIYR5/4 褐 7.5YR4/4

にぶい褐 7.5削 /4 暗赤褐 5YR3/3

5 にぶい黄褐 lCIYR5/4 にぶい褐 7.5YR5/4

にぶい褐 7.5YR5/4 暗褐 7.5YR3/4

7 こぶい黄橙 10YR6/4 暗褐 lCIYR3/4

こぶい黄褐 10YR5/4 暗褐 7.5YR3/4

こぶい黄褐 10YR5/4 暗褐 7.5YR3/4

こぶい黄褐 lllYR5/4 暗褐 7.5判 /4

こぶい黄褐 lklYR5/3 暗帽 7.5珊 /4

こぶい黄褐 lklYR5/3 暗褐 7.5YR3/4

にぶい黄褐 ltlYR5/4 暗赤褐 5YR3/4

黄褐 lCIYR5/6 暗赤褐 5YR3/4

黄褐 lCIYR5/8 暗赤褐 5YR3/4

にぶい黄橙 10YR6/4 褐 lCIYR4/4

にぶい黄橙 10YR6/4 褐 10YR4/4

にぶい黄橙 lCIYR6/4 褐 10YR4/4

にぶい黄橙 lCIYR6/4 褐 10YR4/6

第18表 埴輪憎土壌サンプル

配 棺

1 SX 01 棺内 Cベル ト 中 5層

SX 01 棺内 Aベル ト 中 棺内

SX‐01 棺 内 B,Dベ ル ト 上 2層

SX 01 棺内 Aベル ト 上

5 SX‐01 Cベル ト 下 5層

SX‐01 棺内 Aベル ト 下 棺外

7 SX‐03 棺内 南東 上 上層

SX 03 棺内 南東 下 下層

SX‐04 Bア ゼ 土色③ 3層

SX 04 Cア ゼ 土色③

11 SX 04 D区―④ 4層 棺外

SX 04 D区―⑤ 5層墓坑外

SX 05 棺内 C区 黄 下

SX 05 棺内 A区 下下

SX 05 C区 下下下棺内

SX 06 B-3 上層

SX 06 B-3

饒 06 C-4 下層

SX 06 D-4
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第 8章 まとめにかえて

第 1節 上野 1号墳の墳丘・主体部について

墳丘の構築 上野 1号墳は、長径約40m、 短径約37mの楕円形を呈 し、高さ約 5mの古墳であった。

墳丘は地山を削 り出した後、盛 り土を行って墳丘を構築している。以下、調査結果より墳丘の構築

過程を想像を交えて復元 していく。

上野 1号墳付近の旧地形は、上野 1号墳墳頂付近をピークにした尾根筋となっていたものと思わ

れ、東側は急斜面となって落ち込んでいたものと思われる。墳丘盛 り上を除去 した状況では、最終

的な墳頂中心よりも南西側を中心とした平坦面が削 り出されてお り、落ち込んでいる東側を避ける

ように墳丘の構築が始まったことを示 している。 この平坦面上には浅い溝 2が巡っており、 この溝

が最初の盛 り上の割付線となる可能性は本文で述べた。 この内側に盛 り土が行われ、墳頂の中心を

東へ移動する作業が行われる。 この後に溝 1が楕円形に掘られるが、溝 1の形状は最終的な墳丘の

1/2の大きさになるように掘られ、この時点で、最終的な墳丘の平面形が決定している。おそらく、

溝 1の掘削の直後に墳端部の成形が行われるものと思われる。なお、溝 1底部より埴輪小片が出土

していることから、溝 1を割付線とし溝 1内側への盛り上が完了した時点で、墳頂部に埴輪が持ち

込まれている可能性がある。また、上野 1号墳には葺き石が認められないが、墳頂部には白色粘土

が厚く盛られ、墳頂部周辺の化粧が行われている。墳頂部付近の盛り上が完了すると、溝 1の埋め

戻しが行われ、溝 1付近をテラスとする2段築成の楕円形墳丘が完成したと思われる。長径約40m

の規模は、この時期の円墳としては大垣大塚 1号墳に次ぐ規模となり、松本 l号墳 (前方後方墳)、

大寺 1号墳 (前方後円墳)イこ匹敵する。

上野遺跡Ⅱ区からは鰭付円筒埴輪を始め多くの埴輪が出上しているが、この埴輪は、いわゆる特

殊円筒土器を除けば県内最古級である。同時期で埴輪を持つ古墳としては、大垣大塚 1号墳 (松江
(註 5)

市)、 五反田 1号墳 (安来市)力汝日られているほか、向山遺跡 (安来市)の埴輪がある。大垣大塚

1号墳・向山遺跡の埴輪は方形スカシを持つもので、高橋克壽氏が大和北部型と呼ぶ規格性の高い

埴輪で、上野 1号墳のものと同じ出自である可能性がある。ただ、上野 1号墳には3グループ程度

の差が見られ、方形スカシ自体が存在 しないなど相違点も多 く見られる。一方、因幡の里仁古墳群

出上の埴輪は、上野遺跡 2区の埴輪との共通点が極めて多い。里仁古墳群の埴輪に特徴的な点は、上

野遺跡Ⅱ区と同じ大和北部型と呼ばれる鰭付円筒埴輪の存在であるが、大和には存在 しない最上段

スカシが見られる点である。上野遺跡 1号墳の鰭付円筒埴輪には最上段スカンは見られないが、上

野遺跡Ⅱ区には最上段スカシを持つ円筒埴輪は多 く見られ、その共通性は注目される。

上野 1号墳には葺き石が存在 していない。大成 。造山 1,3号墳に葺き石が見られる他、同じ荒

島丘陵に位置し竪穴式石存【を持つ塩津山 1号墳でも貼 り石状の外表施設を持つ。上野 1号墳 と同時

の円形墳では大垣大塚 1号墳 。大寺 1号墳・山地古墳でも葺き石が見られる。一方、葺き石の無い

古墳は、奥才13・ 14号墳や釜代 1号墳など20m以下の小規模なものに多いことから葺き石の有無を

古墳のステータスの大小 と見ることもできる。 しかしながら、三角縁神獣鏡を持つ神原神社古墳や

50mの前方後方墳である松本 1号墳に葺き石がなく、葺き石の有無が近隣古墳間で共通するという

特徴が見られることから、単純に地域色 とも考えられる。布志名大谷 1号墳 。上野 1号墳など宍道
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湖南岸地域は葺き石を葺かない地域性が有るものと見られる。

主体部の構築 墳頂部に造られた 3基の主体部は、検出できた範囲では掘 り込み面に差が見られな

い。各主体部は、墳頂部の白色粘土による化粧が完了してから、墓墳の掘削を開始している。調査

結果より第 1主体部の構築過程を想像を交えて復元する。

最初の行程 として、第 1主体部の墓壊は断面箱形に掘 り込んでいるが、木棺を置 く部分は僅かに

高 く掘 り残 している。掘 り込みは盛 り上内で完結 しており、地山には達 していない。第 2の工程と

して、木棺を置 く部分を残 して両側を一旦埋め戻 した後に、棺床粘土が張られる。 ここで、棺身が

置かれるが、棺身の断面形が必ず しも半円形でない可能性がある。第 1主体部内の土層断面で見る

限り、棺床が水平になり、稜はないものの、両壁面が直線的に斜めに延びるように見える。棺床粘

土と棺側粘土下半は、場所によっては途切れる部分も見え、小工程に分けられる可能性がある。蓋

の形状は全 く不明であるが、棺身は多角形に近い形状であった可能性がある。いつの時′点で蓋をす

るかは不明であるが、粘土帯卜は下半が完了した時点で作業を止め、棺外の棺床粘土の上面に槍・剣

が置かれる。第 3工程として、その上から棺蓋の被覆粘土が施されるが、被覆粘土は、棺蓋上面ま

で及ばないか、非常に薄いものになる。槍・剣を副葬する時点で、棺床粘土と被覆粘上の間に橙色

土層が見られることから、被覆粘土を行うまでの間には若干の時間があり、墓墳内を多 くの人間が

動き回つていると想像される。棺蓋の被覆が終了すると、最終工程で墓墳全体が埋め戻されるが、埋

め戻 しは両側から大胆に行われているものと思われる。埋め戻 しが終了した後、標石・供献土器を

供えて、第 1主体部が完成 したものと思われる。

ところで、第 1主体部は縦断面の棺中央付近だけが真っ先に埋没 した可能性があることは本文中

でも述べた。 この木棺は、到 り抜き式の割竹形木棺と考えられ、三分割する仕切が存在 した可能性

を本部中で指摘 しているが、仕切の両側からは遺物が出上 しないと言う事実がある。黒塚古墳では、

棺中央の約2.8mの部分のみがなJり 貫かれていた可能性が指摘されている。同様の構構造を、上野 1

号墳に当てはめると、刀子の出上位置問力寸宮中央の内法と考えられ、黒塚古墳ほぼ同じ中央の2.7m

の部分のみが割 り貫かれていた可能性がある。

第 2主体部は粘土帯【ではないが、墓墳の掘 り方が異なっている。第 1工程では、棺床面まで墓壊

を掘 り込むことはせず、棺を置 く位置をあらかじめ溝状に掘 り窪めている。 このために第 1主体部

の第 2工程に当たる作業は存在 しない。棺構造が不明で、副葬品が存在 しないことからその後の工

程は明らかでないが、最終的な埋め戻 しは第 1主体部と同様に両側から大胆に行われているようで

ある。

上野 1号墳第 1主体部の粘土彬【は上面の被覆が不明瞭なものの、棺床粘土、棺側粘上、被覆粘土

の各工程を分けて行っており、割竹型木棺を納めるという通常の粘土彬卜とほぼ同じ構造を持つと考

えられる。出雲の古墳で粘土帯卜を持つ古墳 としては、釜代 1号墳、松本 1号墳、斐伊中山 2号墳 t

布志名大谷 1号墳がある。 このうち釜代 1号墳は2基の主体部を持ち、第 1主体部は調査されてい

ないが、両者とも粘土棒卜であることが確かめられている。調査された第 2主体部は割竹形木棺を納

め、棺床・棺側 。被覆粘上の区別のあるものである。一方、斐伊中山 2号墳は第 3主体部と第 4主

体部が粘土椰とされているが、第 4主体部は割竹形木棺の棺床のみに、第 3主体部は箱式木棺の被

覆のみに粘上を使用するものである。同様に松本 1号墳は箱形木棺を使用 してお り、布志名大谷 1

号墳では割竹形木棺の被覆にのみ粘土を使用 し、棺床に粘土はなく、小口の閉塞には石を使用する
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ものになっている。上野 1号墳についても上面の被覆が極端に少ないか、白くなく精選されていな

い粘土を使用 したと思われることから、割竹形木棺を納め、上面までを自色粘上で完全に被覆する

粘土帯卜は、現在知られている遺跡では釜代 1号墳 しか存在 しないことになる。

第 2節 上野 1号墳出土土器について

上野 1号墳第 1主体部直上からは多数の供献土器が出上 したほか、第 3主体部埴輪棺の閉塞には

大型土器底部が使用されていた。

第 1主体部直上で出上した直口壺は、夫敷遺跡中層出土の直口壼と形態、調整の似るものである。

相違点としては、夫敷遺跡出土遺物は口縁部がやや短 く、内湾気味になるなどの点が見られ、上野

遺跡出土直口壺が先行する。夫敷遺跡中層は古墳時代中期中葉とされている。一方、上野 1号墳の

高郭には杯部の稜が存在せず、小谷式の範疇に含まれる器種と認識しているが、脚部との接合に中

|:lil:lil:|:|:||li:||:|::i:::::|lil:liillillllli:|lillil:|:::|13    1■ |:|::|■

第229図 上野 1号墳第 1主体部構築過程復元想像図
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央充填を行った痕跡がほとんど見られない。 また、脚部に円形スカシを持つなど僅かに畿内的な要

素を持つものが見られる。

上野 1号墳第 1主体部出土遺物の中で特徴的な土器に小型器台がある。口縁部の形状の判る個体

がないが、貫通孔を開ける小型器台は、近隣ではあまり見かけない器種である。上野 l号墳では直

口壺が 8点前後、小型九底壺が 3点前後、甕が 1点 しか見られないが、 これに対 して開地谷型器台

が14点前後あるものと見られることから、小型器台に乗る壷が存在 しないことになる。現状では器

台かどうかも疑わしい器種であり、類例を待ちたい。

出雲地方における古墳時代前期の土器について布留式との併行関係を重視しながら編年的に整理

した松山氏によると、上野 l号墳第 1主体部の土器は、釜代 1号墳 (松江市)山地古墳 (出雲市)

と並んで、 2期古段階と位置づけられている。松山氏は、 2期古段階は段を持つ高杯など大東式の

器種と供に鼓形器台が含まれている時期とし、重棺も完全な丸底になる、 とされている。 しかしな

がら、上野 1号墳第 3主体部の大型土器底部は完全な平底であるため、九底の重棺として紹介され

た山地古墳よりも古相を呈する可能性がある。

上野 1号墳出土土器の特徴としては、高杯の外部に稜が入り始める点、見慣れない形状の小型器

台が存在すること、開地谷型と言われる稜のない鼓形器台が存在することなどが挙げられる。この

内開地谷型器台は、本文中でも述べたとおり、稜がない以外の特徴は小谷期の器台に共通するもの

で、同時期とされる釜代 1号墳の器台のようなハケによる調整やスカシなど特異な要素は見られな

い。奥才古墳群 (鹿島町)での同時期の古墳としては、奥才12・ 13・ 14号墳が考えられるが、い

ずれも供献土器はなく、土器棺での比較となるが14号墳には土器棺も伴っていない。奥才13号墳の

壺棺は、外面ハケメ調整し、明確な底部を持つ点で上野 1号墳のものに近い。一方奥才12号墳の上

器棺は、僅かに底部の痕跡を留めるに過ぎず、山地古墳の上器棺に近い。奥オ13号墳は方墳で、隣

接する円墳 (奥オ14号墳)に先行することが確認されており、松山編年の 1期新相に含まれると考

えられる。

松山編年で上野 1号墳を1期新相より新しくせぎるを得なかった理由に、開地谷型器台の存在が

ある。土器様式で画期を求める以上、通常の小谷型器台に対して別の要素を含む開地谷型器台を新

しく考えるのは当然の結果であり、それ自体を否定する根拠は持ち得ないが、上野 1号墳の上器相

は、松山編年の2期古相よりは、むしろ1期新相に入り込む可能性が強く、 2期古相であっても山

地古墳・釜代 1号墳より古いと考えられる要素が多い。

第 3節 上野 1号墳出土金属器について

上野 1号墳第 1主体部の粘土存【からは剣。槍を塗り込められたような状態で検出している。これ

らの剣。槍はいずれも抜き身と考えられ鞘の痕跡は見られない。出雲地方の中型以上の前期古墳で、

鞘入りで刀剣類を副葬する古墳は、大成古墳・神原神社古墳が知られる一方、抜き身で副葬されて

いる可能性の高いものに松本 1号墳・寺床 l号墳 。奥オ14号墳が知られている。このことについて

宇垣匡雅氏は、上位の階層のみが鞘入りで副葬し、下位の階層は抜き身・布巻きで副葬するとされ、

階層格差の表示と考えられている。 しかしながら、鞘入りで副葬される古墳は、いずれも松山編年

の1期古段階のものに限られ、抜き身で副葬される古墳が 1期新段階から2期の古墳である点から

時期差と捉える方が自然に思われる。
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上野 1号墳第 1主体部から出土した 2本の剣は、いずれも木装黒漆塗りの柄装具が残存 していた。

短剣 (115-6)は 置田分類のAl類 に含まれるもので、柄縁だけが残存する。本体 と柱状突起

の面は連続 しないもので、柱状突起の形状は不明である。柄間装具は2枚で構成され、柄縁の頭側

に差 し込む形状になると思われる。

長剣 (115-7)の 装具は、柄縁と柄頭装具が残っていた。柄間装具は全 く残存 していなかった

ことから、漆塗 りではないと考えられ、短剣 と同様に2枚の部材を併せ、柄縁・柄頭装具に差 し込

むものと思われる。柄頭装具は、木質が腐食 し潰れてしまっているために、細かい形状が↓巴握 しが

たいが、元の形状を反映していると思われる線を辿ると、一見、頭部が傾斜 し、断面三角形に近い

形状に見える。類例のない形状のため、通常のAl類の柄頭を想定すべきであるが、現状からは、頭

端面の窪みや沈線等が認識できないため、変形の柄頭があり得るかもしれない。

上野 1号墳第 1主体部で出土 した剣・槍はいずれも棺外からの出土である。棺内出土の刀子類は

非常に小さく武器と呼ぶには躊躇するものであるので、棺内に武器は副葬されていないと言うこと

力Sで きる。

第 4節 上野遺跡 2区出土埴輪について

上野 l号墳墳丘からは多量の埴輪片が出上 したほか、第 3主体部・1～ 5号埴輪棺に多 くの埴輪

が使用されていた。 これらの埴輪の内、全形が見えるものについてその特徴を整理したものが第19

表である。全形が判るものについては、総高70cm前後で、 タガ間18cm前後、鰭付朝顔形埴輪と最

下段の透孔を除く透孔の形状は逆三角形で、 1段あたりの透孔は2方向に開けられるという共通点

が見られる一方、 ヨコハケの使用やタガ・口縁部の形状、 タガ間の透孔の位置などには、すべての

要素が完全に一致する個体が見られないほど差異が見られた。

第 3主体部に使用される116-1は、最上段にスカシがなく、内面調整がタガを挟んで連続 しな

いという特徴が見られる。製作時にタガまで 1工程としたものと考えられる。 タガ間約18cmで、最

上段を短 く作つており、高橋氏の言う「大和北部型」 に共通する特徴を持つものである。

一方、内面調整にタガを越える連続性があると見られる個体には128があり、それには、スカシ

がタガに接触するか、 きわめて近い位置に開けられている。スカシの穿子しとタガの張 り付け力羽Jに

行われるものと考えられ、スカシまでを 1工程としたと思われる。 このように仮定すると、内面調

整が不明瞭であつても、スカシがタガに近い位置に開くものには、 127・ 131-2・ 134-2・ 137・

138があり、いずれも最上段スカシを持っている。 この内、 127・ 138は断面楕円形を呈する個体で

ある。 1381ま外面調整にヨコハケを使用していない一方、第 2段目に割付線と見られる沈線が見ら

れるものである。

ほぼ全形が半Jる個体で、以上の分類に含まれなかったものに134-1・ 135が見られる。 134-1

は、最上段スカシが見られるものの、口縁部やタガの形状は116-1と 共通する一方、第 3段目に2

次調整のヨコハケが見られる。 135は最上段スカシが見られないもので、 ヨコハケも確認できず、比

較的約束事が守られている個体であるが、スカシを開けない最上段の幅が12。 4cmも 用意されている。

以上のような差異を仮に時間差と仮定し、鰭付きである116-1を最初のものとすると、次に135

で口縁部力S長 くなり、134-1で最上段にスカシが開けられ、 ヨコハケを付加される。最 も新 しい

グループでは、最上段スカシとヨコハケは完全に定着 し、作業工程もスカシまでを 1工程 とするよ
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うに変化したものと思われる。

ここで問題となるのは、鰭付朝顔形埴輪である123の扱いである。本文中でも記したとおり、 123

だけ色調が白みがっており胎土が異なる可能性がある。基部やタガ間の長さは、116-1に 一致し

ており、「大和北部型」の特徴を持つものであるが、「大和北部型」としては新しい要素である楕円

形スカシを持つ一方で、古い要素とも取れる頸部のタガが見られないと言つた特徴を持っている。

近畿地方から直接持ち込まれたとも思えないが、近畿地方の工人が造った物と思われ、他の個体と

は製作地が異なっていると思わざるを得ない。

上野遺跡の埴輪は、IRIね 「大和北部型」の特徴を有しており、116-1については、近畿地方か

ら工人が来て製作している可能性が考えられる。近畿地方の埴輪でよく似たものを探すと、天皇の

杜古墳 (京都府 )、 瓦谷 1号墳 (京都府)な どがあるが、 これらの埴輪とは、 タガ間が一致 しない。

タガ間を含めて似たものには萱振 1号墳 (大阪府)がある。

一方、近畿地方以外では、里仁古墳群 (′鳥取県)の ものが共通 した特徴を持っている。里仁古墳

群出土埴輪では方形スカシを持つものが多 く、その点が上野遺跡と異なるが、全体の形状やタガ間、

調整などは上野遺跡とほぼ一致する。里仁古墳群出土埴輪は、最上段の幅が、 タガ間の距離と等 し

く、上野遺跡の埴輪より更に口縁部が延び、最上段にスカシを入れるものが極めて多いという特徴

があり、近畿地方のものを原型とすると、上野遺跡のものよりも遠いという印象が持たれる。

第19表 埴輪棺観察表

央 刊 凶

番号
段 外面調整 内面調整

調整 の

連続 枠
スカシ スカシの位置

夕力 間

距離
口豚い
の形状

タガの

形状
全体 の

形胡ギ 備 考

4 タテハケ タテハケ 無 し

ナナメに延
びる

つまみ出す
形状で高● 鰭付き

3 タテハケ タテハケ 直立して口
縁のみ開く2 タテハケ ナナメハケ 不 通 征

ヽ
1 タテハケ ナナメハケ 35--157
1 タテハケ ヨコハケ 小 明 小 明 医部 のみ
4 タテハケ タテナデ くし

朝顔 頸部
にタガが巡
らない

つまみ出す
形状で、高
く細い

直 立 鰭付き
3 タテハケ タテハケ 円 形 57--73
2 タテハケ ラベ| 無 し

l タテハケ タテハケ イヽロ

タテハケ ダブハ ケ イヽり電 不 明 医部のみ
形状不明4 小IIB 小 明 毀 し 殉イ頃

タテハケ 不 明 不 明 鴇部をナナメ
こ折り返す

長 力 形 局

い
直立

3 ヨコハケ 小 明 不 明 不 明

タテハケ 不 明 不 明 不 明 1部 のみ

1 小 明 ヨコハケ 不 昭 不 明

25-7 不 明 タ テ ケ 不 明 イヽ明 医部 のみ
4 Z次 ヨコ ヨコハケ 65-16

鴇部を直角
こ折り返す

台形低い 直立 隋円筒埴輪
3 2次 ヨコ タテハケ 無 し

Z'欠 ヨコ ナナメハケ 45--73
1 タテハケ タテハケ へ明

ヨ コ 渾締 ヨコ 浙
三

角 形 49--0
鴇部を直角
こ折り返す

台形低い 直立
3 2次 ヨコ ヨコハケ 小 明 34--9i
2 ヨ コ ヨコハケ 不 明 逆 三 角形

l 2次 タテ タテ ヨコ 形 メ犬不 明 ライくF

ヨ コ ヨコハケ 逆 三 角形

端部を直角
に折り返す

台形低い 直立
3 Z次 ヨコ タテハケ

逆三角形2 rョ コ ナナメハケ 連 続

1 タテハケ タテハケ 無 し

4 タテハケ ナ デ 38--34
端部をナナ
メに折り、断
面三角形

つまみ出す
やや高い 直立

Z次 ヨコ タテハケ 禾 59--74
2 タテハケ タテハタ 66--65

タテハケ タテハケ 不 明 不 明 イヽ明

134-2
4 タテハケ タテハケ 123

外湾させる 台形低い 亘立タテハケ タテハケ 運 続 逆三 角形 58- 小 IIB

ナ テ ナ テ 無 し

外湾させる 台形高い 幻き気味
タテハケ タテハケ 不 明 逆三 角形 172
タテハケ タテハケ

状不明
52- 17

不 明 不 明 不 明 86-
Z攻 ヨコ ナ デ 65--08

端部を直角
に折り返す

台形高い 錫き気味
2次 ヨコ ナナメハケ
2次 ヨコ ナチメハケ 不 逆 三 角形 40--85

1 タテハケ 無 し

ヨコナテ ナ デ 逆 三 角形 65--08
端部を直角
に折り返す

つまみ出す
低い 直立 楕円筒埴輪タテハケ タテハケ 105--22

2 タテハケ タテハケ どE孫 逆 三 角形
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第 5節 上野 1号墳のその他の副葬品

第 1主体部出土玉類には、馬璃製の勾玉が含まれていた。近い時期と考えられる古墳出土の勾玉

は、寺床 1号墳・五反田 1号墳がヒスイ・硬玉、斐伊中山2号墳が緑泥石片岩、釜代 1号墳が碧玉

と緑色を指向するもので、馬璃製のものは見られない。上野 1号墳の勾玉は、赤色を指向する最初

のものであつた可能性が高い。一方、上野 1号墳には、同時期の古墳で多 く見られる翡翠製の勾玉

が含まれ、同様に古い要素と考えられるガラス製の勾玉も合わせて持っており、新旧の両要素を含

むものとなっている。

舶載斜縁神獣鏡は寺床 1号墳・造山 3号墳から出土 しているが、傍製斜縁神獣鏡は出雲では初の出

土となる。三角縁以外の傍製神獣鏡について福永伸哉氏は、三角縁神獣鏡以降に傍製が始まるもの

を新式神獣鏡と呼び、 4世紀中葉以降に三角縁神獣鏡に対 して排他的な傾向を示しつつ数を増やし

ていく状況から、畿内政権の主導権を握っていた大和盆地北部及び河内の新興勢力による配布を想

定されている。この点は、大和北部型と呼ばれる埴輪や馬瑞製勾玉を持ち、先行する大型墳を持た

ない上野 1号墳には当てはまる可能性がある。

第 6節 上野 1号墳の位置付け

上野 1号墳が立地する宍道町佐々布は、広い平野に面した地域ではない。神原神社古墳 ,大成古

墳を始めとする松山編年の 1期古相まで遡る大型古墳はいずれも平野に面した立地となっており、

農業生産力を背景に古墳が築かれているものと想像される。一方、 1期新相から出現し、先行大型

墳を持たない大垣大塚 1号墳。大寺 1号墳などは、広大な平野に面していない替わりに、あたかも

水上交通路を背景にしたかの様な立地となる。神門水海に面した山地古墳も同様で、いずれも円形

を指向した墳形を採用している。出雲の主要古墳では、松山編年の1期新相段階の途中で、方形を

指向する墳形を取っていた首長墓が、円形の墳形に変わることが知られ、また、それと同時にそれ

まで歴代首長墓が造られ続けた安来平野での大型方墳の築造が途絶えるように見える。この点につ

いて、「畿内政権の絶対的優位の確立に伴い、安来平野以外の地域の首長に大型前方後円墳の築造を

認め、出雲に対する押さえとした。」もしくは、「畿内政権が外縁地域の首長を取り込んで政治的安

定を確立した。」ことに伴って、「安来平野の首長に対する優遇措置を停止した。」 との考え方があ

る。 しかしながら、神原神社古墳の存在を考えれば、安来平野の首長のみが優遇された事実は考え

にくく、全出雲を代表するような首長の存在は、当時の古墳の状況からは考えにくいのではないだ

ろうか。出雲での状況から見れば、首長墓が造られる場所の変化は、小地域の農業生産力を背景に

畿内政権との関係を持つ首長から、畿内政権との関係で政治的に保証された首長への変化と捉える

ことも可能に見え、その後の出雲国としてのまとまりの成立の第一歩と見ることができる。一方、上

野 1号墳での状況を見ると、埴輪には畿内的な要素を強く感じるものが多く、土器にも畿内の影響

を見ることができるが、主体部上に標石を置き、供献土器を供える出雲での伝統的な葬送儀礼を行

っている。さらに長剣や馬塔の勾玉など、新しい副葬品を持つ一方で、石製腕飾類や甲冑などが見

られない。これは、上野 1号墳の被葬者が畿内政権を支える一画との個別的な繋がりでの配布を受

けたものと想像されるもので、畿内政権そのものとの繋がりとは考えにくい。同時期の山地古墳は、

筒形銅器を保持しているが、埴輪や長剣は持っていないなど、個別的な繁がりを想像する事例はあ
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る。この時期の畿内政権内では、大和東南部から大和北部へ、 さらに河内へと大型古墳の分布の中
(苓

ちヾ移動する時期に符号するものと思われ、畿内政権内部の政治的過渡期と地方の古墳の動向が一

致する資料として注目されるものである。

註 1『郷土誌ふるさと秋鹿』秋鹿郷土誌刊行委員会1985年

註2『松本古墳調査報告』島根県教育委員会1963年

註3 F出雲・上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告書』島根県教育委員会1980年

註4 註 11こ 同じ

註 5『 F]生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』島根県教育委員会1998年

註6『山陰の埴輪』島根県立八雲立つ風土記の丘資料館1981年

註7 高橋克壽「埴輪生産の展開」F考古学研究41-2』 1994年

註8『里仁古墳群』⑪鳥取県教育文化財団1985年

註 9『古代の出雲を考える4荒島古墳群』出雲考古学研究会1985年

註10『塩津山古墳群』島根県教育委員会1997年

註11『山地古墳発掘調査報告書』出雲市教育委員会1986年

註12『奥才古墳群』庇島町教育委員会1985年

註13 F釜代 1号墳他発掘調査報告書 I』 松江市教育委員会

註14 蓮岡法峰「加茂町の古代」『カロ茂町誌』加茂町1985年

註15 F黒塚古墳発掘調査概報』樫原考古学研究所2000年

註16『斐伊中山古墳群―西支群―』木次町教育委員会1993年

註17「大谷 1遺跡」『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報 8』 島根県教育委員会1999年

註18 F国道 9号バイパス建設予定地内坦蔵文化財発掘調査報告書 6(夫敦遺跡)』 島根県教育委

員会1989年

註19 松山智弘「/Jヽ谷式再検討」F島根考古学会誌第17集』2000年

註20 宇垣匡雅「前期古墳における刀剣副葬の地域性」『考古学研究第44巻第 1号』1997年

註21 置田雅昭「古墳時代の木製刀把装具」『天理大学学報第145韓』1995年

註22 京都大学大学院助手高橋克壽氏の指導を得た

註23『史跡天皇の杜古墳保存整備事業報告書』京都市文化観光局1994年

註24『京都府遣跡調査報告書第23冊瓦谷古墳群』⑪京都府埋蔵文化財調査研究センター1997年

註25『萱振遺跡』大阪府教育委員会1992年

註26『寺床遺跡発掘調査概報』東出雲町教育委員会1983年

註27 福永伸哉「古墳時代前期における神獣鏡製作の管理」『国家形成期の考古学』1999年

註28 池測俊―「方墳世界の実像」『古代出雲文化展図録』島根県古代文化センター1997年

註29 高橋克壽「四世紀の埴輪」『歴史発掘 9埴輪の世紀』講談社1996年
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